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は
じ
め
に �

　

天
台
寺
門
宗
の
総
本
山
で
あ
る
三
井
寺
（
園
城
寺
）
に
は
、
天
台
宗
の

開
祖
・
天
台
智
者
大
師
の
尊
像
画
が
数
本
伝
来
し
て
い
る
。
そ
の
一
本
は
、

最
澄
将
来
の
図
像
を
踏
襲
し
た
室
町
時
代
の
古
画
で
、
こ
こ
で
注
意
を
引

く
の
は
、
箱
書
き
に
「
町
田
久
成
寄
附
」
と
記
さ
れ
、
町
田
久
成
の
旧
蔵

品
で
あ
っ
た
点
で
あ
る（
１
）。

　

町
田
久
成
（
一
八
三
八
～
九
七
年
）（
２
）
は
、
日
本
に
お
け
る
博
物
館

の
創
設
に
邁
進
し
、
東
京
帝
室
博
物
館
（
現
在
の
東
京
国
立
博
物
館
）
の

初
代
館
長
と
し
て
博
物
館
の
歴
史
に
大
き
な
足
跡
を
残
し
た
人
物
と
し
て

知
ら
れ
、「
明
治
初
期
の
古
美
術
の
保
護
と
研
究
の
先
駆
者
」（
３
）
と
評
価

さ
れ
て
い
る
。

　

久
成
の
生
涯
で
、
と
く
に
注
目
さ
れ
る
の
は
三
井
寺
山
内
の
法
明
院
住

職
・
桜
井
敬
徳
（
一
八
三
四
～
八
九
年
）
と
の
仏
教
を
通
じ
て
の
交
流
で

あ
る
。
二
人
の
交
わ
り
は
、岡
倉
天
心
を
は
じ
め
フ
ェ
ノ
ロ
サ
、ビ
ゲ
ロ
ー

へ
と
広
が
り
、
こ
と
に
敬
徳
へ
の
帰
依
を
深
め
た
フ
ェ
ノ
ロ
サ
や
ビ
ゲ

ロ
ー
は
仏
門
に
入
り
、
死
後
も
法
明
院
に
墓
所
を
設
け
る
ま
で
に
い
た
っ

て
い
る
。
久
成
自
身
も
明
治
二
二
年
（
一
八
八
九
）、
五
二
歳
の
と
き
に

敬
徳
の
も
と
で
授
戒
、
官
界
を
辞
し
て
三
井
寺
に
入
っ
て
い
る
。

•••••••••••••••••••••••••••••••
Name�:
FUKE　toshihiko

Title�:
Hisanari�Machida�and��Miidera�Houmyouin

Summary�:�
Hisanari�Machida� (1838-1897)� is�known�for�his�work� in� the�pres-
ervation�of�national� treasures� from�the�early�years�of� the�Meiji�
Period�and�his�research�of� those� treasures.�He�was�particularly�
dedicated�to�establishing�museums�and�is�perhaps�best�known�as�
the�first�curator�of�the�Tokyo�National�Museum.�In�the�later�years�
of�his� life,�Machida�entered�the�Buddhist�priesthood�and�became�
a�disciple�of�Keitoku�Sakurai�of�Miidera�Houmyouin� just�as�such�
famous�men�as�Ernest�F.�Fenollosa�and�William�S.�Bigelow�had.�
In� this�paper� I�will� introduce� some�of�Machida’s� lesser-known�
achievements�at�Miideara.
•••••••••••••••••••••••••••••••

町
田
久
成
と
三
井
寺
法
明
院

 

福
家
　
俊
彦



5 成安造形大学附属近江学研究所 紀要　第５号

を
考
え
る
上
で
も
、
い
わ
ば
世
界
の
眺
望
を
獲
得
し
て
い
く
大
き
な
第
一

歩
と
な
っ
た
こ
と
は
想
像
に
難
く
な
い
。

一-

二
　
文
化
財
保
護
と
「
模
写
」

　

久
成
が
帰
国
し
た
の
は
、
慶
応
三
年
（
一
八
六
七
）
六
月
下
旬
。
こ
の

年
十
月
に
は
大
政
奉
還
が
行
な
わ
れ
、
時
代
は
大
き
く
変
わ
る
。

　

明
治
政
府
に
出
仕
し
た
久
成
が
残
し
た
最
大
の
業
績
は
、
も
ち
ろ
ん
日

本
初
の
近
代
的
な
博
物
館
の
創
設
で
あ
る
。
そ
の
第
一
歩
と
な
る
の
が
、

明
治
四
年
（
一
八
七
一
）
の
「
集
古
館
建
設
の
提
言
」
で
あ
る（
５
）。
こ

の
提
言
は
「
明
治
期
に
お
け
る
文
化
財
保
護
の
歴
史
の
端
緒
を
な
す
も
の

で
あ
り
、
わ
が
国
に
お
け
る
博
物
館
建
設
の
必
要
性
を
論
理
的
に
説
い
た

最
初
の
も
の
と
し
て
極
め
て
重
要
で
あ
る
」（
６
）。
久
成
は
明
治
初
年
の
神

仏
分
離
、
廃
仏
毀
釈
の
烈
風
が
吹
き
荒
れ
る
な
か
、「
厭
旧
尚
新
ノ
弊
風
」

に
よ
っ
て
「
天
下
の
宝
器
珍
什
」
と
い
っ
た
貴
重
な
文
化
財
が
急
速
に
失

わ
れ
て
い
く
実
態
を
目
の
当
た
り
に
し
て
い
た
。
そ
こ
で
久
成
は
、
文
化

財
は
「
考
古
ノ
徴
拠
」
で
あ
り
、「
古
今
時
勢
ノ
沿
革
ハ
勿
論
往
昔
ノ
制

度
文
物
ヲ
考
証
」
す
る
こ
と
の
重
要
性
を
説
き
、
そ
の
対
策
と
し
て
日
本

に
お
け
る
文
化
財
の
散
逸
、
破
壊
を
防
ぎ
、
保
護
、
伝
承
す
る
た
め
の
博

物
館
（
集
古
館
）
の
必
要
性
を
主
張
し
た
。

　

こ
こ
で
注
目
す
べ
き
は
、
一
刻
も
早
く
文
化
財
保
護
の
対
策
を
講
じ
な

け
れ
ば
、「
一
歳
有
餘
ヲ
打
過
候
ハ
バ
天
下
ノ
古
器
旧
物
ハ
大
概
壊
滅
」

し
て
し
ま
う
ほ
ど
事
態
が
切
迫
し
て
い
る
な
か
、
博
物
館
建
設
だ
け
で
な

く
「
旧
物
ヲ
図
面
ニ
模
写
致
シ
羅
集
編
成
」
す
る
こ
と
、
い
わ
ゆ
る
文
化

　

こ
れ
ま
で
久
成
に
つ
い
て
は
、
彼
の
最
大
の
業
績
で
あ
る
博
物
館
創
設

を
中
心
に
紹
介
さ
れ
て
き
た
が
、
本
稿
で
は
久
成
晩
年
の
事
績
を
跡
づ
け

る
作
業
を
通
じ
て
、
三
井
寺
に
お
け
る
町
田
久
成
に
つ
い
て
素
描
を
試
み

た
い
。

一
、
町
田
久
成
の
業
績 �

一-

一
　
薩
摩
か
ら
世
界
へ

　

幕
末
に
薩
摩
藩
主
・
島
津
氏
の
庶
流
の
家
に
生
ま
れ
た
町
田
久
成
に

と
っ
て
、
大
き
な
転
機
と
な
っ
た
の
は
、
慶
応
元
年
（
一
八
六
五
）
二
八

歳
の
と
き
に
薩
摩
藩
の
若
き
俊
英
た
ち
十
五
名
を
率
い
て
イ
ギ
リ
ス
に
渡

航
し
た
こ
と
で
あ
る（
４
）。
お
よ
そ
二
年
余
の
滞
在
で
ロ
ン
ド
ン
を
は
じ

め
翌
年
四
月
か
ら
開
催
さ
れ
て
い
た
パ
リ
万
博
に
も
赴
い
て
い
る
。
明
治

維
新
へ
と
胎
動
す
る
時
代
に
あ
っ
て
、
西
洋
の
近
代
文
明
を
体
感
し
、
大

き
な
衝
撃
と
感
動
を
う
け
た
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
は
パ
リ
万
博
が
幕
府
、
薩

摩
藩
、
佐
賀
藩
に
分
か
れ
て
参
加
し
て
い
た
事
実
が
象
徴
し
て
い
る
よ
う

に
、
そ
れ
ま
で
の
日
本
は
、
藩
や
国
と
い
っ
た
地
域
に
分
か
れ
、
人
々
は

そ
れ
ぞ
れ
生
ま
れ
た
地
域
の
文
化
を
生
き
て
お
り
、
国
民
的
に
統
合
さ
れ

た
日
本
国
が
存
在
し
て
い
な
い
と
い
う
事
実
に
起
因
す
る
問
題
意
識
へ
と

久
成
を
促
し
た
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
留
学
経
験
が
久
成
を
し
て
西
洋
近
代

国
家
と
対
峙
し
う
る
国
家
と
し
て
の
日
本
、
あ
る
い
は
国
民
と
し
て
の
日

本
人
を
考
え
ざ
る
を
得
な
い
決
定
的
な
契
機
と
な
っ
た
こ
と
を
意
味
し
て

い
る
。
の
ち
に
久
成
が
な
し
遂
げ
る
博
物
館
創
設
と
い
う
仕
事
と
生
き
様



6町田久成と三井寺法明院

　

明
治
政
府
の
美
術
行
政
の
柱
と
な
っ
た
の
は
、
殖
産
興
業
と
し
て
の
美

術
工
芸
品
の
振
興
、
美
術
教
育
制
度
の
確
立
、
そ
し
て
古
美
術
（
古
器
旧

物
）
の
保
護
で
あ
っ
た
。
こ
と
に
古
美
術
を
保
護
、
収
蔵
し
て
展
示
す
る

博
物
館
や
美
術
館
の
創
設
、
そ
れ
は
人
々
の
眼
差
し
、
見
る
こ
と
を
規
範

化
す
る
制
度
と
し
て
の
施
設
、
い
わ
ば
「
文
明
の
装
置
」
を
人
々
の
目
に

見
え
る
形
で
提
示
す
る
こ
と
を
意
味
し
て
い
た
。（
９
）

　

ま
た
、
美
術
教
育
の
分
野
に
お
い
て
岡
倉
天
心
や
フ
ェ
ノ
ロ
サ
に
よ
っ

て
明
治
二
〇
年
（
一
八
八
七
）
に
設
立
さ
れ
た
東
京
美
術
学
校
も
ま
た
博

物
館
同
様
、
美
術
教
育
と
い
う
制
度
を
通
じ
て
国
家
の
成
員
た
る
新
し
い

日
本
国
民
を
創
出
す
る
こ
と
で
も
あ
っ
た
。

二
、
三
井
寺
入
寺
以
後
の
町
田
久
成 �

二-

一
　
桜
井
敬
徳
と
の
出
会
い

　

明
治
一
五
年
（
一
八
八
二
）
一
〇
月
一
九
日
、
久
成
は
突
如
と
し
て
三

月
に
開
館
し
た
ば
か
り
の
博
物
館
の
館
長
を
辞
任
す
る
。（
10
）
そ
し
て
翌

年
四
月
に
は
、
三
井
寺
法
明
院
の
住
持
・
桜
井
敬
徳
か
ら
八
斎
戒
を
、
さ

ら
に
東
大
寺
戒
壇
で
円
頓
菩
薩
戒
を
受
け
、
仏
門
に
入
る
。

　

明
治
一
八
年
（
一
八
八
五
）
に
は
元
老
院
議
員
と
な
る
が
、
こ
の
こ
ろ

よ
り
久
成
の
向
島
小
梅
の
別
邸
に
は
、
岡
倉
天
心
を
は
じ
め
フ
ェ
ノ
ロ
サ

や
ビ
ゲ
ロ
ー
が
足
繁
く
訪
問
し
、
敬
徳
も
上
京
の
折
り
に
は
町
田
邸
に
止

宿
し
て
い
た
と
い
う
。
彼
ら
は
敬
徳
の
説
く
仏
教
に
深
く
関
心
を
寄
せ
、

こ
と
に
フ
ェ
ノ
ロ
サ
と
ビ
ゲ
ロ
ー
は
、
同
年
九
月
に
町
田
邸
に
お
い
て
敬

財
を
「
模
写
」
し
、
収
集
す
る
こ
と
を
挙
げ
て
い
る
点
で
あ
る
。
そ
の
一

例
と
し
て
伝
わ
っ
て
い
る
の
が
、「
漢
委
奴
国
王
」
で
知
ら
れ
る
「
金
印
」

の
模
造
で
あ
る（
７
）。
明
治
五
年
（
一
八
七
二
）、
旧
福
岡
藩
主
黒
田
公
が

久
成
邸
を
訪
れ
て
実
物
を
示
し
た
。
久
成
は
大
い
に
驚
き
厳
重
に
保
存
さ

れ
る
と
と
も
に
皇
室
に
奉
納
す
べ
く
篆
刻
家
の
益
田
香
遠
に
依
頼
し
て
模

造
品
を
制
作
し
た
と
い
う
。
後
述
す
る
梵
鐘
の
模
鋳
や
『
古
逸
叢
書
』
の

事
例
を
考
え
る
上
で
も
、
こ
の
時
点
で
久
成
が
「
模
写
」
の
重
要
性
を
正

確
に
認
識
し
て
い
た
こ
と
は
特
筆
す
べ
き
こ
と
で
あ
る
。

一-

三
　
博
物
館
と
い
う
制
度
の
創
出

　

久
成
の
提
言
は
、
翌
月
に
「
古
器
旧
物
保
存
方
」
の
公
布
と
し
て
実
現

し
、
翌
年
に
始
ま
る
社
寺
宝
物
調
査
（
壬
申
検
査
）
へ
と
結
び
つ
く
こ
と

に
な
る
。
明
治
六
年
（
一
八
七
三
）
に
は
、
い
よ
い
よ
博
物
館
創
設
に
向

け
、
決
定
的
と
な
る
上
野
寛
永
寺
跡
地
に
「
大
博
物
館
建
設
の
必
要
」
の

建
議
が
行
な
わ
れ
る
。
大
久
保
利
通
の
強
力
な
主
導
の
も
と
で
進
め
ら
れ

る
富
国
強
兵
、
殖
産
興
業
の
旗
印
の
も
と
久
成
の
望
む
博
物
館
へ
の
道
程

は
決
し
て
平
穏
な
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
そ
れ
で
も
久
成
は
、
博
物
館
も

ま
た
殖
産
興
業
に
資
す
る
べ
し
と
の
方
針
に
、
と
き
に
抵
抗
し
つ
つ
、
こ

れ
を
巧
み
に
利
用
し
「
国
策
で
あ
る
殖
産
興
業
を
目
的
と
す
る
内
国
勧
業

博
覧
会
の
開
催
と
博
物
館
建
設
作
業
を
連
動
さ
せ
、
博
物
館
史
料
の
確
保

と
公
開
施
設
（
博
物
館
）
の
創
設
に
向
っ
た
」（
８
）
の
で
あ
る
。
そ
し
て

明
治
一
五
年
（
一
八
八
二
）
三
月
、つ
い
に
博
物
館
の
開
館
に
こ
ぎ
着
け
、

自
ら
初
代
の
館
長
に
就
任
す
る
こ
と
に
な
る
。
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徳
か
ら
戒
を
授
か
り
、
仏
門
に
入
る
こ
と
に
な
る
。
岡
倉
天
心
も
ま
た
翌

年
五
月
に
法
明
院
に
お
い
て
敬
徳
か
ら
授
戒
し
て
い
る（
11
）。

　

久
成
の
も
と
に
集
ま
っ
た
岡
倉
天
心
、
フ
ェ
ノ
ロ
サ
、
ビ
ゲ
ロ
ー
、
そ

し
て
敬
徳
た
ち
に
通
底
し
て
い
た
意
識
は
、
や
は
り
「
日
本
と
は
」、「
日

本
人
と
は
」
と
い
う
根
源
的
な
問
い
か
け
で
あ
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

そ
れ
は
フ
ェ
ノ
ロ
サ
が
『
美
術
真
説
』
に
お
い
て
「
美
術
の
制
度
化
」
と

し
て
新
し
い
日
本
画
の
創
出
を
主
張
し
た
よ
う
に
各
々
立
場
の
相
異
は
あ

る
と
い
え
、
そ
の
向
う
方
向
に
は
共
通
す
る
も
の
が
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
。

そ
こ
で
誰
も
が
直
面
し
た
最
大
の
課
題
は
、
た
と
え
ば
フ
ェ
ノ
ロ
サ
の
日

本
画
に
し
て
も
「
明
治
初
期
に
お
い
て
は
、
福
沢
諭
吉
が
『
学
問
の
す
ゝ

め
』
四
編
（
一
八
七
四
年
）
で
指
摘
し
た
よ
う
に
、「
日
本
に
は
唯
政
府

あ
り
て
未
だ
国
民
あ
ら
ず
」
と
い
う
状
況
に
あ
っ
た
の
だ
。
こ
こ
に
指
摘

さ
れ
て
い
る
国
家
形
成
と
国
民
形
成
の
ギ
ャ
ッ
プ
こ
そ
「
日
本
画
」
が
求

め
ら
れ
る
ゆ
え
ん
で
あ
り
、
ま
た
、
そ
れ
が
生
み
出
さ
れ
る
場
だ
っ
た
の

で
あ
る
。
こ
の
時
点
で
は
、
国
民
は
「
日
本
画
」
が
そ
う
で
あ
る
よ
う
に

未
来
に
属
し
て
い
た
」（
12
）
と
い
う
事
態
で
あ
っ
た
。
ま
さ
に
日
本
と
日

本
人
の
問
題
が
横
た
わ
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

二-

二
　
三
井
寺
入
寺

　

久
成
は
明
治
二
二
年
（
一
八
八
九
）
一
二
月
一
日
、
敬
徳
に
従
い
剃
髪
、

大
乗
菩
薩
沙
弥
戒
を
受
け
、
出
家
後
直
ち
に
東
京
に
戻
り
、
浅
草
橋
場
の

本
邸
と
向
島
小
梅
の
別
邸
を
処
分
し
て
い
る
。
さ
ら
に
同
月
一
四
日
に
敬

徳
が
死
去
す
る
や
二
六
日
に
は
元
老
院
を
辞
し
て
三
井
寺
に
入
っ
て
い
る
。

久
成
自
身
、
い
つ
ご
ろ
か
ら
、
ど
れ
ほ
ど
仏
教
に
関
心
を
寄
せ
て
い
た
の

か
は
判
然
と
は
し
な
い
が
、
一
貫
し
て
文
化
財
の
保
護
に
携
わ
っ
て
き
た

久
成
に
と
っ
て
、
当
時
の
寺
院
や
僧
侶
の
お
か
れ
た
情
況
に
つ
い
て
は
多

く
を
見
聞
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。（
13
）

　

明
治
を
迎
え
て
政
治
体
制
が
急
激
か
つ
全
面
的
に
一
変
し
、
そ
れ
ま
で

普
遍
的
な
も
の
と
信
じ
ら
れ
て
い
た
価
値
観
が
否
定
さ
れ
、
宗
教
的
伝
統

や
美
的
判
断
の
基
準
も
絶
対
的
で
は
な
く
な
る
と
い
う
大
変
動
の
な
か
で
、

誰
も
が
一
人
の
人
間
と
し
て
経
験
で
き
る
内
容
だ
け
で
は
、
社
会
全
体
の

在
り
方
を
把
握
す
る
こ
と
が
困
難
な
時
代
に
生
き
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ

た
。
仏
教
の
世
界
に
生
き
る
僧
侶
た
ち
に
と
っ
て
も
事
情
は
同
じ
で
、
久

成
が
帰
依
し
た
敬
徳
も
同
じ
問
題
を
抱
え
て
い
た
で
あ
ろ
う
。

　

そ
れ
は
敬
徳
が
、明
治
一
九
年（
一
八
八
六
）に『
義
瑞
和
尚
行
業
記
』（
14
）

を
版
行
し
た
こ
と
に
も
顕
れ
て
い
る
。
法
明
院
の
開
祖
・
義
瑞（
一
六
六
七

～
一
七
三
七
年
）
は
、
幕
藩
体
制
下
の
も
と
安
定
期
を
迎
え
た
十
八
世
紀

初
頭
に
仏
教
の
復
興
改
革
を
訴
え
た
僧
で
、
敬
徳
自
ら
版
行
の
趣
旨
を
記

し
た
後
記
に
「
源
頭
に
活
水
有
り
、
則
ち
下
流
自
ず
か
ら
清
し
、
津
路
誤

た
ず
、
則
ち
彼
岸
に
達
す
可
し
、
我
山
律
幢
之
再
振
、
義
瑞
和
尚
の
主
唱

と
為
す
…
（
中
略
）
…
復
古
之
業
、
殆
ど
其
功
を
全
う
す
」
と
記
し
、
法

明
院
創
建
の
意
義
を
「
律
幢
之
再
振
」、「
復
古
之
業
」
と
捉
え
て
い
る
。

敬
徳
自
身
や
は
り
明
治
初
期
の
混
迷
の
時
代
に
あ
っ
て
、
本
書
を
公
刊
す

る
こ
と
に
よ
り
自
ら
の
法
脈
の
「
源
頭
」
で
あ
る
義
瑞
の
足
跡
を
振
り
返

り
、
再
認
識
を
促
す
こ
と
に
よ
っ
て
当
時
の
仏
教
の
存
在
、
そ
の
行
く
末

を
人
々
に
問
い
か
け
た
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
さ
ら
に
久
成
と
の
関
係
で
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注
目
さ
れ
る
の
は
、
版
行
に
当
た
っ
て
久
成
が
印
刷
代
金
を
立
替
え
た
と

推
測
さ
れ
る
点
で
あ
る（
15
）。

　

ま
た
、
久
成
自
身
も
『
敬
徳
大
和
上
略
伝
』
を
著
わ
し
て
い
る
。
本
書

は
敬
徳
没
後
二
年
、
三
回
忌
に
当
た
る
明
治
二
四
年
（
一
八
九
一
）
一
二

月
一
四
日
に
あ
わ
せ
て
刊
行
さ
れ
た
も
の
で
、
敬
徳
を
「
先
師
」
と
呼
び
、

自
ら
を
「
小
弟
」
と
し
て
敬
徳
の
業
績
が
宣
布
さ
れ
る
こ
と
を
願
っ
て
い

る
。

　

久
成
は
文
化
財
の
保
護
や
博
物
館
に
と
ど
ま
ら
ず
、
新
時
代
に
処
し
か

ね
、
心
の
寄
る
辺
を
失
っ
て
混
迷
す
る
人
々
に
と
っ
て
仏
教
信
仰
、
そ
れ

は
旧
来
の
仏
教
で
は
な
く
未
来
を
見
据
え
て
改
革
が
同
時
進
行
し
て
い
る

仏
教
に
こ
そ
、「
日
本
人
」
の
人
心
を
統
合
す
る
可
能
性
を
見
て
い
た
の

で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

二-

三
　
崇
福
寺
再
興
と
梵
鐘
の
模
鋳

　

明
治
二
三
年
（
一
八
九
〇
）
三
月
、
久
成
は
三
井
寺
光
浄
院
の
住
職
に

就
任
す
る
と
同
時
に
荒
廃
し
て
い
た
崇
福
寺
（
志
賀
山
寺
）
の
兼
務
住
職

と
な
り
復
興
を
託
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

　

崇
福
寺
は
天
智
天
皇
に
よ
っ
て
大
津
京
時
代
に
創
建
さ
れ
た
古
刹
で
、

法
明
院
開
祖
・
義
瑞
に
よ
っ
て
一
度
は
再
興
さ
れ
た
が
、
当
時
は
ま
た
荒

廃
し
、敬
徳
も
再
興
を
望
ん
で
い
た
と
い
う
。
明
治
二
一
年（
一
八
八
八
）

の
敬
徳
か
ら
久
成
宛
の
書
簡
で
は
、
工
事
が
進
ん
で
い
た
こ
と
を
う
か
が

わ
せ
る
が（
16
）、
久
成
は
敬
徳
の
遺
志
を
嗣
い
で
、
東
京
大
学
史
料
編
纂

所
蔵
の
『
町
田
久
成
略
伝
』（
17
）
に
よ
る
と
「
八
万
四
千
の
白
衣
観
音
の

願
筆
を
揮
毫
し
、
以
て
世
の
喜
捨
財
を
蒐
め
、
一
大
梵
鐘
の
鋳
造
を
企
図

す
」
と
あ
り（
18
）、
こ
れ
を
も
っ
て
崇
福
寺
復
興
の
資
金
に
充
て
よ
う
と

し
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。

　

ま
た
、
明
治
二
五
年
（
一
八
九
二
）
三
月
に
「
志
賀
山
寺
町
田
久
成
」

の
名
で
発
行
さ
れ
た
「
志
賀
山
再
建
并
梵
鐘
浄
財
募
縁
」（
三
井
寺
所
蔵

文
書
）
に
も
鋳
造
す
る
梵
鐘
の
図
と
と
も
に
寄
附
人
や
世
話
人
の
名
前
が

記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
梵
鐘
の
図
か
ら
も
企
て
ら
れ
た
の
は
、
現
在
も
三

井
寺
に
伝
わ
る
重
要
文
化
財
の
銅
鐘
を
模
鋳
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
こ
の

見
本
と
な
っ
た
鐘
は
、
遼
の
太
平
一
二
年
（
一
〇
三
一
）
に
制
作
さ
れ
た

朝
鮮
鐘
で
、
宝
相
華
と
唐
草
文
を
配
し
、
美
し
い
天
人
像
が
陽
鋳
さ
れ
た

優
品
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
。
こ
こ
に
も
久
成
が「
集
古
館
建
設
の
提
言
」

以
来
、「
考
古
ノ
徴
拠
」
で
あ
る
優
れ
た
文
化
財
を
模
写
す
る
こ
と
の
重

要
性
の
主
張
が
貫
か
れ
て
い
る
の
を
見
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
白
衣
観
音

の
揮
毫
も
然
り
、
ま
さ
に
久
成
は
「
書
を
能
く
し
、
天
性
画
技
に
長
じ
、
且

つ
鑑
識
に
富
み
、篆
刻
は
天
才
に
造
詣
深
く
、模
造
模
写
を
巧
み
に
す
」（
19
）

と
略
伝
が
伝
え
る
と
お
り
で
あ
っ
た
。

　

さ
て
、
崇
福
寺
の
梵
鐘
と
し
て
模
鋳
さ
れ
た
鐘
は
、
そ
の
後
数
奇
な
運

命
を
た
ど
る
。
鋳
造
後
し
ば
ら
く
は
光
浄
院
に
置
か
れ
て
い
た
が
、
昭
和

三
年
（
一
九
二
八
）
に
再
建
さ
れ
た
法
明
院
の
鐘
楼
に
懸
け
ら
れ
、
第
二

次
世
界
大
戦
中
に
供
出
、
幸
い
に
も
鋳
つ
ぶ
さ
れ
る
こ
と
な
く
戦
後
返
還

さ
れ
て
円
満
院
に
仮
安
置
さ
れ
て
い
た
が
、
現
在
は
所
在
不
明
と
な
っ
て

い
る
。



9 成安造形大学附属近江学研究所 紀要　第５号

二-

四
　
久
成
の
古
書
籍
蒐
集
と
『
古
逸
叢
書
』

　

崇
福
寺
再
興
の
た
め
発
願
さ
れ
た
梵
鐘
で
特
筆
さ
れ
る
の
は
、
久
成
が

明
治
二
三
年
（
一
八
九
〇
）
に
三
井
寺
の
開
祖
智
証
大
師
一
千
年
遠
忌
に

あ
た
り
、
こ
の
鐘
の
銘
文
を
黎
庶
昌
（
一
八
三
七
～
九
七
年
）
に
依
頼
し

た
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
銘
文
は
、
黎
庶
昌
の
文
集
『
拙
尊
園
叢
稿
』
巻
六

に
「
崇
福
寺
鐘
銘
」
と
し
て
収
め
ら
れ
て
い
る（
20
）。
黎
庶
昌
は
、
貴
州

省
遵
義
の
出
身
で
、曽
国
藩
の
幕
僚
と
な
り
、明
治
一
四
年
（
一
八
八
一
）

に
駐
日
清
国
公
使
と
し
て
来
日
し
た
人
物
で
あ
る
。
文
人
と
し
て
名
高
く
、

在
日
中
に
は
、
中
国
国
内
で
す
で
に
散
逸
し
た
古
典
籍
を
収
集
し
、
楊
守

敬
（
一
八
三
九
～
一
九
一
五
年
）
と
と
も
に
明
治
一
七
年
（
一
八
八
四
）

に
『
古
逸
叢
書
』
二
六
種
二
〇
〇
巻
に
ま
と
め
刊
行
し
た
こ
と
は
よ
く
知

ら
れ
て
い
る
。

　

久
成
は
出
身
地
の
名
を
と
っ
て
「
石
谷
」
と
号
し
、
古
美
術
を
は
じ
め

古
典
籍
の
蒐
集
家
と
し
て
も
知
ら
れ
て
い
た
。
崇
福
寺
の
鐘
銘
を
依
頼
し

た
黎
庶
昌
と
の
関
係
で
は
、
久
成
が
所
蔵
し
て
い
た
平
安
後
期
の
古
写
本

『
天
台
山
記
』が
、『
古
逸
叢
書
』に
収
め
ら
れ
影
印
出
版
さ
れ
て
い
る
。『
天

台
山
記
』
は
唐
代
の
八
二
五
年
に
徐
霊
府
が
撰
述
し
た
地
誌
で
、
久
成
旧

蔵
の
写
本
は
現
在
、
国
立
国
会
図
書
館
が
所
蔵
し
、
他
に
伝
本
の
な
い
孤

本
と
し
て
重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
包
紙
に
は
「
安
然
先

德
真
蹟
、
天
台
山
記
、
星
使
、
黎
庶
昌
古
佚
叢
書
中
へ
、
収
、
石
谷
珎
蔵
」

の
墨
書
が
あ
り
、久
成
が
手
に
入
れ
珍
蔵
し
て
い
た
も
の
を
黎
庶
昌
の『
古

逸
叢
書
』
に
収
め
ら
れ
た
こ
と
が
判
明
す
る（
21
）。
ま
た
同
じ
く
『
古
逸

叢
書
』
に
収
め
ら
れ
た
『
大
宋
重
修
廣
韻
』
も
久
成
旧
蔵
本
で（
22
）、
久

成
の
蔵
書
の
質
の
高
さ
と
と
も
に
、
こ
れ
ま
で
あ
ま
り
指
摘
さ
れ
て
こ
な

か
っ
た
黎
庶
昌
と
の
関
係
は
注
目
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

お
わ
り
に �

　

明
治
三
〇
年
（
一
八
九
七
）、
前
年
か
ら
体
調
を
崩
し
て
い
た
久
成
は
、

九
月
一
五
日
に
上
野
公
園
の
韻
松
亭
で
世
を
去
る
。
享
年
六
〇
で
あ
っ
た
。

三
井
寺
で
は
功
績
に
酬
い
る
た
め
権
大
僧
正
の
僧
位
を
贈
っ
て
い
る
。
直

ち
に
寛
永
寺
津
梁
院
に
内
葬
さ
れ
た
後
、
遺
言
に
よ
り
三
井
寺
に
送
ら
れ
、

法
明
院
墓
地
の
フ
ェ
ノ
ロ
サ
の
墓
所
と
向
か
い
合
う
場
所
に
埋
葬
さ
れ
た
。

墓
碑
に
は
「
本
実
成
院
権
大
僧
正
久
成
大
和
上
墓
」
と
刻
ま
れ
て
い
る
。

　

現
在
、
東
京
国
立
博
物
館
の
庭
園
に
顕
彰
碑
が
建
っ
て
い
る
。
久
成
の

十
七
回
忌
に
当
た
る
大
正
元
年
（
一
九
一
二
）
に
親
交
の
あ
っ
た
井
上
馨

や
杉
孫
七
郎
た
ち
に
よ
っ
て
建
立
さ
れ
た
も
の
で
、
歴
史
学
者
の
重
野
安

繹
が
碑
文
を
撰
し
て
い
る（
23
）。
そ
の
末
尾
に
は
「
龍
に
攀
じ
鳳
に
附
く
、

雲
台
麟
閣
は
、我
願
に
非
ず
、我
何
く
に
か
適
わ
ん
、兜
率
天
こ
そ
安
宅
」

と
あ
り
、
三
井
寺
の
本
尊
で
も
あ
る
弥
勒
仏
の
浄
土
で
あ
る
兜
率
天
に
安

住
す
る
こ
と
を
願
っ
た
久
成
に
言
及
し
て
い
る（
24
）。

　

明
治
政
府
の
高
官
の
地
位
を
棄
て
、
仏
門
に
飛
び
込
ん
だ
町
田
久
成
。

世
人
か
ら
「
近
世
の
一
奇
人
な
り
」（
25
）
と
称
さ
れ
た
生
涯
は
、
世
界
の

中
で
激
変
し
て
い
く
明
治
の
日
本
に
あ
っ
て
、
薩
摩
藩
の
名
家
出
身
と
し

て
の
矜
持
と
近
代
国
家
を
担
う
日
本
人
と
し
て
の
使
命
と
の
狭
間
を
生
き

た
彼
独
特
の
自
己
韜
晦
の
一
表
現
で
あ
っ
た
と
い
え
ば
深
読
み
し
す
ぎ
で
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あ
ろ
う
か
。

　

な
お
、
町
田
久
成
の
関
係
文
書
と
み
ら
れ
る
資
料
が
、
三
井
寺
山
内
の

勧
学
院
か
ら
聖
教
類
と
と
も
に
発
見
さ
れ
て
い
る
。
今
後
は
本
資
料
の
整

理
、
研
究
を
課
題
と
し
た
い
。

写真１：町田久成肖像（三井寺法明院蔵）写真２：アーネスト・F・フェノロサ

写真３：桜井敬徳像（三井寺法明院境内）写真４：町田久成の墓（三井寺法明院墓地）

写真６：東京国立博物館構内に建つ顕彰碑 写真５：町田久成の志賀山再建并梵鐘浄財募縁
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�

註（
１
）
絹
本
著
色
・
天
台
大
師
画
像
（
一
二
四
・
六
×
七
一
・
〇
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
）。
そ
の
箱
書

き
に
「
町
田
久
成
寄
附　

天
台
大
師
画
像　

古
画　

園
城
寺
蔵
」（
箱
蓋
）、「
明
治

四
十
四
年
十
二
月　

假
箱
寄
附　

光
浄
院
暹
暻
」（
箱
底
）
の
墨
書
が
あ
る
。

（
２
）
町
田
久
成
の
生
涯
に
つ
い
て
は
、
末
尾
掲
載
の
「
町
田
久
成
関
係
略
年
譜
」
を
参
照
。
そ

の
他
、
主
な
論
著
に
東
京
国
立
博
物
館
『
東
京
国
立
博
物
館
百
年
史
』（
一
九
七
三
年
）、

門
田
明
「
町
田
久
成
略
伝
」『
鹿
児
島
県
立
短
期
大
学
紀
要
』
第
四
八
号
（
一
九
九
七
年
）、

関
秀
夫
『
博
物
館
の
誕
生　

町
田
久
成
と
東
京
帝
室
博
物
館
』（
岩
波
新
書
、二
〇
〇
五
年
）、

椎
名
仙
卓
『
日
本
博
物
館
成
立
史　

博
覧
会
か
ら
博
物
館
へ
』（
雄
山
閣
、
二
〇
〇
五
年
）、

井
上
洋
一
「
町
田
久
成
」（『
博
物
館
学
人
物
史
（
上
）』
所
収
（
雄
山
閣
、
二
〇
一
〇
年
）、

吉
田
千
鶴
子
『〈
日
本
美
術
〉
の
発
見　

岡
倉
天
心
が
め
ざ
し
た
も
の
』（
吉
川
弘
文
館
、

二
〇
一
一
年
）
な
ど
が
あ
る

（
３
）
佐
藤
道
信
『
明
治
国
家
と
近
代
美
術
』（
吉
川
弘
文
館
、
一
九
九
九
年
）
四
〇
・
四
一
頁

（
４
）
犬
塚
孝
明
『
薩
摩
藩
英
国
留
学
生
』（
中
公
新
書
、
一
九
七
四
年
）

（
５
）
前
掲
『
東
京
国
立
博
物
館
百
年
史
』

（
６
）
前
掲
『
博
物
館
学
人
物
史
（
上
）』

（
７
）
門
田
明
前
掲
論
文
並
び
に
「
町
田
石
谷
先
生
碑
銘
」
磯
ヶ
谷
紫
江
『
墓
碑
史
蹟
研
究
』
第

九
巻
（
後
苑
荘
蔵
版
、
一
九
三
二
年
）

（
８
）
前
掲
『
博
物
館
学
人
物
史
（
上
）』

（
９
）
北
澤
憲
昭
『
眼
の
神
殿
「
美
術
」
受
容
史
ノ
ー
ト
』（
ブ
リ
ュ
ッ
ケ
、
二
〇
一
〇
年
）、
と

く
に
第
三
章
参
照

（
10
）
辞
任
の
事
情
に
つ
い
て
は
前
掲
『
博
物
館
の
誕
生　

町
田
久
成
と
東
京
帝
室
博
物
館
』

一
五
九
～
一
六
〇
頁
参
照

（
11
）
フ
ェ
ノ
ロ
サ
と
法
明
院
に
関
す
る
主
な
論
著
は
、
山
口
靜
一
『
フ
ェ
ノ
ロ
サ
』（
三
省
堂
、

一
九
八
二
年
）、同
氏
『
三
井
寺
に
眠
る
フ
ェ
ノ
ロ
サ
と
ビ
ゲ
ロ
ウ
の
物
語
』（
宮
帯
出
版
社
、

二
〇
一
二
年
）
並
び
に
源
豊
宗
・
滋
野
敬
淳
『
三
井
寺
法
明
院
』（
観
光
資
源
保
護
財
団
、

一
九
七
五
年
）

（
12
）
北
澤
憲
昭
『「
日
本
画
」
の
転
位
』
四
六
頁
（
ブ
リ
ュ
ッ
ケ
、
二
〇
〇
三
年
）

（
13
）
後
藤
純
郎
「
博
物
局
書
籍
館
長
、
町
田
久
成　

そ
の
宗
教
観
を
中
心
と
し
て
」『
教
育
學

雑
誌
』
第
一
〇
号
（
日
本
大
学
教
育
学
会
、
一
九
七
六
年
）

（
14
）
元
文
三
年
（
一
七
三
八
）
に
門
弟
寛
温
等
に
よ
る
『
義
瑞
和
尚
行
業
記
』

（
15
）
大
島
朋
剛
「
博
物
館
退
官
後
に
お
け
る
町
田
久
成
の
事
績
」『
Ｌ
Ｏ
Ｔ
Ｕ
Ｓ
』
第
二
六
号
（
日

本
フ
ェ
ノ
ロ
サ
学
会
、
二
〇
〇
六
年
）

（
16
）
大
島
朋
剛
前
掲
論
文

（
17
）
門
田
明
前
掲
論
文

（
18
）『
な
が
ら
の
さ
く
ら
』（
一
九
二
七
年
）
二
三
・
二
四
頁
並
び
に
写
真
版
一
三

（
19
）
門
田
明
前
掲
論
文

（
20
）
石
田
肇
「
園
城
寺
朝
鮮
鐘
と
崇
福
寺
鐘
銘　

町
田
久
成
と
黎
庶
昌
」『
史
迹
と
美
術
』
第

写真７：寛永寺津梁院の供養塔
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五
八
輯
ノ
七
（
五
八
七
号
）（
史
迹
美
術
同
会
、
一
九
八
八
年
）

（
21
）
薄
井
俊
二
に
よ
る
一
連
の
論
考
に
詳
し
い
が
、
徐
霊
府
『
天
台
山
記
』
に
つ
い
て
は
、「
天

台
山
を
め
ぐ
る
古
文
献
逸
文
輯
考
」（『
中
国
文
化
』
第
六
〇
号
、
二
〇
〇
二
年
）、「
徐
霊

府
「
天
台
山
記
」
の
研
究
（
そ
の
一
）（『
埼
玉
大
学
紀
要
教
育
学
部
』
第
五
十
一
巻
第
一
号
、

二
〇
〇
二
年
）、「
天
台
山
記
の
流
伝
」（『
日
本
中
国
学
会
報
』
第
五
十
五
集
、二
〇
〇
三
年
）。

国
立
国
会
図
書
館
蔵
「
天
台
山
記
」
に
つ
い
て
は
、
同
氏
の
「
徐
霊
府
「
天
台
山
記
」
の

研
究
（
そ
の
二
）（『
埼
玉
大
学
紀
要
教
育
学
部
』
第
五
十
一
巻
第
二
号
、二
〇
〇
二
年
）、「
国

立
国
会
図
書
館
蔵
「
天
台
山
記
」
に
つ
い
て
（『
汲
古
』
第
四
一
号
、
二
〇
〇
二
年
）、「
再

び
国
立
国
会
図
書
館
蔵
「
天
台
山
記
」
に
つ
い
て
」（『
汲
古
』
第
四
四
号
、
二
〇
〇
三
年
）。

こ
れ
ら
は
ま
と
め
ら
れ
薄
井
俊
二
『
天
台
山
記
の
研
究
』（
中
国
書
店
、
二
〇
一
一
年
）

と
し
て
出
版
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
る
と
『
天
台
山
記
』
は
、
智
証
大
師
円
珍
に
よ
っ

て
日
本
に
将
来
さ
れ
、
写
本
が
作
ら
れ
て
延
暦
寺
の
経
蔵
に
収
蔵
さ
れ
て
い
た
。
そ
の
後
、

寺
門
派
の
成
尋
が
書
写
し
て
入
宋
時
に
携
行
し
て
い
る
。
久
成
旧
蔵
の
国
立
国
会
図
書
館

所
蔵
の
写
本
（
二
五
・
五
×
一
五
・
五
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
）
は
、
五
大
院
安
然
が
関
わ
っ
た

写
本
と
し
て
伝
わ
り
、三
千
院
円
融
房
の
所
蔵
を
経
て
、久
成
の
架
蔵
す
る
と
こ
ろ
と
な
り
、

『
古
逸
叢
書
』
に
模
刻
さ
れ
た
後
に
帝
室
図
書
館
の
所
蔵
と
な
り
、
現
在
に
至
っ
て
い
る

（
22
）
石
田
肇
前
掲
論
文

（
23
）
前
掲
「
町
田
石
谷
先
生
碑
銘
」

（
24
）
滋
野
敬
淳
「
町
田
久
成
和
尚
小
話
」『
Ｌ
Ｏ
Ｔ
Ｕ
Ｓ
』
第
一
七
号
（
日
本
フ
ェ
ノ
ロ
サ
学
会
、

一
九
九
七
年
）

（
25
）『
大
津
市
志
』
上
巻
（
大
津
市
私
立
教
育
会
、
一
九
一
一
年
）
及
び
『
近
江
人
物
志
』（
滋

賀
県
教
育
会
、
一
九
一
七
年
）
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町
田
久
成 

関
係
略
年
譜

西
暦

年
号

歳

関
連
事
項

参
考
事
項

一
八
三
八
天
保　

九
１
一
月
二
日
、町
田
久
長
（
伊
集
院
郷
石
谷
領
主
〈
鹿
児
島
市
石
谷
町
〉）
と
母
国
（
汲
）
子
（
吉

利
郷
〈
日
置
市
日
置
町
吉
利
〉
領
主
・
小
松
清
穆
長
女
）
の
長
男
と
し
て
鹿
児
島
城
下
千
石
馬

場
通
り
、
町
田
屋
敷
に
て
出
生

一
八
五
六
安
政　

三
19
母
死
去
、
遺
言
に
よ
り
江
戸
昌
平
坂
学
問
所
に
就
学
、
有
馬
新
七
と
出
会
う

一
八
五
九
安
政　

六
22
江
戸
就
学
を
終
え
薩
摩
に
帰
郷
。
御
小
姓
組
番
頭
と
な
る

一
八
六
二
文
久　

二
25
島
津
久
光
に
よ
り
大
目
付
に
抜
擢
さ
れ
る
（
島
津
斉
彬
は
一
八
五
八
年
に
死
去
）

一
八
六
四
元
治　

元
27
六
月
、
薩
摩
藩
開
成
所
の
設
立
に
参
加
、
小
松
帯
刀
（
家
老
）、
町
田
久
成
（
大
目
付
・
学
頭
）、

大
久
保
一
蔵
（
側
役
）
連
名

七
月
、
禁
門
の
変
に
六
郷
隊
（
兵
士
約
六
百
人
）
隊
長
と
し
て
参
戦

一
八
六
五
慶
応　

元
28
三
月
二
二
日
、
薩
摩
藩
英
国
留
学
生
十
五
名
を
率
い
て
英
国
渡
航
に
出
発

一
八
六
七
慶
応　

三
30
六
月
下
旬
、
英
国
よ
り
帰
国

一
〇
月
一
四
日
、
大
政
奉
還�

四
月
、
パ
リ
万
博
に
日
本
（
幕
府
、

薩
摩
藩
、
佐
賀
藩
）
が
初
参
加

一
八
六
八
慶
応　

四
31
一
月
、
新
政
府
に
出
仕
、
外
国
事
務
局
の
参
与
兼
外
国
事
務
局
判
事

二
月
、
長
崎
裁
判
所
判
事
兼
九
州
鎮
撫
使
参
議

五
月
五
日
、
外
国
官
判
官
事
と
な
る
。
翌
日
に
従
五
位
下
に
叙
せ
ら
る

三
月
二
八
日
、
神
仏
分
離
令

九
月
、「
明
治
」
に
改
元

一
八
六
九
明
治　

二
32
七
月
八
日
、
外
務
大
丞

七
月
二
二
日
～
八
月
二
二
日
、
英
国
エ
ジ
ン
バ
ラ
公
ア
ル
フ
レ
ッ
ド
来
日
の
接
待
役
（
領
客
使

随
使
）
を
務
め
る

九
月
二
九
日
、
七
日
間
の
謹
慎
処
分
を
受
け
る

一
八
七
〇
明
治　

三
33
九
月
二
日
、
大
学
大
丞
と
な
る
、
大
学
南
校
物
産
局
勤
務
の
時
、
田
中
芳
男
（
幕
府
使
節
と
し

て
パ
リ
万
博
参
加
）
と
再
会

一
八
七
一
明
治　

四
34
四
月
二
五
日
、「
集
古
館
建
設
の
提
言
」
日
本
初
の
博
物
館
創
設
計
画
の
始
ま
り

五
月
五
日
、
田
中
芳
男
と
共
に
東
京
招
魂
社
大
祭
に
あ
わ
せ
三
番
薬
園
に
て
物
産
会
を
開
催

七
月
一
八
日
、
文
部
省
設
置
に
伴
い
文
部
大
丞

九
月
二
九
日
、
文
部
省
に
「
博
物
局
」
設
置
、
博
物
局
掛
に
任
命
さ
れ
る�

五
月
二
三
日
、
古
器
旧
物
保
存
方
公

布
（
太
政
官
布
告
）
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一
八
七
二
明
治　

五
35
一
月
五
日
、
文
部
大
丞
・
町
田
久
成
、
田
中
芳
男
と
共
に
万
国
博
覧
会
御
用
掛
と
し
て
事
務
局

に
出
向

一
月
八
日
、
太
政
官
正
院
に
「
澳
国
博
覧
会
事
務
局
」
開
設

五
月
一
五
日
、
社
寺
宝
物
調
査
（
壬
申
検
査
）
開
始
（
町
田
久
成
、
蜷
川
式
胤
、��

高
橋
由
一
、

横
山
松
三
郎
）

八
月
二
八
日
、
博
覧
会
事
務
局
を
内
山
下
町
の
旧
薩
摩
藩
邸
跡
に
移
す

名
古
屋
城
等
保
存
ノ
儀
を
建
議

三
月
一
〇
日
、
国
内
初
の
勧
業
博
覧

会
（
湯
島
聖
堂
大
成
殿
・
文
部
省
博

物
館
）

一
八
七
三
明
治　

六
36
三
月
一
九
日
、「
博
覧
会
事
務
局
博
物
館
」
と
改
称

内
山
下
町
博
物
館
（
集
古
館
）
の
始
ま
り

四
月
一
五
日
、
内
山
下
町
の
「
博
覧
会
事
務
局
博
物
館
」
で
博
覧
会
を
公
開

六
月
五
日
、
太
政
官
に
上
野
寛
永
寺
跡
地
に
博
物
館
と
書
籍
館
の
「
大
博
物
館
建
設
の
必
要
」

を
建
議

一
二
月
一
〇
日
、
内
務
大
丞
と
な
る

ウ
ィ
ー
ン
万
博
に
初
の
正
式
参
加（
五

月
一
日
～
十
一
月
二
日
）

十
一
月
一
〇
日
、
内
務
省
設
置
（
初

代
内
務
卿
大
久
保
利
通
）

一
八
七
四
明
治　

七
37
七
月
三
〇
日
、
書
籍
館
の
書
籍
を
浅
草
米
倉
に
移
し
、「
浅
草
文
庫
」
と
す
る

米
国
博
覧
会
事
務
局
局
長
に
就
任

五
月
二
日
、
古
墳
発
見
ノ
節
届
出
方

（
太
政
官
達
五
九
号
）

一
八
七
五
明
治　

八
38
三
月
三
〇
日
、
博
覧
会
事
務
局
博
物
館
を
「
博
物
館
」（
内
務
省
所
管
）
と
改
称

五
月
三
〇
日
、
博
物
館
は
「
内
務
省
第
六
局
」
と
改
称
、
局
長
に
就
任

一
二
月
一
七
日
、「
浅
草
文
庫
」
を
一

般
に
公
開

一
八
七
六
明
治　

九
39
一
月
四
日
、
内
務
省
第
六
局
が
「
博
物
館
」
と
改
称
、
七
日
に
博
物
館
長
と
な
る

二
月
二
四
日
、
内
務
省
所
轄
の
博
物
館
の
み
「
博
物
館
」
と
称
す
（
太
政
官
布
達
第
二
〇
号
）

一
二
月
一
四
日
、
寛
永
寺
本
坊
跡
地
二
九
、八
〇
〇
坪
を
博
物
館
建
設
用
地
と
し
て
確
保
（
内

務
省
博
物
局
管
理
）

四
月
一
九
日
、
遺
失
物
取
扱
規
則
布

告
（
太
政
官
布
告
第
五
六
号
）

五
月
、
フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
万
博
開

幕
（
十
一
月
一
〇
日
ま
で
）

一
八
七
七
明
治
一
〇
40
九
月
二
七
日
、
埋
蔵
物
発
見
の
場
合
、
内
務
省
に
届
け
出
義
務
を
布
達

八
月
、
第
一
回
内
国
勧
業
博
覧
会

一
八
七
八
明
治
一
一
41
三
月
一
四
日
、
寛
永
寺
本
坊
跡
に
博
物
館
本
館
建
設
に
着
工
（
コ
ン
ド
ル
設
計
）

五
月
一
四
日
、
大
久
保
利
通
暗
殺

八
月
九
日
、
フ
ェ
ノ
ロ
サ
来
日

一
八
七
九
明
治
一
二
42
結
婚
、
三
男
一
女
（
蝶
子
）
を
も
う
け
る
も
妻
と
長
男
は
早
世

一
八
八
〇
明
治
一
三
43
二
男
・
秀
麿
誕
生
、
本
邸
・
浅
草
橋
場
、
別
邸
・
向
島
小
梅

一
八
八
一
明
治
一
四
44
一
月
二
七
日
、
博
物
館
竣
工

四
月
七
日
、
農
商
務
省
設
置
、
内
務
省
博
物
館
局
並
び
に
博
物
館
の
移
管
に
伴
い
内
務
省
・
博

物
局
長
か
ら
農
商
務
省
・
博
物
局
長
に
就
任

三
月
、
第
二
回
内
国
勧
業
博
覧
会
黎

庶
昌
、
駐
日
清
国
公
使
と
し
て
来
日

（
～
八
四
年
）
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一
八
八
二
明
治
一
五
45
三
月
二
〇
日
、
農
商
務
省
「
博
物
館
」
開
館
、
初
代
館
長
に
就
任

六
月
、
勲
四
等
正
五
位

一
〇
月
一
九
日
、
博
物
館
長
（
博
物
局
長
）
を
辞
任

三
男
・
茂
誕
生

六
月
五
日
、
ビ
ゲ
ロ
ー
、
モ
ー
ス
と

共
に
来
日

一
八
八
三
明
治
一
六
46
四
月
三
日
、
三
井
寺
法
明
院
・
桜
井
敬
徳
か
ら
八
斎
戒
を
受
け
る

一
〇
月
二
七
日
、
博
物
館
（
史
伝
課
長
）
に
復
帰

一
八
八
四
明
治
一
七
47
六
月
二
日
、
東
大
寺
戒
壇
で
敬
徳
よ
り
円
頓
菩
薩
戒
を
受
け
る

『
古
逸
叢
書
』
刊
行

一
八
八
五
明
治
一
八
48
三
月
一
〇
日
、
博
物
館
よ
り
元
老
院
義
員
に
転
出

五
月
、
勲
三
等

八
月
、
桜
井
敬
徳
上
京
、
向
島
小
梅
の
町
田
邸
に
止
宿
、
岡
倉
覚
三
の
紹
介
で
フ
ェ
ノ
ロ
サ
し

ば
し
ば
訪
問
す

九
月
二
十
一
日
、向
島
小
梅
の
町
田
邸
に
お
い
て
フ
ェ
ノ
ロ
サ（
諦
信
）と
ビ
ゲ
ロ
ー（
月
心
）、

敬
徳
か
ら
戒
を
授
か
る

十
月
、
従
四
位

一
八
八
六
明
治
一
九
49
桜
井
敬
徳
が
『
義
瑞
和
尚
行
業
記
』
を
版
行
す
る
に
際
し
印
刷
代
金
を
立
替
え
る

三
月
二
四
日
、
宮
内
省
「
博
物
館
」
と
し
て
移
管

五
月
三
〇
日
、
岡
倉
覚
三
、
法
明
院
で
桜
井
敬
徳
よ
り
授
戒

一
八
八
七
明
治
二
〇
50
一
〇
月
、
東
京
美
術
学
校
設
立
（
事
実
上
の
校
長
は
岡
倉
天
心
）

黎
庶
昌
、
再
来
日
（
～
九
〇
年
）

十
二
月
六
日
、
島
津
久
光
死
去

一
八
八
八
明
治
二
一
51
一
月
、
宮
内
省
「
図
書
寮
付
属
博
物
館
」

九
月
、
宮
内
省
に
臨
時
全
国
宝
物
取
調
局
設
置
（
委
員
長
九
鬼
隆
一
）

一
八
八
九
明
治
二
二
52
五
月
十
六
日
、
宮
内
省
「
博
物
館
」
を
「
帝
国
博
物
館
」
と
改
称
、
九
鬼
隆
一
が
総
長
に
就
任

一
二
月
一
日
、
三
井
寺
に
て
敬
徳
に
従
い
剃
髪
、
大
乗
菩
薩
沙
弥
戒
を
受
け
る

出
家
後
、
東
京
に
戻
り
、
浅
草
橋
場
の
本
邸
と
向
島
小
梅
の
別
邸
を
処
分
す
る

一
二
月
十
四
日
、
敬
徳
、
東
京
に
て
死
去
、
五
五
歳

一
二
月
二
六
日
、
元
老
院
を
辞
し
、
三
井
寺
に
入
る

二
月
十
一
日
、
大
日
本
帝
国
憲
法
公

布五
月
、
パ
リ
万
博
開
幕�

（
フ
ラ
ン
ス

革
命
百
周
年
）
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一
八
九
〇
明
治
二
三
53
三
月
二
一
日
、
大
僧
都
補
任
（
遍
照
僧
正
の
古
例
に
依
る
）

三
井
寺
光
浄
院
住
職
、
ま
た
崇
福
寺
復
興
の
た
め
兼
務
住
職
と
な
る

九
月
、
崇
福
寺
再
興
の
た
め
園
城
寺
蔵
の
朝
鮮
鐘
の
模
鋳
を
発
願
し
、
鐘
銘
の
執
筆
を
大
清
欽

差
大
臣
・
黎
庶
昌
に
依
頼

一
〇
月
二
七
日
よ
り
三
日
間
、
智
証
大
師
一
千
年
遠
忌
を
修
す
る

七
月
六
日
、
フ
ェ
ノ
ロ
サ
帰
国

九
月
、
ボ
ス
ト
ン
美
術
館
着
任

一
八
九
一
明
治
二
四
54
一
二
月
一
四
日
、『
敬
徳
大
和
上
略
伝
』
を
著
わ
す
（
奥
書
）

五
月
十
一
日
、
大
津
事
件

一
八
九
二
明
治
二
五
55
三
月
、「
志
賀
山
再
建
并
梵
鐘
浄
財
募
縁
」（
三
井
寺
所
蔵
文
書
）
を
作
成
し
、
崇
福
寺
再
興
の

た
め
梵
鐘
鋳
造
の
募
金
を
行
な
う

ま
た
当
時
、
直
隷
総
督
・
北
洋
大
臣
で
あ
っ
た
李
鴻
章
が
金
塊
を
寄
贈

六
月
一
五
日
、
志
賀
山
寺
再
建
を
発
願
し
願
筆
白
衣
観
音
像
分
布
会
を
設
立

一
八
九
三
明
治
二
六
56
長
吏
祐
玉
を
拝
し
、
円
頓
菩
薩
比
丘
戒
を
受
け
、
大
僧
と
な
る

シ
カ
ゴ
万
国
博
覧
会
の
世
界
宗
教
会
議
参
加
の
た
め
秀
麿
を
伴
い
渡
米

シ
カ
ゴ
万
博
（
五
月
～
十
月
）

一
八
九
四
明
治
二
七
57

八
月
、
日
清
戦
争

一
八
九
五
明
治
二
八
58

四
月
、
帝
国
奈
良
博
物
館
開
館

一
八
九
六
明
治
二
九
59
こ
の
頃
、
体
調
を
崩
し
、
寛
永
寺
明
王
院
で
療
養

七
月
六
日
、
フ
ェ
ノ
ロ
サ
再
来
日

一
八
九
七
明
治
三
〇
60
九
月
一
五
日
、
上
野
公
園
・
韻
松
亭
で
死
去
、
六
〇
歳
、
寛
永
寺
津
梁
院
に
内
葬

権
大
僧
正
に
贈
補
、
遺
骸
を
送
柩
し
、
法
明
院
墓
所
に
埋
葬
（
土
葬
）

墓
碑
銘
「
本
実
成
院
権
大
僧
正
久
成
大
和
上
墓
」

五
月
、
帝
国
京
都
博
物
館
開
館

六
月
一
〇
日
、
古
社
寺
保
存
法
（
法

律
第
四
九
号
）

一
八
九
八
明
治
三
一

九
月
、
一
周
忌
に
際
し
、
津
梁
院
墓
地
に
供
養
塔
建
立

一
九
一
二
大
正
元
年

十
七
回
忌
に
際
し
、
東
京
国
立
博
物
館
に
顕
彰
碑
「
町
田
石
谷
君
碑
」
建
立
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は
じ
め
に �

　

江
戸
時
代
後
期
の
安
永
八
年
（
一
七
七
九
）、
近
江
国
滋
賀
郡
本
堅
田

村
に
陣
屋
を
置
く
堅
田
藩
（
領
主
堀
田
氏
）
の
領
民
百
姓
た
ち
が
、
御
用

金
賦
課
に
反
対
し
て
代
表
越
訴
型
の
一
揆
を
起
こ
し
た
［
註
１
］。
領
内

二
九
ヵ
村
の
過
半
十
七
ヵ
村
の
代
表
者
あ
わ
せ
て
二
九
名
が
江
戸
に
下
り
、

要
求
を
掲
げ
て
自
領
主
本
家
（
下
総
国
佐
倉
藩
十
一
万
石
の
堀
田
氏
）
の

江
戸
屋
敷
に
駆
け
込
み
訴
え
る
と
い
う
過
激
な
も
の
だ
っ
た
。

　

こ
の
時
期
に
起
き
た
越
訴
事
件
と
し
て
は
、
天
明
五
年
（
一
七
八
五
）

の
伏
見
義
民
騒
動
が
有
名
だ
が
、
そ
れ
に
先
行
す
る
本
一
揆
に
つ
い
て
は

こ
れ
ま
で
全
く
知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
。
と
同
時
に
、
こ
の
一
揆
は
、
参

加
者
か
ら
一
人
の
処
分
者
を
出
す
こ
と
も
な
く
要
求
を
貫
徹
し
た
と
い
う

点
で
も
、
大
変
興
味
深
い
事
件
で
あ
る
。
さ
い
わ
い
こ
の
一
揆
に
つ
い
て

は
、
藩
側
の
史
料
「
堀
田
家
記
録
」
と
大
津
市
本
堅
田
「
伊
豆
神
社
所
蔵
文

書
」
な
ど
地
元
史
料
の
双
方
か
ら
接
近
で
き
る
と
い
う
好
条
件
に
あ�

る
［
註
２
］。
以
下
、
藩
側
、
村
側
の
両
史
料
を
突
き
合
わ
せ
な
が
ら
、
越

訴
の
背
景
、
江
戸
出
訴
か
ら
収
束
に
至
る
ま
で
の
経
過
、
お
よ
び
処
分
問

題
な
ど
に
つ
い
て
考
察
す
る
。

•••••••••••••••••••••••••••••••
Name�:
MIZUMOTO　Kunihiko

Title�:
Peasants�revolt�of�Katata�domain�in�1779�CE

Summary�:�
Peasants� in�Katata�domain,�which� is� located� in�Shiga�prefecture�
at�present,�hold�a�revolt�in�1779�CE�against�additional�duties�sent�
from�their� lord.�A�total�of�29�representatives�of�some�17�villages�
went�to�the�Sakura�domain’s�office�in�Edo,�and�complained�of�the�
bill.� In�this�study,� I�extensively�explored�historical�documents�to�
understand�the�entire�processes�of�this�revolt.
•••••••••••••••••••••••••••••••
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の
各
村
に
置
か
れ
た
。
た
だ
し
、
本
堅
田
村
は
陣
屋
元
の
大
村
と
い

う
こ
と
も
あ
り
、
庄
屋
は
三
～
四
名
が
任
命
さ
れ
、
年
寄
も
複
数
名

存
在
し
た
。

　

さ
て
、
安
永
八
年
に
起
こ
さ
れ
た
越
訴
事
件
の
直
接
の
原
因
は
、
こ
の

年
に
郡
奉
行
か
ら
命
じ
ら
れ
た
莫
大
な
御
用
金
賦
課
に
あ
っ
た
と
見
ら
れ

る
。
藩
か
ら
の
触
れ
書
や
本
堅
田
村
か
ら
の
願
書
を
年
ご
と
に
庄
屋
が
書

き
留
め
た
「
本
堅
田
村
諸
色
留
帳
」（
伊
豆
神
社
所
蔵
文
書
）
は
、
越
訴

二
か
月
前
の
六
月
の
項
に
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
（
読
み
下
し
文

に
改
変
）。

六
月
五
日
、
堅
田
な
ら
び
に
滋
賀
拾
八
ヶ
村
御
用
所
へ
御
召
し
出
し
、

こ
の
度
殿
様
御
借
用
銀
段
々
相
増
し
候
に
付
き
、
成
さ
れ
方
こ
れ
な

く
、
御
領
分
へ
引
き
請
け
く
れ
候
様
仰
せ
付
け
ら
る
。
七
日
迄
日
延

べ
御
願
い
申
し
、
郷
中
も
（
へ
）
罷
り
帰
り
、
七
日
罷
り
出
候
所
、

銀
高
五
百
六
拾
三
貫
匁
余
御
願
い
成
さ
れ
、
段
々
御
断
り
申
し
上
げ

候
え
ど
も
、
御
聞
き
届
け
こ
れ
な
く
、
九
日
に
町
々
年
寄
残
ら
ず
御

用
所
へ
罷
り
出
、
御
断
り
申
し
上
げ
候
え
ど
も
、
殊
の
ほ
か
御
叱
り

成
さ
る
。
又
々
相
退
き
、
町
々
申
し
聞
か
せ
、
よ
ん
ど
こ
ろ
な
く
御

請
け
申
し
候
事
。

　

殿
様
が
抱
え
込
ん
だ
借
用
銀
の
返
済
の
た
め
、
領
民
に
対
し
銀
五
六
三

貫
匁
余
の
御
用
金
を
賦
課
す
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
領
民
側
は
繰
り
返

し
断
っ
た
が
、
郡
奉
行
（
横
川
登
弥
太
）
の
御
叱
り
に
抗
し
き
れ
ず
、
本

堅
田
村
庄
屋
衆
は
町
内
を
説
得
し
て
引
き
受
け
る
こ
と
に
し
た
と
い
う
。

ち
な
み
に
、
要
請
額
の
銀
五
六
三
貫
匁
余
を
、
か
り
に
銀
六
○
匁
＝
米
一

一
、
越
訴
の
原
因
と
背
景 �

　

本
題
の
越
訴
に
つ
い
て
検
討
す
る
前
提
と
し
て
、
あ
ら
か
じ
め
堅
田
藩

の
領
地
支
配
の
仕
組
み
に
つ
い
て
概
観
し
て
お
く
。
こ
の
点
に
関
す
る
詳

細
な
研
究
は
今
後
の
課
題
だ
が
、
さ
し
あ
た
り
越
訴
出
来
時
点
で
の
仕
組

み
を
図
示
す
れ
ば
、
お
お
む
ね
【
図
１
】
の
よ
う
な
構
造
だ
っ
た
と
想
定

さ
れ
る
。

　

郡
奉
行
：
江
戸
か
ら
派
遣
さ
れ
る
堀
田
氏
の
家
中
侍
。
一
揆
発
生
前
々

年
の
安
永
六
年
ま
で
は
、
依
田
宗
左
衛
門
と
横
川
登
弥
太
の
二
人
体

制
だ
っ
た
が
、安
永
七
、八
年
に
は
横
川
一
人
が
奉
行
を
勤
め
て
い
る
。

　

郡
方
役
：
郡
奉
行
を
補
佐
す
る
。
こ
の
役
も
立
藩
当
初
の
元
禄
十
一
年

（
一
六
九
八
）
頃
よ
り
享
保
年
間
（
一
七
一
六
～
三
六
）
に
は
江
戸

か
ら
侍
が
派
遣
さ
れ
て
い
た
が
、
次
第
に
地
元
の
有
力
者
に
担
わ
せ

る
よ
う
に
な
っ
た
。【
図
１
】
に
み
え
る
河
村
、
児
嶋
の
い
ず
れ
も

領
内
の
出
身
で
、
河
村
は
安
永
四
年
か
ら
こ
の
役
を
勤
め
て
お
り
、

児
嶋
は
同
七
年
に
大
庄
屋
か
ら
取
り
た
て
ら
れ
て
い
る
。

　

大
庄
屋
：
郡
方
役
の
下
に
あ
っ
て
陣
屋
と
村
を
仲
介
す
る
役
割
を
担
う
。

安
永
期
に
は
三
人
が
任
命
さ
れ
て
い
た
。
な
お
、
こ
の
時
点
で
の
管

轄
区
域
な
ど
は
不
明
で
あ
る
。

　

帯
刀
者
：
中
世
以
来
の
家
筋
を
誇
る
堅
田
郷
士
の
集
団
で
、
藩
か
ら
名

字
帯
刀
を
許
さ
れ
、「
御
家
来
同
様
」
の
位
置
づ
け
だ
っ
た
。
郡
方

役
や
大
庄
屋
の
多
く
は
こ
の
集
団
を
母
体
に
し
て
選
ば
れ
た
。

　

庄
屋
・
年
寄
：
領
内
二
九
ヵ
村（
滋
賀
郡
十
九
ヵ
村
、
高
島
郡
一
〇
ヵ
村
）
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石
で
換
算
し
て
み
る
と
九
三
八
三
石
余
と
な
る
。
こ
れ
は
じ
つ
に
堅
田
藩

領
全
体
の
領
知
高
一
万
石
に
も
匹
敵
す
る
莫
大
な
賦
課
金
額
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
な
強
引
に
し
て
多
大
の
御
用
金
賦
課
政
策
の
背
景
に
は
、
悪

化
の
一
途
を
た
ど
る
藩
財
政
や
、
前
年
の
水
害
に
よ
る
年
貢
減
収
な
ど
が

あ
っ
た
。
た
と
え
ば
、
御
用
金
賦
課
に
先
立
つ
安
永
四
年
四
月
に
策
定
さ

れ
た
五
年
間
の
倹
約
令
は
、
同
藩
財
政
が
か
な
り
危
機
に
あ
っ
た
こ
と
を

如
実
に
語
っ
て
い
る
。
藩
の
勝
手
方
役
人
や
陣
屋
奉
行
ら
が
連
名
し
、
藩

主
の
裏
判
付
き
で
領
内
村
々
に
示
さ
れ
た
倹
約
令
は
、
江
戸
藩
邸
と
堅
田

陣
屋
を
合
わ
せ
た
藩
全
体
の
年
間
支
出
の
上
限
を
二
、二
二
五
両
に
定
め

る
こ
と
、
そ
の
仕
送
り
を
銭
屋
半
兵
衛
・
伊
勢
屋
清
次
郎
に
任
せ
る
こ
と
、

仕
送
り
金
の
引
き
当
て
に
は
、
毎
年
大
津
御
蔵
に
納
め
ら
れ
る
領
民
か
ら

の
収
納
米
（
年
貢
米
）
を
充
て
る
こ
と
、
な
ど
と
謳
っ
て
い
る
。
ち
な
み

に
、
こ
こ
に
登
場
す
る
銭
屋
、
伊
勢
屋
は
そ
れ
ぞ
れ
大
津
、
膳
所
の
商
人

で
あ
る
こ
と
が
「
本
堅
田
村
諸
色
留
帳
」
か
ら
判
明
す
る
。
つ
ま
り
、
こ

の
時
期
、
村
か
ら
の
年
貢
米
は
す
で
に
地
元
商
人
た
ち
に
掌
握
さ
れ
て
お

り
、
藩
経
済
は
彼
ら
の
仕
送
り
金
で
賄
わ
れ
る
と
い
う
受
動
的
な
構
造
に

陥
っ
て
い
た
。

　

御
用
金
賦
課
政
策
の
前
年
、
安
永
七
年
の
水
害
は
、
悪
化
し
た
藩
経
済

に
更
な
る
ダ
メ
ー
ジ
を
与
え
た
模
様
で
あ
る
。
同
年
十
一
月
の
藩
中
央
か

ら
藩
士
へ
の
申
し
渡
し
に
よ
れ
ば
、
当
年
の
収
納
は
当
初
予
定
の
四
割
に

ま
で
落
ち
込
ん
だ
と
あ
り
、
そ
れ
ゆ
え
、
藩
士
は
諸
手
当
て
支
給
の
遅
滞

に
備
え
る
よ
う
に
、
衣
類
は
見
苦
し
く
て
も
構
わ
な
い
、
家
中
の
音
信
贈

答
は
止
め
平
日
の
暮
し
方
に
費
え
な
き
よ
う
に
、
な
ど
と
指
示
し
て
い
る
。

【図１】堅田藩陣屋（在方役所）の仕組み（越訴事件当時）
　　　　太い実線枠は堅田陣屋構成メンバー。破線枠は地元出身者。

　

安
永
八
年
の
御
用
金
賦
課
政
策
は
、
こ
う
し
た
流
れ
の
中
で
打
ち
出
さ

れ
た
。
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二
、
事
件
の
経
過 

―
越
訴
か
ら
処
分
ま
で
― �

　

莫
大
な
金
額
の
御
用
金
の
賦
課
に
対
し
て
、
本
堅
田
村
を
始
め
と
す
る

何
ヵ
村
か
は
し
ぶ
し
ぶ
な
が
ら
こ
れ
を
受
け
入
れ
た
が
、
過
半
の
村
は
反

対
し
て
江
戸
へ
の
出
訴
に
踏
み
切
っ
た
。
以
下
、「
堀
田
家
記
録
」
お
よ

び
「
本
堅
田
村
諸
色
留
帳
」
の
記
事
か
ら
事
件
の
経
過
を
跡
付
け
る
。

　

以
下
、
無
印
は
「
堀
田
家
記
録
」（「
公
私
緊
要
・
勝
手
ノ
四
」）
よ
り
、

※
印
は
「
本
堅
田
村
諸
色
留
帳
」
に
よ
る
。
ま
た
（　

）
内
は
筆
者
の
注

釈
で
あ
る
。

①
七
月
十
八
日　

堀
田
本
家
（
下
総
国
佐
倉
藩
、
十
一
万
石
）
の
江
戸
屋

敷
留
守
居
よ
り
堅
田
藩
江
戸
屋
敷
留
守
居
（
富
永
半
弥
）
に
手
紙
連
絡

が
入
る
。
本
日
、
馬
喰
町
二
丁
目
幸
手
屋
長
兵
衛
方
を
宿
に
し
た
堅
田

藩
領
民
惣
代
五
人
が
、
願
い
あ
り
と
本
家
屋
敷
に
訴
え
出
た
（
惣
代

十
一
人
中
、
六
人
は
病
気
の
た
め
不
参
加
）。
明
日
堅
田
藩
江
戸
屋
敷

へ
出
頭
す
る
よ
う
申
し
渡
し
た
由
。（
惣
代
十
一
人
＝
滋
賀
郡
一
九
ヵ

村
の
う
ち
一
○
ヵ
村
の
代
表
）

②
七
月
十
九
日　

宿
主
の
幸
手
屋
長
兵
衛
の
付
き
添
い
で
惣
代
五
名
が
堅

田
藩
江
戸
屋
敷
へ
出
頭
す
る
。

　

大
目
付
原
田
郷
内
ほ
か
が
立
合
い
、
惣
代
に
対
し
て
願
書
の
提
出
を
命

じ
る
。

③
七
月
二
四
日　

提
出
し
た
願
書
の
扱
い
を
問
う
て
庄
屋
た
ち
四
名
が
出

頭
す
る
。
評
儀
中
な
の
で
宿
で
待
機
す
る
よ
う
に
命
じ
る
。

④
八
月
二
日　

明
日
三
日
に
、
惣
代
十
六
人
す
べ
て
が
出
頭
す
る
よ
う
に

申
し
遣
わ
す
。（
惣
代
数
は
①
～
④
の
間
に
五
名
増
）

⑤
八
月
三
日　

領
分
十
一
ヵ
村
庄
屋
共
十
一
人
（
外
五
病
欠
）
を
呼
び
出

し
、内
尋
ね
を
開
始
す
る
。（
史
料
に
は「
領
分
十
一
ヵ
村
惣
代
十
六
人
」

と
あ
る
が
、
滋
賀
郡
参
加
村
実
数
は
一
○
ヵ
村
）

⑥
同
日　

高
島
郡
の
八
ヵ
村
十
三
人
も
去
る
十
八
日
に
江
戸
に
向
か
っ
た
、

と
の
知
ら
せ
が
届
く
。（「
八
ヵ
村
」
と
あ
る
が
、
実
際
の
参
加
村
数
は

七
ヵ
村
）

⑦
八
月
八
日　

庄
屋
た
ち
か
ら
追
訴
の
願
書
が
出
さ
れ
る
。
高
島
郡
七
ヵ

村
庄
屋
共
十
三
人
も
罷
り
出
る
。

⑧
八
月
十
六
日　

本
家
藩
主
よ
り
、
吟
味
（
取
り
調
べ
）
の
場
に
本
家
の

大
目
付
岩
崎
甚
右
衛
門
を
立
ち
会
わ
せ
る
よ
う
指
導
が
入
る
。

⑨
八
月
十
八
日
よ
り　

吟
味
が
始
ま
る
。（
惣
代
十
七
ヵ
村
・
二
九
人
。

う
ち
病
欠
五
人
）

⑩
※
九
月
十
五
日　

江
戸
に
召
喚
さ
れ
八
月
二
五
日
に
堅
田
を
出
立
し
た

在
所
御
役
人
（
郡
奉
行
）
の
横
川
登
弥
太
が
、
江
戸
着
の
翌
日
の
九
月

十
五
日
に
急
死
す
る
。　

⑪
※
こ
の
間
、
本
家
の
大
目
付
岩
崎
甚
右
衛
門
の
立
ち
会
い
の
も
と
に
、

吟
味
が
進
め
ら
れ
、
百
姓
た
ち
の
願
い
が
聞
き
届
け
ら
れ
る
。

⑫
九
月
二
二
日　

出
訴
の
百
姓
た
ち
の
帰
村
を
許
す
。
地
元
で
の
調
査
の

た
め
本
家
か
ら
も
役
人
が
派
遣
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

⑬
※
十
月
七
日　

現
地
で
の
調
査
と
在
所
役
人
御
糺
の
た
め
、
堅
田
藩
家

老
高
橋
丈
右
衛
門
と
堀
田
本
家
の
出
野
治
郎
兵
衛
（
堅
田
藩
の
物
頭
・

郡
奉
行
行
に
任
命
）
が
派
遣
さ
れ
る
。
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⑭
※
十
月
十
八
日　

本
堅
田
村
の
村
役
人
が
江
戸
役
人
一
行
を
中
山
道
守

山
宿
ま
で
出
迎
え
る
。

⑮
※
十
月
十
九
日　

在
所
役
人
に
対
す
る
事
件
糾
明
の
御
糺
し
五
箇
条
が

示
さ
れ
、
返
答
が
求
め
ら
れ
る
。

⑯
※
十
月
二
一
日　

在
所
役
人
に
対
し
謹
慎
な
ど
の
処
分
が
命
じ
ら
れ
る
。

処
分
免
除
者
も
あ
り
。

⑰
※
同
日　

滋
賀
郡
か
ら
出
府
し
た
庄
屋
た
ち
に
、
⑯
の
処
置
が
伝
え
ら

れ
る
。
な
お
、
藩
側
か
ら
改
め
て
御
用
金
の
要
請
が
あ
っ
た
が
、
庄
屋

た
ち
は
延
期
を
願
い
出
て
退
出
す
る
。

⑱
※
十
月
二
二
日　

滋
賀
郡
中
村
々
か
ら
の
異
議
申
し
立
て
に
よ
り
、
在

所
役
人
の
謹
慎
場
所
は
陣
屋
内
か
ら
各
々
の
所
属
村
へ
と
改
め
ら
れ
る
。

三
、
処
分
の
理
由
と
内
容 �

　

二
で
た
ど
っ
た
事
件
経
過
か
ら
も
明
ら
か
な
よ
う
に
、
こ
の
越
訴
一
件

は
、
百
姓
側
の
要
求
が
認
め
ら
れ
た
と
い
う
点
に
大
き
な
特
色
が
あ
り
、

同
時
に
、
領
地
運
営
を
担
う
在
所
役
人
や
そ
れ
に
準
ず
る
人
々
が
処
罰
さ

れ
た
と
い
う
点
で
も
注
目
に
値
す
る
。
そ
う
し
た
対
応
を
選
択
し
た
藩
の

論
理
や
処
分
内
容
に
つ
い
て
、
堀
田
家
記
録
か
ら
詳
し
く
見
て
み
よ
う
。

　

越
訴
に
対
す
る
藩
側
の
最
終
的
な
態
度
・
判
断
は
、
十
月
二
一
日
、
領

内
の
全
村
々
宛
に
示
さ
れ
た
と
推
定
さ
れ
る
申
し
渡
し
の
文
面
に
よ
く
表

れ
て
い
る
。
要
約
し
て
示
せ
ば
次
の
ご
と
く
で
あ
る
。

①
百
姓
の
願
い
の
内
容
を
調
べ
た
と
こ
ろ
、
在
勤
中
の
横
川
登
弥
太
の

諸
事
取
計
ら
い
に
不
法
が
あ
り
、
郡
方
役
の
児
嶋
庄
右
衛
門
お
よ
び

大
庄
屋
戸
田
重
郎
右
衛
門
、
村
田
彦
右
衛
門
の
勤
め
方
も
よ
く
な

か
っ
た
。
そ
の
う
え
、
先
達
て
の
御
用
金
賦
課
に
つ
い
て
は
、
割
り

掛
け
方
に
不
都
合
が
多
く
、
非
分
の
や
り
方
も
あ
っ
た
。
そ
こ
で
、

そ
れ
ぞ
れ
に
対
し
て
処
罰
を
行
っ
た
。

②
百
姓
た
ち
は
江
戸
で
の
取
調
べ
の
な
か
で
、
御
用
金
政
策
の
み
が
問

題
な
の
で
は
な
く
、
在
所
役
人
の
不
適
切
な
政
治
全
般
が
原
因
で
出

訴
に
至
っ
た
と
申
し
述
べ
て
い
た
。
つ
ま
り
、
百
姓
た
ち
の
考
え
は

「
失
政
は
末
々
（
百
姓
）
に
も
お
上
（
藩
主
）
の
為
に
も
な
ら
な
い

し
、
百
姓
が
長
く
続
く
こ
と
こ
そ
大
事
だ
」
と
い
う
も
の
で
あ
り
、

こ
の
点
は
、
お
上
も
至
極
も
っ
と
も
な
こ
と
だ
と
満
足
さ
れ
て
い
る
。

③
し
か
し
、
大
勢
の
百
姓
ど
も
が
江
戸
御
屋
敷
の
門
前
へ
願
い
出
る
や

り
方
は
、
公
儀
の
法
度
に
触
れ
る
行
為
で
あ
る
。
も
し
今
回
の
出
訴

に
つ
い
て
公
儀
が
不
審
を
抱
け
ば
、
願
い
の
善
悪
に
よ
ら
ず
、
惣
代

た
ち
は
処
分
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
そ
の
よ
う
な
こ
と
に
な
っ
て
は
、

お
上
の
為
を
思
っ
て
出
訴
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
法
度
違
反
と
さ
れ
、

ま
た
お
上
も
咎
め
を
受
け
る
こ
と
に
な
り
、
は
な
は
だ
残
念
な
こ
と

で
あ
る
。

④
つ
い
て
は
、
今
後
不
法
な
取
計
ら
い
を
す
る
在
所
御
役
人
が
い
た
場

合
は
、
内
々
に
ほ
か
の
役
人
へ
申
し
上
げ
、
そ
の
指
図
を
受
け
て
か

ら
願
い
出
る
よ
う
に
。

⑤
こ
う
し
た
指
示
は
、
百
姓
が
永
続
す
る
よ
う
に
と
の
お
上
の
御
憐
憫

の
気
持
ち
か
ら
の
こ
と
で
あ
り
、
今
後
は
心
得
違
い
の
な
い
よ
う
に



23 成安造形大学附属近江学研究所 紀要　第５号

と
仰
せ
出
さ
れ
た
。
庄
屋
た
ち
は
こ
の
旨
を
小
百
姓
ま
で
申
し
聞
か

せ
る
よ
う
に
。

　

お
お
む
ね
こ
の
よ
う
に
申
し
渡
し
て
い
る
。
一
揆
・
徒
党
に
該
当
す
る

百
姓
た
ち
の
行
動
を
、
お
上
も
願
っ
て
い
る
百
姓
永
続
の
た
め
の
訴
え
と

す
り
替
え
肯
定
し
た
う
え
で
、
そ
う
し
た
行
動
を
生
み
出
し
た
原
因
は
在

方
役
人
の
失
政
に
あ
る
と
す
る
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
対
応
の
背
後
に
は
、

恐
ら
く
は
藩
中
央
も
承
知
の
上
で
進
め
ら
れ
た
横
川
ら
の
御
用
金
政
策
の

失
敗
を
隠
蔽
し
、
藩
政
に
向
か
う
批
判
を
弱
め
よ
う
と
し
た
意
図
が
あ
っ

た
と
推
測
さ
れ
、
ま
た
公
儀
か
ら
領
内
管
理
不
行
き
届
き
の
「
察
当
」
を

受
け
る
危
険
を
回
避
し
よ
う
と
す
る
思
惑
も
見
え
隠
れ
す
る
。

　

こ
の
よ
う
な
か
な
り
強
引
な
論
理
の
す
り
替
え
の
ゆ
え
で
あ
ろ
う
か
、

在
方
役
人
に
対
す
る
処
分
は
、
郡
方
役
一
名
と
大
庄
屋
二
名
の
解
任
、
そ

の
他
は
御
叱
り
と
い
う
比
較
的
軽
微
な
程
度
に
留
ま
っ
た
。
以
下
、
処
分

内
容
を
示
す
。

〈
郡
方
役
〉
児
島
庄
右
衛
門　

勤
め
方
思
し
召
し
に
叶
わ
ず
。
御
役
取

り
上
げ
、
御
扶
持
給
米
召
し
離
し
。
住
居
は
お
構
い
な
し
。

〈
郡
方
役
〉
河
村
勝
次　

大
勢
を
出
訴
さ
せ
た
こ
と
は
不
行
き
届
き
。

し
か
し
現
在
年
貢
収
納
最
中
で
あ
り
、
人
手
が
少
な
い
の
で
咎
の
儀

は
沙
汰
に
及
ば
ず
。

〈
大
庄
屋
〉
戸
田
重
郎
右
衛
門
・
村
田
彦
右
衛
門　

勤
め
方
は
な
は
だ

宜
し
か
ら
ず
。
大
庄
屋
役
、
御
扶
持
・
帯
刀
取
り
上
げ
。

〈
大
庄
屋
〉
木
村
伝
六
、〈
堅
田
村
庄
屋
〉
竹
内
荘
吾
・
中
村
多
三
郎��

大
勢
を
出
訴
さ
せ
た
こ
と
は
御
家
来
同
様
の
帯
刀
身
分
と
し
て
不
行

き
届
き
。
し
か
し
事
は
済
ん
だ
の
で
咎
に
は
及
ば
ず
。

〈
帯
刀
之
者
〉
木
村
安
兵
衛
、
築
瀬
三
郎
右
衛
門
、
辻
八
郎
兵
衛
、
居

初
市
郎
右
衛
門
、
北
村
左
太
夫
、
河
村
平
治　

大
勢
を
出
訴
さ
せ
た

こ
と
は
御
家
来
同
様
の
帯
刀
身
分
と
し
て
不
行
き
届
き
。
し
か
し
事

は
済
ん
だ
の
で
咎
に
は
及
ば
ず
。

　

そ
し
て
、
こ
の
後
、
陣
屋
役
人
は
次
の
よ
う
な
メ
ン
バ
ー
で
再
編
成
さ

れ
た
。郡

奉
行
＝
出
野
治
郎
兵
衛
、
郡
方
役
＝
河
村
勝
治
・
木
村
安
兵
衛
、

大
庄
屋
＝
竹
内
荘
吾
・
中
村
多
三
郎
・
辻
八
郎
兵
衛

　

出
野
は
堀
田
本
家
か
ら
の
「
借
人
」（
出
向
）
で
事
件
収
束
を
指
揮
し

た
人
物
、河
村
は
留
任
、木
村
は
元
郡
方
役
で
あ
る
。
ま
た
大
庄
屋
と
な
っ

た
竹
内
・
中
村
は
本
堅
田
村
庄
屋
か
ら
の
昇
格
、
辻
は
帯
刀
人
グ
ル
ー
プ

の
一
員
だ
っ
た
。

お
わ
り
に �

　

以
上
、
堅
田
藩
領
の
過
半
村
々
の
代
表
者
が
決
行
し
た
安
永
八
年
代
表

越
訴
事
件
の
概
略
を
記
し
た
。
な
ぜ
彼
ら
は
堀
田
本
家
の
江
戸
屋
敷
に
訴

え
出
た
の
か
、
本
家
が
事
件
解
決
に
強
く
介
入
し
た
理
由
は
何
か
、
公
事

宿
幸
手
屋
の
役
割
を
ど
う
見
る
か
、
な
ど
、
残
さ
れ
た
課
題
も
少
な
く
な

い
。
引
き
続
き
関
係
史
料
の
収
集
と
分
析
を
進
め
、
検
討
し
て
い
き
た
い
。

　

本
稿
は
、
堅
田
大
庄
屋
文
書
研
究
会
（
代
表
、
筆
者
）、
お
よ
び
科
学

研
究
費
補
助
金
基
盤
研
究
「
譜
代
小
藩
堅
田
藩
の
基
礎
的
研
究
⎜
地
域
社
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会
の
変
容
と
藩
政
の
展
開
⎜
」
グ
ル
ー
プ
（
代
表
、
東
谷　

智
）
の
研
究

成
果
の
一
部
で
あ
る
。

�

註１
．
堅
田
藩
は
大
津
市
本
堅
田
に
陣
屋
を
置
く
堀
田
氏
を
藩
主
と
す
る
譜
代
大
名
（
定

府
）
で
あ
る
。
元
禄
十
一
年
（
一
六
九
八
）
に
初
代
堀
田
正
高
が
下
野
国
佐
野
よ
り

入
封
し
て
立
藩
。
正
高
の
祖
父
堀
田
正
盛
は
下
総
国
佐
倉
藩
十
一
万
石
を
得
て
三
代

将
軍
家
光
に
仕
え
老
中
を
勤
め
た
。
父
親
の
正
俊
（
下
総
国
古
河
十
三
万
石
、大
老
）

は
貞
享
元
年
（
一
六
八
四
）
稲
葉
正
休
（
若
年
寄
）
に
刺
殺
さ
れ
た
た
め
、
子
の
正

高
は
下
野
国
佐
野
一
万
石
の
小
大
名
と
な
っ
た
。
元
禄
十
一
年
に
近
江
国
（
滋
賀
郡
・

高
島
郡
）
に
領
知
替
え
と
な
る
。
そ
の
後
、
文
化
三
年
（
一
八
○
六
）
に
三
千
石
を

加
増
さ
れ
、
文
政
九
年
（
一
八
二
六
）
佐
野
に
本
拠
を
移
し
た
た
め
堅
田
藩
は
廃
藩

と
な
る
が
、
滋
賀
郡
内
の
領
地
は
そ
の
ま
ま
存
続
し
た
。

２
．
藩
政
史
料
と
し
て
は
、
藩
政
時
代
に
項
目
ご
と
に
編
集
製
本
さ
れ
た
堀
田
家
記
録

（
東
京
大
学
法
学
部
法
制
史
資
料
室
蔵
）
が
あ
る
。
ま
た
、
地
方
史
料
と
し
て
は
、

陣
屋
の
お
か
れ
た
本
堅
田
村
の
庄
屋
文
書
を
含
む
伊
豆
神
社
文
書
や
、
堅
田
郷
士
の

居
初
家
文
書
、
滋
賀
郡
の
領
地
村
で
あ
っ
た
衣
川
村
関
係
史
料
（
千
葉
乗
隆
編
『
江

州
衣
川
村
文
書
（
上
）』
同
朋
舎
、
一
九
七
六
年
）、
高
島
郡
の
領
地
村
で
あ
っ
た
浜

分
村
（
高
島
市
今
津
町
浜
分
）
の
岩
佐
家
文
書
な
ど
が
残
る
。
本
一
揆
に
関
し
て
は
、

堀
田
家
記
録
お
よ
び
伊
豆
神
社
文
書
中
の
「
本
堅
田
村
諸
色
留
帳
」
に
書
き
留
め
ら

れ
て
い
る
。
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第
一
章
　
は
じ
め
に
（
担
当
：
永
江
） �

　

本
研
究
の
フ
ィ
ー
ル
ド
、
滋
賀
県
大
津
市
仰
木
は
、
西
は
比
叡
山
を
背

に
、
東
は
琵
琶
湖
を
見
下
ろ
す
山
麓
に
位
置
し
、
上
仰
木
、
辻
ヶ
下
、
平

尾
、
下
仰
木
の
四
つ
の
字
か
ら
な
る
大
き
な
農
村
集
落
で
あ
る
。
集
落
を

階
段
状
の
棚
田
が
取
り
巻
き
、
背
後
に
雑
木
林
や
山
林
が
続
く
里
山
は
、

日
本
の
原
風
景
と
も
呼
べ
る
景
観
を
今
も
残
し
て
い
る
（
図
１
）。
平
安

期
か
ら
「
仰
木
庄
」
と
し
て
知
ら
れ
、
氏
神
の
小
椋
神
社
は
延
長
五
年

（
九
二
七
）
に
『
延
喜
式
』
の
式
内
社
に
選
ば
れ
て
お
り
、
千
年
以
上
の

歴
史
が
あ
る
集
落
で
あ
る
。

　

仰
木
地
域
は
、
固
有
の
豊
か
な
文
化
資
源
を
脈
々
と
今
に
伝
え
て
い
る
。

棚
田
・
里
山
を
は
じ
め
、
歴
史
、
伝
承
、
祭
り
、
信
仰
、
交
流
、
生
活
様

式
、
民
俗
、
風
習
、
道
具
、
自
然
と
い
っ
た
も
の
が
融
合
し
て
、「
仰
木

の
暮
ら
し
」
を
か
た
ち
づ
く
っ
て
い
る
。

　

一
方
で
、
圃
場
整
備
や
開
発
に
よ
っ
て
里
山
の
姿
は
大
き
く
変
わ
り
つ

つ
あ
り
、
高
齢
化
な
ど
の
現
代
的
課
題
の
深
刻
化
と
と
も
に
仰
木
も
今
、

急
激
な
変
化
の
中
に
あ
る
こ
と
は
否
め
な
い
。
そ
れ
で
も
現
在
の
仰
木
に

は
な
お
、
か
つ
て
の
日
本
の
里
山
に
息
づ
い
て
い
た
心
惹
か
れ
る
魅
力
が

••••••••••••••••••••••••••••••
Name�:
NAGAE�Hiroyuki,�OHARA�Ayumi

Title�:
An� Interview-Based�Fact-Finding� Survey� of� the�Life� and�
Culture�of�Ogi�and�the�Making�of�karuta� (picture�cards� for�a�
traditional� Japanese�game)�Featuring� the�Omi�Countryside:�
Part�Three

Summary�:�
Ogi,�Otsu,�Shiga�Prefecture,� a� rural� farming�area�set� in� the�
lush�countryside,�has�a�history�that�goes�back�over�1,000�years.�
I�carried�out�an�interview-based�fact-finding�survey�of�the�life�
and�culture�of�Ogi,� speaking�with�people�between�60�and�90�
years�of�age�who�live�in�the�area.�Based�on�the�data�collected�
I� produced� the� “Ogi� Furusato�Karuta”� (Ogi� Countryside�
Cards).� In�this,� the�second�half�of�my�study,� I�will�outline�my�
reflections�on� the�educational�and� informative�dimensions�of�
this�project� and� the�practical� application�of� “Ogi�Furusato�
Karuta.”

••••••••••••••••••••••••••••••
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図1：仰木全体地図
滋賀県大津市仰木：大津市北部、比叡山から琵琶湖の西岸へと伸びる雄大な山麓の中間に位置する仰
木は、階段状の棚田が取り巻く、世帯数八一七戸、人口二二四四人（平成二八年一月一日現在）、四
つの字（上仰木・辻ケ下・平尾・下仰木）から成る農村集落。仰木の集落形成の歴史は一一五○年前
に遡ると言われ、大津と北陸を結ぶ西近江路（国道161号線）から西へ分岐し、京都の大原で若狭街道、
いわゆる鯖

さば

街道と合流する仰木道の途中に発達した。集落には、小
お

椋
ぐら

神社を筆頭とする多数の社寺、
無数の地蔵や祠、共同墓地が点在し、東塔、西塔と並ぶ比叡山三塔のひとつ、横

よ

川
かわ

への登り口に当た
る。

た
く
さ
ん
詰
ま
っ
て
お
り
、
そ
こ
に
は
、
効
率
化

を
優
先
し
た
現
代
の
都
市
型
社
会
に
お
い
て
失
わ

れ
つ
つ
あ
る
価
値
観
が
生
き
て
い
る
。

　

本
研
究
は
、
仰
木
集
落
の
六
○
歳
以
上
の
方
か

ら
の
聞
き
取
り
調
査
を
ベ
ー
ス
と
し
て
、
昭
和
二

○
年
代
〜
四
○
年
代
の
里
山
の
生
活
文
化
を
目
に

見
え
る
形
で
共
有
で
き
る
「
ふ
る
さ
と
カ
ル
タ
」

と
し
て
よ
み
が
え
ら
せ
る
試
み
で
あ
る
。
成
安
造

形
大
学
附
属
近
江
学
研
究
所
で
平
成
二
二
年
度

（
二
○
一
○
）
か
ら
三
カ
年
計
画
で
取
り
組
ん
だ

近
江
学
研
究
「
里
山
〜
水
と
暮
ら
し
」
の
第
二
期

「
生
活
文
化
の
聞
き
取
り
調
査
、
及
び
、
仰
木
ふ

る
さ
と
カ
ル
タ
制
作
」
と
し
て
、
平
成
二
三
年
度

（
二
○
一
一
）、
二
四
年
度
（
二
○
一
二
）
に
仰

木
地
区
で
実
施
し
た
調
査
・
研
究
活
動
で
あ
る
。

本
稿
で
は
、
後
編
と
し
て
「
本
研
究
活
動
の
教
育

的
・
啓
発
的
な
側
面
の
考
察
」
と
成
果
物
で
あ
る

「
仰
木
ふ
る
さ
と
カ
ル
タ
」
の
活
用
に
つ
い
て
報

告
す
る
。
な
お
、
前
編
・
中
編
の
報
告
は
「
成
安

造
形
大
学
附
属
近
江
学
研
究
所
紀
要�

第
３
号
」

（
平
成
二
六
年
三
月
発
行
）、「
成
安
造
形
大
学
附

属
近
江
学
研
究
所
紀
要　

第
４
号
」（
平
成
二
七

年
三
月
発
行
）
に
掲
載
し
て
い
る
。
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る
ご
高
齢
の
方
が
元
気
に
活
動
的
に
な
ら
れ
る
だ
け
で
は
な
く
、
聞
き
手

で
あ
る
若
者
の
活
力
や
成
長
に
も
大
き
な
効
果
が
見
ら
れ
る
と
言
わ
れ
て

い
る
。
人
生
経
験
豊
か
な
お
じ
い
ち
ゃ
ん
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
と
話
す
こ
と

は
、
本
な
ど
か
ら
の
知
識
よ
り
ず
っ
と
リ
ア
ル
で
心
に
響
く
の
か
も
し
れ

な
い
。
そ
う
し
た
意
味
で
も
、「
ふ
る
さ
と
カ
ル
タ
」
の
取
り
組
み
が
、「
過

去
と
現
在
と
未
来
を
つ
な
げ
る
」「
世
代
を
つ
な
げ
る
」「
地
域
を
つ
な
げ

る
」「
い
の
ち
を
つ
な
げ
る
」、そ
う
し
た
総
合
的
な
地
域
発
展
に
つ
な
が
っ

て
い
け
ば
と
考
え
た
。

第
三
章
　「
仰
木
ふ
る
さ
と
カ
ル
タ
の
聞
き
取
り
調
査
・ 

　
　
　
　
制
作
活
動
」
の
教
育
的
意
義
（
担
当
：
永
江
） �

　

本
研
究
の
特
徴
の
一
つ
は
、
研
究
員
だ
け
の
研
究
で
は
な
く
、
学
生
が

主
要
な
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
参
加
す
る
点
で
あ
る
。
し
か
し
、
本
研
究
は
単

位
化
し
た
授
業
で
は
な
く
基
本
的
に
学
生
ス
タ
ッ
フ
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
参

加
と
し
た
。
仰
木
の
方
と
連
携
す
る
上
で
、
柔
軟
に
対
応
し
、
学
生
参
加

の
研
究
手
法
を
探
り
な
が
ら
取
り
組
み
を
進
め
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
考

え
た
か
ら
だ
。
当
初
、
一
年
程
度
の
研
究
期
間
を
予
定
し
て
い
た
が
、
二

年
間
と
い
う
長
期
に
渡
る
こ
と
と
な
っ
た
。
幸
い
、
ス
タ
ー
ト
時
点
で
四

年
生
の
学
生
は
い
な
か
っ
た
の
で
、
全
員
が
カ
ル
タ
完
成
ま
で
活
動
す
る

こ
と
が
で
き
た
。

第
二
章
　
調
査
・
研
究
の
目
的
（
担
当
：
永
江
） �

　

本
研
究
で
は
、
高
度
経
済
成
長
で
「
物
質
的
豊
か
さ
」
と
引
き
替
え
に

切
り
捨
て
て
き
た
さ
ま
ざ
ま
な
素
材
や
道
具
、
生
活
思
想
、
自
然
観
な
ど

に
目
を
向
け
、
住
民
聞
き
取
り
調
査
等
を
通
し
て
人
々
や
集
落
の
記
憶
・

思
い
出
の
中
に
息
づ
く
「
今
は
見
る
こ
と
の
で
き
な
い
情
景
」「
現
代
に

名
残
を
と
ど
め
る
情
景
」「
暮
ら
し
（
生
活
文
化
）
の
か
た
ち
」
を
掘
り

起
こ
し
、
仰
木
固
有
の
風
土
や
文
化
、
暮
ら
し
の
情
景
を
浮
き
彫
り
に
し

て
記
録
す
る
こ
と
、
お
よ
び
、
そ
れ
ら
の
内
に
ひ
そ
む
美
し
さ
、
か
け
が

え
の
な
さ
、
心
の
豊
か
さ
を
再
発
見
し
、
未
来
に
つ
な
い
で
い
く
た
め
の

ツ
ー
ル
と
し
て
、
記
録
し
た
言
葉
や
情
報
を
ビ
ジ
ュ
ア
ル
化
し
て
、
世
代

や
地
域
を
超
え
て
多
く
の
人
が
共
有
で
き
る
「
ふ
る
さ
と
カ
ル
タ
」
を
制

作
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
。

　

本
研
究
に
は
、
大
原
歩
、
加
藤
賢
治
と
私
の
三
名
の
研
究
員
に
加
え
、

成
安
造
形
大
学
学
生
十
二
名
が
研
究
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
参
画
し
、
一
貫
し

て
活
動
し
た
。
成
果
物
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
学
生
た
ち
が
地
域
と
深
く

関
わ
り
、
聞
き
取
り
調
査
か
ら
カ
ル
タ
制
作
ま
で
を
チ
ー
ム
と
し
て
担
う

と
い
う
形
の
研
究
手
法
の
確
立
を
重
要
視
し
、
本
研
究
に
お
け
る
教
育
効

果
に
期
待
し
た
。

　

ま
た
、
思
い
出
の
聞
き
取
り
を
ベ
ー
ス
と
し
た
手
法
は
、
近
年
、
高
齢

者
の
認
知
症
の
予
防
と
し
て
取
り
組
み
や
研
究
が
広
が
っ
て
い
る
「
回
想

法
」
と
密
接
に
関
連
し
て
い
る
。
心
理
療
法
の
み
な
ら
ず
、
世
代
間
交
流

や
地
域
活
動
な
ど
の
活
性
化
の
効
果
が
指
摘
さ
れ
て
お
り
、
語
り
手
で
あ
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三-

一　

学
生
ス
タ
ッ
フ
の
募
集
時
に
示
し
た
ビ
ジ
ョ
ン

　　
　

企
画
概
要
と
到
達
目
標

　

本
研
究
活
動
の
企
画
概
要
と
到
達
目
標
と
し
て
、
主
に
以
下
の
点
を
伝

え
て
、
学
生
ス
タ
ッ
フ
を
募
集
し
た
。
こ
れ
ら
の
文
面
は
、
募
集
メ
ー
ル

や
ガ
イ
ダ
ン
ス
プ
リ
ン
ト
か
ら
抜
粋
し
整
理
し
た
。

１
．
暮
ら
し
を
聞
き
取
り
、
人
々
が
育
ん
で
き
た
知
恵
・
文
化
・
風
習

な
ど
を
「
ふ
る
さ
と
カ
ル
タ
」
と
し
て
「
か
た
ち
」
に
す
る
試
み
で

す
。
思
い
出
や
記
憶
と
い
う
目
に
見
え
な
い
情
報
を
、
子
ど
も
か
ら

大
人
ま
で
が
見
て
遊
べ
る
カ
ル
タ
に
仕
上
げ
、
世
代
を
越
え
た
地
域

の
つ
な
が
り
を
再
生
す
る
。
こ
れ
は
、
成
安
造
形
大
学
な
ら
で
は
活

動
で
す
。

２
．
暮
ら
し
の
か
た
ち
を
再
現
し
、
気
持
ち
や
い
の
ち
を
カ
ル
タ
に
う

つ
す
。
自
分
で
納
得
の
い
く
取
材
を
し
て
、「
人
の
想
い
に
添
う
」

イ
ラ
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
の
制
作
に
実
践
的
に
取
り
組
み
ま
す
。
仰
木

の
人
た
ち
を
ク
ラ
イ
ア
ン
ト
と
考
え
て
、
相
手
の
想
い
を
汲
ん
で
表

現
す
る
姿
勢
を
学
ぶ
こ
と
や「
伝
え
る
こ
と
」の
難
し
さ
、「
伝
わ
る
」

よ
ろ
こ
び
、
活
動
を
通
し
て
広
が
る
人
や
地
域
と
の
つ
な
が
り
、「
仰

木
ふ
る
さ
と
カ
ル
タ
」
の
商
品
化
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
面
で
実
践
的

に
得
る
も
の
は
大
き
い
と
考
え
ま
す
。

３
．
仰
木
の
人
た
ち
に
と
っ
て
、
積
み
重
ね
て
き
た
自
分
た
ち
の
歴
史

や
生
活
の
こ
と
、
守
り
育
ん
で
き
た
棚
田
や
祭
り
の
こ
と
が
、「
カ

ル
タ
」
と
い
う
形
に
な
っ
て
残
る
こ
と
で
、
仰
木
の
み
な
さ
ん
に
共

通
す
る
「
地
域
の
誇
り
」
に
な
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
う
ま
く
い
け

ば
、
仰
木
の
人
た
ち
が
「
宝
も
の
」
の
よ
う
に
大
事
に
し
て
く
れ
る

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

４
．
聞
き
取
り
を
ベ
ー
ス
と
し
た
「
ふ
る
さ
と
カ
ル
タ
（
思
い
出
カ
ル

タ
）」
制
作
の
手
法
は
、
近
年
、
高
齢
者
の
認
知
症
の
予
防
や
進
行

抑
制
と
し
て
取
り
組
み
や
研
究
が
広
が
っ
て
い
る
「
回
想
法
」
と
も

密
接
に
関
連
し
て
い
ま
す
。
回
想
法
の
実
践
効
果
は
、
心
理
療
法
の

み
な
ら
ず
、
世
代
間
交
流
や
地
域
活
動
な
ど
の
活
性
化
が
指
摘
さ
れ

て
い
ま
す
。
表
面
的
に
は
「
認
知
症
の
予
防
」
な
ど
の
意
味
が
あ
り

ま
す
が
、
思
い
出
を
語
り
合
い
、
そ
こ
か
ら
生
ま
れ
て
く
る
人
生
の

深
さ
を
感
じ
と
っ
て
い
く
こ
と
に
回
想
法
の
深
い
意
義
を
見
い
だ
す

こ
と
が
で
き
ま
す
。�

ご
高
齢
の
方
が
お
元
気
に
活
動
的
に
な
ら
れ

る
だ
け
で
は
な
く
、
話
を
す
る
若
者
（
高
齢
の
方
か
ら
見
れ
ば
ほ
と

ん
ど
が
若
者
で
す
）
が
確
実
に
変
わ
り
、
元
気
に
成
長
す
る
と
言
わ

れ
て
い
ま
す
。

５
．
仰
木
の
人
に
と
っ
て
も
、
学
生
に
と
っ
て
も
初
め
て
の
取
り
組
み
、

研
究
員
（
教
職
員
ス
タ
ッ
フ
）
に
と
っ
て
も
初
め
て
の
挑
戦
。
試
行

錯
誤
し
な
が
ら
、
研
究
ス
タ
ッ
フ
（
学
生
を
含
む
）
全
員
で
確
か
な

手
応
え
の
あ
る
活
動
に
し
た
い
。

６
．
み
な
さ
ん
と
共
に
、
仰
木
に
お
け
る
人
々
や
集
落
の
失
わ
れ
つ
つ

あ
る
多
く
の
記
憶
を
掘
り
起
こ
し
、
そ
れ
ら
の
内
に
ひ
そ
む
美
し
さ
、

か
け
が
え
の
な
さ
、
心
の
豊
か
さ
の
再
生
に
つ
な
が
る
よ
う
な
研
究

と
し
た
い
。
そ
し
て
こ
の
研
究
活
動
を
通
し
て
、
命
の
営
み
に
触
れ
、

人
と
自
然
の
有
機
的
な
関
係
を
学
ぶ
こ
と
で
、
み
な
さ
ん
自
身
の
造
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形
表
現
の
原
点
を
見
い
だ
し
、
よ
り
豊
か
で
よ
り
広
く
よ
り
深
い
視

点
を
持
つ
こ
と
が
ひ
と
つ
の
目
的
で
す
。

７
．
制
作
し
た
「
仰
木
ふ
る
さ
と
カ
ル
タ
」
を
使
用
し
て
、
仰
木
の
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
づ
く
り
の
一
助
と
な
る
よ
う
な
取
り
組
み
を
計
画
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
例
え
ば
、
小
学
生
と
お
じ
い
ち
ゃ

ん
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
が
一
緒
に
カ
ル
タ
会
を
す
る
企
画
。
カ
ル
タ
を

使
っ
た
「
仰
木
を
語
る
会
」
の
開
催
。「
仰
木
の
語
り
部
」
の
よ
う

な
機
能
を
持
っ
た
組
織
・
担
い
手
づ
く
り
の
き
っ
か
け
に
な
ら
な
い

だ
ろ
う
か
…
。
さ
さ
や
か
で
す
が
、
夢
は
広
が
り
ま
す
。

　

研
究
活
動
を
終
え
、「
仰
木
ふ
る
さ
と
カ
ル
タ
」
の
活
用
を
す
す
め
て

い
る
現
時
点
で
振
り
返
る
と
、
本
研
究
の
企
画
段
階
や
学
生
募
集
段
階
の

ビ
ジ
ョ
ン
や
期
待
し
た
効
果
は
ほ
ぼ
実
現
し
達
成
で
き
た
よ
う
に
思
う
。

こ
れ
に
よ
る
、
学
生
へ
の
教
育
的
成
果
も
大
き
い
。

三-

二　

学
生
ス
タ
ッ
フ
の
実
践
的
な
学
び

　

集
ま
っ
た
学
生
ス
タ
ッ
フ
は
、
イ
ラ
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
を
学
ぶ
イ
ラ
ス

ト
レ
ー
シ
ョ
ン
コ
ー
ス
の
学
生
八
名
と
、
建
築
・
イ
ン
テ
リ
ア
・
ラ
ン
ド

ス
ケ
ー
プ
な
ど
を
学
ぶ
住
環
境
デ
ザ
イ
ン
コ
ー
ス
の
学
生
四
名
だ
っ
た
。

本
学
の
イ
ラ
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
コ
ー
ス
で
は
情
報
を
絵
で
説
明
し
伝
え
る

こ
と
を
学
び
、
住
環
境
デ
ザ
イ
ン
コ
ー
ス
で
は
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
な
ど

を
通
し
て
自
然
や
歴
史
・
文
化
と
の
関
係
か
ら
課
題
を
探
り
、
人
が
幸
せ

に
な
る
住
環
境
を
考
え
る
。
い
ず
れ
の
学
生
に
と
っ
て
も
、
本
研
究
活
動

は
専
門
性
を
活
か
す
教
育
の
場
と
し
て
実
践
的
な
学
び
に
つ
な
が
っ
た
と

思
う
。

　

私
は
「
教
育
と
は
、
せ
ざ
る
を
得
な
い
状
況
を
、
い
か
に
工
夫
し
て
つ

く
り
出
す
か
」
と
考
え
て
お
り
、
本
研
究
活
動
に
お
い
て
、
さ
ま
ざ
ま
な

「
せ
ざ
る
を
得
な
い
状
況
」
が
学
生
に
行
動
を
起
こ
さ
せ
、
そ
れ
に
よ
り

さ
ら
に
興
味
が
深
ま
る
（
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
高
ま
る
）
と
い
う
「
場
」

を
提
供
で
き
た
の
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
い
る
。

　

本
研
究
活
動
を
通
し
て
、
学
生
は
主
に
以
下
の
よ
う
な
内
容
を
学
び
、

教
育
的
成
果
が
達
成
で
き
た
と
考
え
て
い
る
。

　

１
．
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力
。
と
り
わ
け
「
話
を
聞
き
取
る
力
」

授
業
や
体
験
学
習
で
学
ぶ
こ
と
や
作
品
制
作
の
た
め
の
技
術
な
ど
は
、

一
度
学
べ
ば
身
に
つ
く
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
。
学
ん
だ
内
容
を
日

常
的
に
活
用
で
き
る
力
（
日
常
力
）
に
す
る
た
め
に
は
、
反
復
す
る

こ
と
が
必
須
で
あ
る
。

本
研
究
の
聞
き
取
り
調
査
で
は
、
単
に
話
を
聞
く
だ
け
で
は
な
く
、

話
を
記
録
し
、
理
解
し
、
想
い
の
こ
も
っ
た
絵
に
す
る
た
め
に
共
感

し
、
そ
し
て
絵
と
し
て
視
覚
化
・
客
観
化
す
る
、
そ
う
い
う
話
の
聞

き
方
を
何
度
も
繰
り
返
し
行
っ
た
。
他
者
の
話
を
深
く
聞
き
取
る
力
、

共
感
す
る
力
が
身
に
つ
い
た
と
思
う
。

　

２
．
イ
ラ
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
を
描
く
力

絵
を
描
く
行
為
は
、
作
品
表
現
の
た
め
だ
け
で
は
な
い
。「
記
録
、

確
認
、
伝
達
」
の
た
め
の
絵
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ツ
ー
ル
と
し

て
の
絵
は
、さ
ま
ざ
ま
な
場
面
で
活
用
さ
れ
て
い
る
。
そ
う
し
た「
日

常
的
に
絵
を
使
い
こ
な
す
力
」
は
美
術
を
専
門
に
学
ぶ
学
生
の
み
な
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ら
ず
、
全
て
の
人
に
有
用
で
あ
り
、
多
く
の
人
が
身
に
つ
け
た
い
と

願
う
力
で
あ
る
。

本
研
究
で
は
、
聞
き
取
り
調
査
の
記
録
と
し
て
学
生
は
多
く
の
挿
絵

つ
き
の
メ
モ
を
残
し
た
。
記
録
と
し
て
の
絵
で
あ
る
と
同
時
に
、
自

分
の
理
解
を
客
観
化
し
、
語
り
手
に
見
せ
て
確
認
で
き
る
形
に
し
て

い
る
。
ま
た
、
聞
き
取
り
後
の
ス
タ
ッ
フ
同
士
の
情
報
交
換
で
も
文

字
や
言
葉
だ
け
よ
り
も
格
段
に
伝
わ
り
や
す
く
検
証
し
や
す
い
。
絵

と
文
字
と
言
葉
と
身
振
り
な
ど
総
合
的
な
表
現
に
よ
る
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
が
必
要
な
状
況
が
本
研
究
の
特
徴
の
一
つ
で
、
活
動
を

通
し
て
繰
り
返
し
絵
を
描
く
こ
と
で
絵
を
活
用
す
る
日
常
力
が
養
わ

れ
た
と
言
え
る
。

ま
た
、
絵
札
原
画
の
た
め
の
聞
き
取
り
で
は
、
ア
イ
デ
ア
ス
ケ
ッ
チ

や
下
絵
を
仰
木
の
方
々
に
見
せ
な
が
ら
修
正
を
重
ね
た
。
私（
永
江
）

と
の
作
品
面
談
を
重
ね
、
原
画
を
完
成
さ
せ
て
い
っ
た
。
一
般
的
に

絵
画
作
品
は
一
人
で
、
自
分
の
イ
メ
ー
ジ
だ
け
で
仕
上
げ
、
発
表
後

に
他
者
の
視
点
か
ら
の
感
想
や
評
価
を
受
け
る
こ
と
が
多
い
。
一
方

で
、
カ
ル
タ
原
画
の
制
作
で
は
、
絵
柄
は
「
素
朴
で
親
し
み
や
す
い

も
の
」、
内
容
は
語
り
手
（
仰
木
の
方
々
）
の
思
い
出
の
情
景
や
気

持
ち
を
表
現
す
る
と
い
う
他
者
と
の
連
携
で
目
的
に
合
っ
た
絵
づ
く

り
を
進
め
て
い
っ
た
。
ク
ラ
イ
ア
ン
ト
か
ら
注
文
を
受
け
目
的
に
応

じ
た
絵
を
仕
上
げ
る
イ
ラ
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
の
制
作
手
法
を
実
践
的

に
学
ん
だ
。

３
．
時
間
を
か
け
て
ス
テ
ッ
プ
を
積
み
重
ね
ひ
と
つ
の
も
の
を
創
り
あ

げ
る
力

カ
ル
タ
の
完
成
ま
で
数
多
く
の
ス
テ
ッ
プ
が
あ
っ
た
。
例
え
ば
、
学

生
の
最
初
の
仕
事
は
、
一
八
五
枚
の
ア
ン
ケ
ー
ト
に
び
っ
し
り
と
書

か
れ
た
手
書
き
の
文
章
を
分
類
し
な
が
ら
テ
キ
ス
ト
化
す
る
作
業

だ
っ
た
が
、
学
生
の
感
想
コ
メ
ン
ト
を
抜
粋
す
る
と
「
ア
ン
ケ
ー
ト

で
得
た
も
の
が
膨
大
で
多
岐
に
わ
た
っ
て
い
た
の
で
、
最
初
は
呆
然

と
し
ま
し
た
。」「
思
っ
て
い
た
よ
り
テ
キ
ス
ト
の
量
が
多
く
て
不
安

に
な
り
ま
し
た
が
、
じ
っ
く
り
カ
テ
ゴ
リ
ー
分
け
を
進
め
て
い
く
中

で
少
し
ず
つ
仰
木
の
昔
の
暮
ら
し
に
詳
し
く
な
っ
て
い
く
の
が
楽
し

か
っ
た
で
す
。」
と
あ
る
。
チ
ー
ム
と
し
て
協
力
し
て
段
取
り
を
決

め
て
手
分
け
し
、
自
分
の
仕
事
を
や
り
遂
げ
る
こ
と
で
全
体
の
成
果

が
着
実
に
ま
と
ま
っ
て
い
く
こ
と
が
実
感
で
き
た
と
思
う
。
そ
し
て
、

そ
れ
ら
の
成
果
の
結
晶
と
し
て
「
仰
木
ふ
る
さ
と
カ
ル
タ
」
と
い
う

商
品
が
完
成
し
、
販
売
さ
れ
、
ま
た
「
仰
木
ふ
る
さ
と
物
語
」
と
い

う
五
感
体
験
ア
ン
ケ
ー
ト
や
ふ
る
さ
と
マ
ン
ダ
ラ
を
ま
と
め
た
冊
子

も
発
行
さ
れ
、
最
後
ま
で
や
り
遂
げ
た
確
か
な
手
応
え
が
自
信
に

な
っ
た
と
思
う
。

　

４
．
地
域
の
こ
と
や
そ
れ
ぞ
れ
の
居
場
所
を
大
切
に
考
え
る
姿
勢

仰
木
と
い
う
地
域
に
入
り
、
そ
の
土
地
の
「
人
、
も
の
、
こ
と
」
に

接
し
て
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
を
知
っ
た
。
土
地
の
記
憶
と
も
言
え
る

人
々
の
思
い
出
を
、
精
一
杯
理
解
し
共
感
を
持
っ
て
ふ
る
さ
と
カ
ル

タ
と
い
う
「
か
た
ち
」
に
結
実
さ
せ
た
。
そ
う
し
た
関
わ
り
を
通
し
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て
、
学
生
は
「
仰
木
は
第
二
の
ふ
る
さ
と
の
よ
う
な
存
在
に
な
り
ま

し
た
。」
と
感
想
に
書
い
た
り
、
今
自
分
が
暮
ら
し
て
い
る
地
域
と

の
比
較
で
さ
ま
ざ
ま
な
こ
と
を
感
じ
、
考
え
て
い
る
。
そ
う
し
た
こ

と
で
、
こ
れ
か
ら
の
地
域
活
性
化
の
担
い
手
と
し
て
の
芽
が
育
ま
れ

た
と
思
う
。
ま
た
、
子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で
我
々
が
生
き
る
場
と

し
て
「
家
庭
、
学
校
、
会
社
、
サ
ー
ク
ル
、
地
域
、
日
本
、
世
界
・・・
」

と
い
っ
た
さ
ま
ざ
ま
な
居
場
所
に
つ
い
て
、
何
が
大
切
か
、
ど
う
す

れ
ば
人
が
幸
せ
に
暮
ら
せ
る
か
を
考
え
実
践
す
る
姿
勢
を
育
め
た
の

で
は
な
い
か
と
思
う
。

　

５
．
多
様
性
の
あ
る
価
値
観
を
理
解
す
る
力

里
山
の
生
活
文
化
の
聞
き
取
り
調
査
は
、
都
市
型
の
価
値
観
の
中
で

育
っ
て
き
た
学
生
に
と
っ
て
、
全
く
違
っ
た
価
値
観
と
の
遭
遇
で
あ

る
。
一
般
的
に
は
全
く
違
っ
た
価
値
観
を
共
感
を
持
っ
て
理
解
し
た

り
受
け
入
れ
る
こ
と
は
容
易
で
は
な
い
が
、本
研
究
で
は「
思
い
出
」

と
い
う
具
体
的
な
暮
ら
し
の
様
子
を
聞
き
取
る
こ
と
で
仮
想
体
験
を

通
し
て
他
者
の
価
値
観
を
肯
定
的
に
理
解
し
や
す
い
。
里
山
の
暮
ら

し
の
中
で
育
ま
れ
て
き
た
価
値
観
を
理
解
し
、
そ
れ
ら
の
内
に
ひ
そ

む
美
し
さ
、
か
け
が
え
の
な
さ
、
心
の
豊
か
さ
を
感
じ
取
る
こ
と
、

そ
れ
に
加
え
て
他
者
の
抱
い
て
い
る
価
値
観
の
多
様
性
に
気
づ
く
こ

と
が
で
き
た
と
思
わ
れ
る
。
価
値
観
の
多
様
性
の
理
解
は
他
者
を
尊

重
す
る
気
持
ち
に
つ
な
が
り
、
ひ
い
て
は
、
自
尊
感
情
を
高
め
る
こ

と
に
も
つ
な
が
る
だ
ろ
う
。

三-

三　

学
生
ス
タ
ッ
フ
の
活
動
報
告

　　
　

本
研
究
活
動
を
振
り
返
っ
て
の
コ
メ
ン
ト
な
ど

　

平
成
二
五
年
（
二
○
一
三
）
に
カ
ル
タ
が
完
成
し
た
後
、
学
生
ス
タ
ッ

フ
に
活
動
報
告
と
し
て
本
研
究
活
動
を
振
り
返
っ
て
「
五
段
階
評
価
シ
ー

ト
」
と
「
コ
メ
ン
ト
・
ま
と
め
シ
ー
ト
」
を
書
い
て
も
ら
っ
た
。
そ
こ
か

ら
学
生
の
学
び
を
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
簡
単
に
紹
介
す
る
。

三-

三-

一　

五
段
階
評
価
シ
ー
ト

　
「
五
段
階
評
価
シ
ー
ト
」（
表
１
）
で
は
、本
研
究
活
動
を
十
四
の
ス
テ
ッ

プ
に
分
け
、
そ
れ
ぞ
れ
の
ス
テ
ッ
プ
ご
と
に
「
活
動
前
の
不
安
」「
活
動

前
の
期
待
」「
活
動
後
の
満
足
度
」「
自
身
の
変
化
や
成
長
」
と
い
う
項
目

に
つ
い
て
、「
１
＝
低
い
・
小
さ
い
」「
２
＝
や
や
低
め
・
小
さ
め
」「
３

＝
ど
ち
ら
と
も
言
え
な
い
」「
４
＝
や
や
高
め
・
大
き
め
」「
５
＝
高
い
・

大
き
い
」
の
五
段
階
で
評
価
し
て
も
ら
っ
た
。「
不
安
」
の
項
目
は
マ
イ

ナ
ス
評
価
と
し
「

−

１
」
か
ら
「

−

５
」
と
し
た
（
数
字
の
意
味
は
同
様
）。

ま
た
、
十
五
番
目
の
項
目
と
し
て
「
２
年
間
の
研
究
活
動
全
体
の
評
価
」

を
入
れ
た
。

　

表
１
を
参
照
し
て
ほ
し
い
。
数
値
は
平
均
値
を
表
示
し
た
。
各
ス
テ
ッ

プ
の
活
動
参
加
（
評
価
）
人
数
は
ま
ち
ま
ち
で
あ
る
。

　

各
ス
テ
ッ
プ
の
「
活
動
前
の
不
安
」
を
比
べ
る
と
、「
11
．
京
都
新
聞

の
＠
キ
ャ
ン
パ
ス
の
記
事
編
集
」
の
不
安
が

−

４
・
２
で
一
番
高
く
、
次

い
で
「
６
．
下
絵
か
ら
原
画
制
作
・
完
成
」「
４
．
生
活
文
化
・
読
み
札

の
聞
き
取
り
調
査
」
の
順
で
高
い
。
人
と
の
関
わ
り
の
中
で
は
じ
め
て
取
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り
組
む
こ
と
や
そ
の
責
任
に
対
す
る
不
安
感
が
読
み
取
れ
る
。

　

そ
れ
に
対
し
て
「
活
動
後
の
満
足
度
」
は
、
お
お
む
ね
４
以
上
で
満
足

度
は
高
か
っ
た
。

　
「
15
．
２
年
間
の
研
究
活
動
全
体
の
評
価
」
で
は
、
満
足
度
は
４
・
４
と

高
く
、「
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
意
義
」
は
全
員
が
５
、
今
後
も
地
域
に
関
わ

る
活
動
を
機
会
が
あ
れ
ば
や
っ
て
み
た
い
と
い
う
「
地
域
活
動
の
興
味
・

関
心
」
も
４
・７
と
非
常
に
高
く
、
今
後
の
活
躍
に
期
待
し
た
い
。

1 2 3 4 5活動のステップなど 回答項目 平 均
五
段
階
評
価
は
、
１
＝
低
い
・
小
さ
い
　
２
＝
や
や
低
め
・
小
さ
め
　
３
＝
ど
ち
ら
と
も
言
え
な
い
　
４
＝
や
や
高
め
・
大
き
め
　
５
＝
高
い
・
大
き
い
　
で
評
価
し
て
も
ら
っ
た
。

「
不
安
」
と
「
心
残
り
」
の
項
目
は
マ
イ
ナ
ス
評
価
と
し

－1
〜

－5
と
し
た
（
数
字
の
意
味
は
同
様
）。

左
表
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
項
目
の
平
均
を
示
し
て
い
る
。

1．応募時と研究活動終了後の比較

2．事前学習（仰木祭り、映像鑑賞など）

3．五感体験アンケート ～ ふるさとマンダラ

4．生活文化・読み札の聞き取り調査

5．絵にするための聞き取り調査

6．下絵から原画制作・完成

7．コスモロジー展の準備など

8．食のＷＳ（聞き取りと納豆餅づくり）

9．わら草履づくり

10．手づくり味噌づくり

11．京都新聞＠キャンパスの記事編集

12．仰木夏祭りで聞き取りＷＳ

13．印刷会社アインズ工場見学

14．OC、ホームカミングデーでカルタ遊び

15．2年間の研究活動全体の評価

　応募時の　不安
期待

活動を終えての　満足度
変化や成長

不安
期待

満足度
変化や成長

不安
期待

満足度
変化や成長

不安
期待

満足度
変化や成長

不安
期待

満足度
変化や成長

不安
期待

満足度
変化や成長

不安
期待

満足度
変化や成長

不安
期待

満足度
変化や成長

不安
期待

満足度
変化や成長

不安
期待

満足度
変化や成長

不安
期待

満足度
変化や成長

不安
期待

満足度
変化や成長

不安
期待

満足度
変化や成長

不安
期待

満足度
変化や成長

満足度
心残り

変化や成長
プロジェクトの意義

地域活動の興味・関心

–2.6
4.1
4.6
4

–2
4
4
4

–2.7
3.3
3.9
3.6

–3.3
4.1
3.9
3.6

–2.7
3.7
4

3.7
–3.9
3.6
4.3
4.4
–2
3.5
3.5
3.3

–2.5
4.5
4.5
3.8

–2.7
4.3
5
4

–2.3
5

4.8
4

–4.2
4
4
4

–2.7
3.3
4

3.3
–3
4.3
4.3
3.7

–2.4
3.8
4

3.4
4.4

–3.1
4.1
5

4.7

表１：学生スタッフの活動報告「５段階評価シート」の集計
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三-

三-

二　

コ
メ
ン
ト
・
ま
と
め
シ
ー
ト　
　
　

　
「
コ
メ
ン
ト
・
ま
と
め
シ
ー
ト
」
か
ら
一
部
だ
が
学
生
ス
タ
ッ
フ
の
実

感
の
こ
も
っ
た
印
象
的
な
コ
メ
ン
ト
を
抜
粋
す
る
。

１
．
応
募
時
の
気
持
ち
に
つ
い
て

・
形
が
あ
っ
て
、
用
途
の
あ
る
も
の
を
作
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
期
待
が
あ
り
ま

し
た
。
そ
し
て
、
多
く
の
人
に
ふ
れ
て
も
ら
え
る
の
で
は
と
思
い
ま
し
た
。
ま
た
、

思
い
出
や
記
憶
を
再
現
す
る
際
に
た
く
さ
ん
の
資
料
を
あ
た
る
の
で
は
と
予
想
し
ま

し
た
。
説
得
力
の
あ
る
、
ご
ま
か
し
の
き
か
な
い
事
実
に
基
づ
い
た
イ
ラ
ス
ト
レ
ー

シ
ョ
ン
制
作
に
挑
戦
で
き
る
と
思
い
ま
し
た
。
活
動
を
通
し
て
、
地
元
の
方
々
と
話

し
て
い
く
う
ち
に
、
自
分
と
か
け
離
れ
た
遠
い
も
の
を
絵
に
す
る
意
義
の
あ
る
活
動

と
い
う
思
い
か
ら
、
も
っ
と
身
近
な
も
の
に
変
化
し
ま
し
た
。
肩
の
力
を
抜
い
て
、

意
義
云
々
を
抜
い
て
、
楽
し
く
参
加
で
き
た
と
思
い
ま
す
。

・
一
年
生
の
時
か
ら
仰
木
や
里
山
、
自
然
に
関
係
す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
参
加
し
て
き

た
中
で
、
仰
木
の
自
然
・
生
活
・
人
と
の
つ
な
が
り
の
魅
力
を
知
り
、
よ
り
深
く
そ

の
こ
と
に
つ
い
て
知
り
た
い
と
思
っ
た
か
ら
。
ま
た
、
昔
は
あ
っ
て
今
は
な
く
な
っ

た
こ
と
、
今
で
も
残
っ
て
い
る
こ
と
な
ど
そ
の
生
活
の
変
化
に
興
味
が
あ
っ
た
か
ら
。

活
動
を
通
し
て
、
仰
木
の
方
が
ど
れ
だ
け
仰
木
を
大
切
に
思
っ
て
い
る
か
を
じ
か
に

感
じ
る
こ
と
が
出
来
て
、
わ
た
し
も
自
分
の
生
ま
れ
育
っ
た
街
の
こ
と
に
つ
い
て
知

り
た
い
と
思
う
よ
う
に
な
っ
た
。

２
．
五
感
体
験
ア
ン
ケ
ー
ト
か
ら
ふ
る
さ
と
マ
ン
ダ
ラ
の
作
成
、
読
み
札
聞
き
取
り
ま

で
に
つ
い
て

・
五
感
体
験
ア
ン
ケ
ー
ト
の
テ
キ
ス
ト
化
は
、
わ
か
ら
な
い
言
葉
が
多
く
て
理
解
せ
ず

に
文
章
化
す
る
作
業
は
大
変
で
し
た
。
聞
き
取
り
調
査
は
何
を
質
問
す
べ
き
か
考
え

る
の
が
大
変
で
し
た
。
聞
き
取
り
の
最
中
で
も
、
実
物
が
な
い
の
で
お
ば
あ
ち
ゃ
ん

た
ち
の
言
葉
を
自
分
の
中
で
想
像
し
な
が
ら
理
解
し
て
い
か
な
い
と
い
け
ま
せ
ん
で

し
た
。
自
分
が
見
た
こ
と
の
な
い
風
景
を
理
解
す
る
の
は
と
て
も
困
難
で
し
た
。
そ

れ
に
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
た
ち
も
次
か
ら
次
へ
話
し
て
く
れ
る
の
で
つ
い
て
行
く
の
に
必

死
で
し
た
。
理
解
し
て
い
る
つ
も
り
で
も
、
私
が
思
っ
て
い
る
風
景
と
お
ば
あ
ち
ゃ

ん
達
の
頭
の
中
に
あ
る
風
景
は
き
っ
と
異
な
っ
て
い
る
。
話
を
聞
い
て
い
る
と
、
本

当
の
事
が
わ
か
ら
な
い
も
ど
か
し
さ
が
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
言
葉
で
風
景
を
伝
え
あ

う
こ
と
も
難
し
か
っ
た
。

３
．
絵
札
制
作
と
そ
の
聞
き
取
り
に
つ
い
て

・
あ
れ
だ
け
根
気
よ
く
作
品
に
取
り
組
ん
だ
こ
と
が
な
か
っ
た
の
で
と
て
も
い
い
経
験

に
な
り
ま
し
た
。手
直
し
手
直
し
の
繰
り
返
し
は
最
後
の
方
は
正
直
こ
た
え
ま
し
た
が
、

下
絵
の
確
認
を
お
じ
い
ち
ゃ
ん
や
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
に
し
て
い
た
だ
い
た
と
き
に
「
そ

う
そ
う
こ
ん
な
ん
だ
っ
た
！
」
と
言
っ
て
く
だ
さ
っ
た
こ
と
が
励
み
に
な
り
ま
し
た
。

・
絵
札
の
制
作
で
は
、
今
は
も
う
残
っ
て
い
な
い
情
景
を
描
か
な
い
と
い
け
な
か
っ
た

の
で
、
仰
木
の
方
の
思
い
出
と
私
の
想
像
の
つ
じ
つ
ま
合
わ
せ
が
難
し
か
っ
た
で
す
。

ま
た
、
例
え
ば
「
ゆ
お
」
の
絵
札
だ
と
、
年
代
等
に
よ
っ
て
材
質
の
認
識
が
違
っ
た

り
今
現
在
存
在
し
て
い
る
農
具
小
屋
と
の
思
い
違
い
が
あ
っ
た
り
と
、
最
終
的
な
絵

に
た
ど
り
着
く
ま
で
の
修
正
が
大
変
で
し
た
。
何
度
も
聞
き
取
り
を
重
ね
る
う
ち
に
、

絵
を
見
て
懐
か
し
が
っ
て
い
た
だ
い
た
り
派
生
し
た
思
い
出
話
が
聞
け
た
り
し
て
、

そ
う
い
っ
た
反
応
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
く
る
と
大
き
な
達
成
感
を
感
じ
ま
し

た
。

４
．
体
験
・
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
な
ど
に
つ
い
て

・
当
初
は
カ
ル
タ
の
制
作
だ
け
を
す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
だ
と
思
っ
て
い
て
、
こ
ん
な
に

色
ん
な
体
験
を
さ
せ
て
も
ら
え
る
と
思
っ
て
い
な
か
っ
た
の
で
と
て
も
有
り
難
い
こ

と
だ
と
感
じ
ま
し
た
。
味
噌
作
り
や
納
豆
餅
作
り
、
藁
草
履
作
り
な
ど
は
自
分
一
人

で
は
な
か
な
か
作
れ
な
い
も
の
を
作
る
こ
と
が
出
来
、
楽
し
く
新
鮮
な
体
験
に
な
り

ま
し
た
。
特
に
印
象
に
残
っ
て
い
る
の
は
京
都
新
聞
社
さ
ん
の
記
事
制
作
で
、
自
分
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の
絵
が
新
聞
に
載
る
と
は
思
っ
て
も
み
な
か
っ
た
の
で
と
て
も
嬉
し
か
っ
た
し
、
記

事
制
作
の
手
順
も
知
る
こ
と
が
で
き
て
勉
強
に
な
り
ま
し
た
。

・
聞
き
取
り
で
聞
い
て
い
た
こ
と
を
実
際
に
体
験
で
き
て
、
話
や
絵
が
よ
り
真
実
味
を

増
し
た
と
思
い
ま
し
た
。
納
豆
餅
も
自
分
で
食
べ
る
こ
と
で
ど
ん
な
食
感
な
の
か
も

分
か
り
、
お
じ
い
さ
ん
お
ば
あ
さ
ん
た
ち
と
感
覚
を
共
有
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
と

思
い
ま
す
。
味
噌
作
り
で
は
自
分
で
味
噌
を
作
れ
る
と
聞
い
た
時
は
驚
き
ま
し
た
。

味
噌
は
買
う
の
が
当
た
り
前
で
、も
の
す
ご
く
特
別
な
何
か
が
必
要
な
も
の
だ
と
思
っ

て
い
た
か
ら
で
す
。
技
術
も
必
要
な
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
し
た
が
工
程
を
み
る
と
意
外

と
シ
ン
プ
ル
で
、
自
分
が
味
噌
作
り
に
関
わ
れ
た
と
思
う
と
感
動
し
ま
し
た
。

５
．
仰
木
ふ
る
さ
と
カ
ル
タ
の
役
割
と
は
？
ど
の
よ
う
に
活
か
さ
れ
る
と
良
い
と
思
う
か

・
カ
ル
タ
が
で
き
た
と
き
は
大
変
う
れ
し
く
思
い
ま
し
た
。
で
す
が
こ
れ
が
本
当
に
何

か
の
役
に
立
て
る
こ
と
が
出
来
る
の
か
ど
う
か
は
全
く
分
か
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
こ

の
あ
い
だ
仰
木
の
里
小
学
校
で
カ
ル
タ
会
を
し
た
と
き
、
こ
の
カ
ル
タ
は
こ
う
や
っ

て
楽
し
む
た
め
に
あ
る
の
だ
と
感
じ
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
合
間
に
昔
は
こ
ん
な

こ
と
を
し
て
い
た
な
ど
お
話
を
す
る
こ
と
で
子
ど
も
た
ち
も
驚
き
も
し
て
、
知
る
こ

と
の
楽
し
さ
を
感
じ
ら
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
そ
こ
か
ら
子
ど
も
た
ち

の
興
味
を
広
げ
て
い
く
き
っ
か
け
づ
く
り
を
す
る
こ
と
が
こ
の
カ
ル
タ
の
役
割
に
な

る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
し
た
。
子
ど
も
た
ち
は
自
分
と
身
近
な
話
に
反
応
が
良

か
っ
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。
遊
び
方（
魚
つ
か
み
）や
昔
の
子
ど
も
の
仕
事（
水
汲
み
）

の
話
な
ど
で
す
。

・
一
番
の
役
割
は
、
世
代
間
の
交
流
の
手
助
け
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
今
回
私
自
身
、

か
る
た
を
通
し
て
お
じ
い
ち
ゃ
ん
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
と
ふ
れ
あ
っ
て
み
て
、
昔
の
お
話

を
聞
く
の
が
と
て
も
新
鮮
で
お
も
し
ろ
か
っ
た
し
、
お
じ
い
ち
ゃ
ん
お
ば
あ
ち
ゃ
ん

も
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
通
し
て
色
ん
な
思
い
出
話
を
喋
っ
て
く
れ
て
、
お
互
い
に

楽
し
く
交
流
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
話
の
ネ
タ
に
な
る
だ
け
で
な
く
、
仰
木
と

い
う
い
ろ
ん
な
歴
史
の
残
る
地
区
を
語
り
継
い
で
い
く
の
に
も
一
役
か
っ
て
く
れ
る

カ
ル
タ
に
な
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。
納
豆
餅
な
ど
仰
木
固
有
の
伝
統
も
あ
れ
ば
、
日

本
の
い
ろ
ん
な
地
域
で
受
け
継
が
れ
て
き
た
伝
統
も
描
か
れ
て
い
る
の
で
、
仰
木
以

外
の
地
域
で
も
カ
ル
タ
が
世
代
間
の
交
流
に
活
か
さ
れ
た
り
、
も
っ
と
言
え
ば
地
域

間
の
交
流
に
も
つ
な
が
っ
て
い
く
と
と
て
も
嬉
し
い
で
す
。

・
世
界
的
に
珍
し
い
と
思
う
か
ら
世
界
遺
産
に
登
録
し
た
り
、文
化
遺
産
に
す
る
け
れ
ど
、

日
常
的
な
出
来
事
を
残
し
て
い
こ
う
と
す
る
の
は
、
な
か
な
か
な
い
と
思
い
ま
す
。

し
か
し
、柳
宗
理
が
茶
碗
や
箸
な
ど
の
民
芸
に
対
し
て
高
い
評
価
を
し
て
い
た
よ
う
に
、

日
常
に
あ
る
か
ら
こ
そ
美
し
い
も
の
、
面
白
い
も
の
が
た
く
さ
ん
あ
る
の
で
は
な
い

か
と
思
い
ま
す
。
し
か
も
こ
う
し
た
出
来
事
は
世
界
遺
産
・
文
化
遺
産
と
は
違
っ
て

実
際
に
自
分
た
ち
の
生
活
に
結
び
つ
い
て
い
た
こ
と
な
の
で
、
よ
り
親
近
感
の
も
て

る
こ
と
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
昔
の
暮
ら
し
に
対
す
る
理
解
を
遊
び
な
が
ら
多
く

の
人
と
深
め
る
こ
と
が
で
き
、
後
世
に
語
り
継
い
で
い
く
こ
と
が
で
き
る
、
遺
産
だ

と
思
い
ま
す
。
今
の
時
代
だ
か
ら
こ
そ
昔
の
話
を
カ
ル
タ
を
通
し
な
が
ら
考
え
、
多

く
の
人
と
語
り
合
え
る
場
を
作
る
こ
と
に
活
か
せ
た
ら
良
い
と
思
い
ま
す
。

６
．
あ
な
た
に
と
っ
て
仰
木
と
は
ど
の
よ
う
な
存
在
で
す
か
？
地
域
や
人
と
関
わ
る
こ

と
に
つ
い
て

・
地
域
や
人
と
関
わ
る
こ
と
で
、
似
た
土
地
、
環
境
で
あ
っ
て
も
、
人
々
の
、
特
に
お

じ
い
ち
ゃ
ん
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
た
ち
の
元
気
の
違
い
で
地
域
の
印
象
が
こ
れ
ほ
ど
変
わ

る
も
の
だ
と
は
思
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
あ
と
地
域
に
誇
り
が
あ
る
か
ど
う
か
と
い
う

こ
と
も
。
自
信
が
あ
る
か
な
い
か
は
、
と
て
も
重
要
な
こ
と
だ
と
思
い
ま
し
た
。
仰

木
は
特
別
な
地
域
だ
と
思
い
ま
す
。
だ
か
ら
こ
そ
、
お
じ
い
ち
ゃ
ん
お
ば
あ
ち
ゃ
ん

た
ち
が
元
気
な
の
だ
と
思
い
ま
す
。

・
仰
木
の
方
の
生
活
や
自
然
と
の
つ
な
が
り
を
知
り
、
仰
木
を
大
切
に
す
る
思
い
を
感

じ
る
こ
と
で
、
わ
た
し
も
自
分
の
生
ま
れ
育
っ
た
街
を
大
切
に
し
た
い
と
思
わ
せ
て

く
れ
た
存
在
。
普
段
の
私
の
生
活
の
場
と
は
異
な
る
雰
囲
気
を
持
ち
、
緩
や
か
な
時

間
が
流
れ
る
仰
木
と
い
う
場
所
が
私
に
は
と
て
も
魅
力
的
だ
っ
た
。
外
か
ら
み
る
仰
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木
と
内
か
ら
み
る
仰
木
の
違
い
を
聞
き
取
り
調
査
等
を
通
じ
て
感
じ
、
仰
木
の
伝
統

を
守
っ
て
い
き
た
い
年
配
の
方
と
、
個
の
無
い
中
で
生
活
は
出
来
な
い
と
言
う
若
者

の
ど
ち
ら
の
思
い
も
知
る
こ
と
が
出
来
た
。
カ
ル
タ
を
制
作
す
る
こ
と
で
若
者
は
昔

の
生
活
が
ど
う
い
う
も
の
だ
っ
た
の
か
知
る
機
会
が
出
来
た
と
思
う
。
年
配
の
方
も

若
者
も
今
と
昔
の
違
い
を
知
り
、
今
あ
る
も
の
・
今
続
け
て
い
る
こ
と
が
こ
れ
以
上

無
く
な
ら
な
け
れ
ば
良
い
と
思
う
。

・
同
じ
世
界
に
住
ん
で
い
て
も
、
自
分
の
居
場
所
に
よ
っ
て
こ
ん
な
に
も
暮
ら
し
が
異

な
る
こ
と
を
知
っ
た
。せ
わ
し
な
く
生
き
て
い
る
人
、穏
や
か
に
生
き
て
い
る
人
、ひ
っ

そ
り
と
生
き
て
い
る
人
な
ど
様
々
な
人
が
居
る
。
自
分
の
居
場
所
で
み
ん
な
そ
れ
ぞ

れ
自
分
の
生
活
を
し
て
い
る
。
自
然
の
本
当
の
良
さ
を
心
か
ら
感
じ
、
知
る
こ
と
が

出
来
れ
ば
人
間
中
心
の
考
え
は
減
る
。
自
然
に
活
か
さ
れ
て
い
る
、
大
地
に
人
間
が

住
ま
わ
せ
て
も
ら
っ
て
い
る
、
と
少
し
で
も
思
う
事
が
出
来
れ
ば
、
む
や
み
に
何
も

考
え
ず
建
物
を
建
て
た
り
し
な
い
。
紙
一
枚
だ
っ
て
木
か
ら
出
来
て
い
る
。
将
来
モ

ノ
を
作
っ
て
い
く
立
場
に
立
つ
な
ら
、
自
然
の
重
み
に
適
う
モ
ノ
を
つ
く
り
た
い
。

・
約
二
年
間
を
通
し
て
仰
木
と
関
わ
っ
て
み
て
、
第
二
の
ふ
る
さ
と
の
よ
う
な
存
在
に

な
り
ま
し
た
。
棚
田
や
仰
木
祭
り
な
ど
、
こ
れ
か
ら
残
し
て
い
く
べ
き
財
産
も
多
く
、

い
ろ
ん
な
場
所
に
ど
ん
ど
ん
発
信
し
て
い
け
る
地
区
で
も
あ
る
と
感
じ
ま
し
た
。
現

代
で
は
あ
ま
り
か
ん
じ
る
こ
と
の
で
き
な
い
昔
な
が
ら
の
生
活
や
人
と
人
と
の
結
び

つ
き
が
残
る
素
敵
な
地
域
で
あ
り
、
地
元
の
人
と
の
つ
な
が
り
も
で
き
た
の
で
、
大

学
を
卒
業
し
て
も
お
祭
り
に
行
っ
た
り
カ
フ
ェ
を
の
ぞ
い
た
り
、
関
わ
り
続
け
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

・
私
は
仰
木
を
第
二
の
故
郷
の
様
に
感
じ
て
い
ま
す
。
最
初
は
全
く
知
ら
な
い
人
た
ち

だ
っ
た
け
れ
ど
、
一
緒
に
な
っ
て
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
や
イ
ベ
ン
ト
を
し
て
い
く
中
で
お

互
い
の
こ
と
を
知
っ
た
り
思
い
や
っ
た
り
で
き
ま
し
た
。
一
つ
の
集
落
の
良
さ
を
見

つ
め
て
い
く
に
は
そ
こ
に
住
む
人
た
ち
が
ど
の
よ
う
に
生
き
て
い
る
の
か
何
を
考
え

て
い
る
の
か
知
る
こ
と
が
と
て
も
大
切
な
の
だ
と
感
じ
ま
し
た
。
も
と
も
と
「
ま
ち

づ
く
り
」
に
関
心
が
あ
っ
た
私
は
、
地
域
を
良
く
し
て
い
く
活
動
を
し
て
い
る
人
た

ち
と
た
く
さ
ん
出
会
い
、
そ
ん
な
人
を
つ
な
げ
て
い
く
橋
渡
し
役
の
よ
う
な
立
場
に

居
た
い
と
思
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

７
．
そ
の
他

・
仰
木
の
里
小
学
校
で
の
カ
ル
タ
会
を
終
え
て

　

学
年
別
の
チ
ー
ム
に
分
け
た
こ
と
で
、
同
じ
く
ら
い
の
強
さ
の
友
達
と
対
戦
出
来
た

の
で
よ
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。「
難
し
い
字
が
あ
る
か
ら
こ
の
カ
ル
タ
や
だ
ー
」
と
言

わ
れ
て
し
ま
う
事
も
あ
り
ま
し
た
。
自
分
の
知
ら
な
い
字
が
あ
る
と
不
公
平
な
気
持

ち
に
な
っ
て
し
ま
う
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
最
初
に
難
し
い
字
が
あ
る
よ
と
教
え
た

の
は
良
か
っ
た
と
思
い
ま
す
が
、
意
識
し
す
ぎ
て
お
手
つ
き
し
て
し
ま
っ
た
子
も
い

ま
し
た
。
お
手
つ
き
し
て
し
ま
う
の
も
ゲ
ー
ム
性
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で
面
白
い
と

は
思
う
の
で
、
次
回
の
カ
ル
タ
会
も
今
回
の
よ
う
に
説
明
を
き
ち
ん
と
す
れ
ば
よ
い

と
思
い
ま
し
た
。
ヒ
ン
ト
で
取
っ
て
し
ま
う
子
が
い
ま
し
た
が
、
分
か
っ
た
時
に
つ

い
手
を
出
し
て
し
ま
っ
た
の
だ
な
と
思
い
ま
す
。
最
初
に
手
は
体
の
後
ろ
に
組
ん
で

と
い
う
ル
ー
ル
を
つ
け
る
と
守
ら
な
い
と
い
け
な
い
と
い
う
意
識
に
な
り
、
お
手
つ

き
も
減
っ
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。
話
声
で
読
み
札
の
声
が
聞
こ
え
な
い
こ
と
が
あ
り

ま
し
た
が
、
時
間
が
進
む
に
つ
れ
て
真
剣
さ
が
増
す
と
み
ん
な
聞
こ
う
と
い
う
気
持

ち
が
強
ま
り
、
す
ぐ
に
静
か
に
な
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
思
い
ま
す
。
合
間
に
絵
札

の
お
話
を
す
る
と
き
は
、
子
ど
も
た
ち
の
生
活
に
よ
り
身
近
な
も
の
に
良
く
反
応
し

て
く
れ
た
と
思
い
ま
す
。
当
時
子
ど
も
が
ど
う
で
あ
っ
た
の
か
と
い
う
目
線
で
話
が

出
来
る
札
が
増
え
れ
ば
よ
り
食
い
付
き
が
良
く
な
る
と
思
い
ま
す
。

三-

四　

教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
し
て
の
カ
ル
タ
制
作

二
つ
の
実
践
事
例
「
高
島
市
思
い
出
か
る
た
」
と
「
仰
木
ふ
る

さ
と
カ
ル
タ
」
の
比
較

　

教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
し
て
カ
ル
タ
制
作
を
考
え
る
上
で
、
学
生
の
在
学
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期
間
を
考
え
る
と
二
年
間
の
研
究
期
間
は
や
や
長
い
。
本
研
究
の
三
年
前

に
九
ヶ
月
の
期
間
で
取
り
組
ん
だ
先
行
事
例
と
の
比
較
を
通
し
て
、
プ
ロ

グ
ラ
ム
の
組
み
方
の
幅
を
広
げ
て
お
き
た
い
。

　

平
成
二
〇
年
（
二
○
○
八
）
六
月
〜
翌
三
月
に
か
け
て
学
生
と
共
に
取

り
組
ん
だ
、
滋
賀
県
高
島
市
社
会
福
祉
協
議
会
と
の
受
託
連
携
事
業
「
高

島
市
思
い
出
か
る
た
」
の
制
作
を
、
本
研
究
と
比
較
し
て
み
る
。

　
「
高
島
市
思
い
出
か
る
た
」
は
、
依
頼
を
受
け
た
段
階
で
社
会
福
祉
協

議
会
お
よ
び
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
の
職
員
が
聞
き
取
り
を
す
す
め
て

お
り
、「
読
み
札
」
の
文
言
は
す
で
に
で
き
あ
が
っ
て
い
た
。
研
究
活
動

の
内
容
は
「
読
み
札
を
も
と
に
し
た
聞
き
取
り
を
し
原
画
を
制
作
、
製
品

と
し
て
デ
ザ
イ
ン
す
る
」
こ
と
ま
で
。
学
生
は
絵
師
と
し
て
参
加
し
、
研

究
・
制
作
期
間
は
約
九
ヶ
月
だ
っ
た
。
読
み
札
を
絵
に
し
て
い
く
た
め
に
、

「
き
ら
り
高
島
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
」
を
学
生
が
五
回
ず
つ
訪
問
し

て
、
利
用
者
の
方
々
に
お
話
を
聞
き
な
が
ら
カ
ル
タ
原
画
を
仕
上
げ
て

い
っ
た
。
読
み
札
を
も
と
に
し
た
「
地
域
に
共
通
す
る
思
い
出
の
情
景
」

の
再
現
を
目
指
し
た
た
め
、
聞
き
取
り
の
対
象
は
「
訪
問
し
た
日
の
デ
イ

サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
利
用
者
の
方
」と
し
た
。常
に
一
定
数
の
地
域
の
方
々

が
居
ら
れ
る
の
で
、
学
生
の
都
合
に
合
わ
せ
て
訪
問
日
を
設
定
で
き
る
メ

リ
ッ
ト
が
あ
っ
た
。
ま
た
、
駅
か
ら
徒
歩
で
行
け
る
場
所
で
あ
っ
た
こ
と

も
、
個
々
の
学
生
が
授
業
の
な
い
と
き
に
聞
き
取
り
訪
問
を
計
画
し
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
を
組
む
こ
と
が
で
き
、
比
較
的
ス
ム
ー
ズ
に
研
究
を
進
め
る
こ

と
が
で
き
た
。

　

一
方
、
本
研
究
で
は
、
本
学
附
属
近
江
学
研
究
所
か
ら
仰
木
学
区
老
人

ク
ラ
ブ
連
合
会
に
協
力
を
依
頼
し
、
研
究
活
動
の
内
容
は
「
ふ
る
さ
と
五

感
体
験
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
、
そ
れ
を
整
理
し
て
仰
木
の
生
活
文
化
を
概

観
で
き
る
ふ
る
さ
と
マ
ン
ダ
ラ
を
作
成
、
そ
れ
を
ベ
ー
ス
に
聞
き
取
り
調

査
を
し
て
読
み
札
決
定
、
絵
札
の
た
め
の
聞
き
取
り
調
査
を
し
て
原
画
制

作
、
商
品
と
し
て
デ
ザ
イ
ン
し
カ
ル
タ
完
成
」
ま
で
。
研
究
・
制
作
期
間

は
約
二
年
間
だ
っ
た
。
前
者
と
比
べ
て
研
究
活
動
が
長
期
に
渡
っ
た
理
由

は
、
生
活
文
化
の
聞
き
取
り
調
査
か
ら
始
め
て
読
み
札
を
つ
く
る
ま
で
の

部
分
の
期
間
で
あ
る
が
、
農
村
の
特
性
で
あ
る
一
年
間
の
暮
ら
し
の
サ
イ

ク
ル
も
大
き
く
関
係
し
て
い
る
。
仰
木
で
は
兼
業
農
家
が
多
く
、
農
作
業

や
水
路
の
管
理
な
ど
に
お
い
て
高
齢
の
方
々
が
元
気
に
現
役
で
働
い
て
お

ら
れ
る
。
ま
た
、
祭
り
の
こ
と
や
山
林
の
保
全
・
伐
採
な
ど
も
同
様
で
、

老
人
ク
ラ
ブ
の
み
な
さ
ん
も
一
年
を
通
し
て
大
変
お
忙
し
い
。
そ
の
た
め
、

「
田
植
え
や
稲
刈
り
と
い
っ
た
繁
忙
期
の
後
に
法
事
な
ど
い
ろ
い
ろ
あ
っ

て
、
そ
の
後
や
な
ぁ
。」
と
い
う
感
じ
で
、
老
人
ク
ラ
ブ
の
み
な
さ
ん
に

集
ま
っ
て
い
た
だ
く
時
期
を
限
定
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。
ま
た
、
バ
ス

の
便
が
少
な
く
平
日
に
授
業
と
両
立
す
る
形
で
個
々
に
学
生
が
訪
問
す
る

の
は
難
し
く
、
日
時
を
決
め
て
地
域
の
方
に
集
ま
っ
て
い
た
だ
き
ス
タ
ッ

フ
そ
ろ
っ
て
訪
問
し
聞
き
取
り
調
査
な
ど
を
行
う
形
を
と
っ
た
。
そ
の
た

め
土
日
を
使
っ
た
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
調
整
を
し
た
。

　

そ
の
他
の
点
も
表
２
で
比
較
し
て
い
る
の
で
ご
参
照
い
た
だ
き
た
い
。
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仰木ふるさとカルタのケース 高島市思い出かるたのケース

　　また、実体験として、納豆餅づくり、わら
草履づくり、手づくり味噌づくり、京都新
聞夕刊「＠キャンパス」に「次世代へ　結
の心をつなぐ」の記事編集・掲載、俵編み
の実演、蜂の子ごはんを食べる　など。

9．絵札原画制作の留意点
　　「ぬくもり」を伝えるために、すべての絵

札に必ず「人」を入れることにして、画材
はアナログ画材に限定し、色鉛筆や鉛筆に
よる線描きに、水彩絵具やアクリル絵具で
着彩した。

10．作品面談（永江からアドバイス）
　　各学生　5～12回ずつ

11．カルタ製品化
　　絵札　48枚、　読み札　48枚
　　札のサイズ　120×85mm
　　　　　　　　（合紙により厚さ約0.9mm）
　　パッケージサイズ　176×125×60mm
　　同梱：仰木のくらし解説　A3�両面カラー
　　部数　初版�300�部、　第2�刷�400�部
　　販売　2,800�円（税別）

12．展覧会などによる発表
　・展覧会　「仰木　水と記憶のコスモロジー」
　　　平成23�年10月23日～11月27日
　　　成安造形大学【キャンパスが美術館】
　　　　　　　　　　ライトギャラリーにて
　　本展は、聞き取り調査のまとめまでの中間

発表として開催。
　・展覧会　「仰木ふるさとカルタ原画展～在

りし日の里山のくらし」
　　　平成25�年10�月29�日～12�月1�日
　　　成安造形大学【キャンパスが美術館】
　　　G�棟103（ライトギャラリー横）にて
　　本展は、カルタ完成後、研究活動全般及び

成果発表として開催。� ほか

　　高島歴史民俗資料館を見学し、昔の生活道
具などをスケッチしたほか、昔の風景の名
残のある場所を数カ所回る。

9．絵札原画制作の留意点
　　「必ず人を描き入れて、親しみやすいかる

たにしてください」という希望があった。
聞き取りをした実感をもとに、アナログ画
材、デジタル画材の選択も含めて各自が自
分の絵柄で制作した。

10．作品面談（永江からアドバイス）
　　各学生　2～5回

11．カルタ製品化
　　絵札　48�枚
　　札のサイズ　148×10mm
　　　　　　　　（ポストカードタイプ）
　　パッケージサイズ　210×155×15mm
　　同梱：読み札一覧を含むブライヤー
　　　　　A4�両面モノクロ
　　部数　25�部
　　販売　なし

12．展覧会などによる発表
　　展覧会　「高島市思い出かるた原画展」
　　　平成21�年8�月23�日
　　　高島市民会館　玄関ホール
　　本展は、　ニッセイ財団高齢社会先駆的事

業シンポジウム『ふるさと絵屏風で�地域の
まちづくり』基調講演：茂木健一郎（脳科
学者）の関連展示として開催。
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表２：カルタ制作の２つの実践事例の比較

仰木ふるさとカルタのケース 高島市思い出かるたのケース

１．研究・制作期間
　　２年間　平成23年４月～平成25年３月

２．依頼
　　本学附属近江学研究所から仰木学区老人ク

ラブに協力を依頼する。

３．研究活動の内容
　　ふるさと五感体験アンケートを実施、それ

を整理して仰木の生活文化を概観できるふ
るさとマンダラを作成、それをベースに聞
き取り調査をして読み札決定、絵札のため
の聞き取り調査をして原画制作、製品とし
てデザインしカルタ完成まで。

４．教職員スタッフ
　　永江弘之、大原歩、加藤賢治
　　（いずれも、近江学研究所研究員）

５．学生スタッフ
　　イラストレーションコース　８名
　　住環境デザインコース　　　４名

６．聞き取り調査の方法
　　読み札決定のための聞き取り（仰木の生活

文化の掘り起こし）と、絵札制作のための
聞き取りの２段階。いずれも、土日などに
４地区ごとに自治会館などへ老人クラブの
方数名～10名程度集まっていただいて、ス
タッフでそろって訪問して聞き取り会。

７．聞き取り訪問回数
　・読み札決定までの聞き取り会は　９回
　　そのうち各学生　３～７回参加
　・絵札制作のための聞き取り会は　５回
　　そのうち各学生　１～４回参加

８．絵札制作までのその他の活動
　　ガイダンス、仰木祭り見学、仰木の里山映

像鑑賞、五感体験アンケート整理及びふる
さとマンダラ作成（12回）、展覧会準備（３
回）など

１．研究・制作期間
　　９ヶ月間　平成20年６月～平成21年３月

２．依頼（受託連携事業）
　　高島市社会福祉協議会から本学芸術文化交

流センターに依頼される。

３．研究活動の内容
　　読み札は社会福祉協議会およびデイサービ

スセンターの職員が聞き取りをすすめてす
でに完成した段階で、研究活動としては、
読み札をもとにした聞き取りをし原画を制
作、製品としてデザインするところまでを
担当。

４．教職員スタッフ
　　永江弘之
　　（イラストレーション教員）

５．学生スタッフ
　　イラストレーションクラス　10名

６．聞き取り調査の方法
　　絵札制作のための聞き取りのみ。個々の学

生スタッフが授業のない時間帯（土曜も含
む）に「きらり高島デイサービスセンター」
を訪問し、その日の利用者の方に読み札を
もとに聞き取りを行う。

７．聞き取り訪問回数
　　絵札制作の聞き取りのみ各学生　５回ずつ

８．絵札制作までのその他の活動
　　ガイダンス、打合せ（３回）など
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第
四
章
　「
仰
木
ふ
る
さ
と
カ
ル
タ
」
研
究
成
果
の
ま
と
め
と 

　
　
　
　
活
用
（
担
当
：
大
原
） �

四-
一　

冊
子
「
仰
木
ふ
る
さ
と
物
語
」
制
作 

四-

一-
一　

仰
木
ふ
る
さ
と
物
語
と
は

　
「
仰
木
ふ
る
さ
と
物
語
」
は
、
こ
の
「
仰
木
ふ
る
さ
と
カ
ル
タ
」
を
制

作
す
る
初
め
の
作
業
と
し
て
仰
木
学
区
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
の
ご
協
力
に

よ
り
実
施
し
た
「
仰
木
ふ
る
さ
と
五
感
体
験
ア
ン
ケ
ー
ト
」
で
回
収
し
た

一
八
五
枚
の
ア
ン
ケ
ー
ト
の
記
述
を
ま
と
め
た
も
の
と
、
そ
の
記
述
内
容

を
図
解
化
し
た
「
仰
木
ふ
る
さ
と
マ
ン
ダ
ラ
」
を
集
録
し
た
冊
子
と
し
て
、

永
江
弘
之
、
大
原
歩
が
編
集
・
執
筆
し
た
。

　

膨
大
な
ア
ン
ケ
ー
ト
の
記
述
か
ら
は
、
仰
木
の
方
々
の
多
様
な
生
活
を

物
語
る
記
憶
が
手
に
取
る
よ
う
に
伝
わ
り
、
そ
の
思
い
出
を
冊
子
に
ま
と

め
る
こ
と
で
、
次
世
代
に
記
録
を
残
す
こ
と
を
目
的
と
し
た
。

四-

一-

二　

形
態
・
表
記
に
つ
い
て

　

形
態
は
、Ａ
４
サ
イ
ズ
（
縦
二
一
〇
ミ
リ
×
横
二
九
七
ミ
リ
）
を
横
版
・

右
開
き
と
し
た
。
横
版
に
す
る
こ
と
で
、
ア
ン
ケ
ー
ト
の
文
章
を
縦
書
き

に
読
み
や
す
く
し
、
ま
た
、
仰
木
ふ
る
さ
と
マ
ン
ダ
ラ
を
な
る
べ
く
大
き

く
掲
載
で
き
る
よ
う
意
図
し
た
。

　

ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
五
感
そ
れ
ぞ
れ
の
項
目
で
記
入
し
て
い
た
だ
い
て
い

る
が
、
本
書
で
は
そ
れ
ら
の
記
述
を
「
仰
木
ふ
る
さ
と
マ
ン
ダ
ラ
」
を
作

成
す
る
際
に
分
類
、
整
理
し
た
形
で
掲
載
し
て
い
る
。
全
て
の
ア
ン
ケ
ー

ト
の
記
述
を
内
容
（
エ
ピ
ソ
ー
ド
）
に
よ
る
ま
と
ま
り
で
十
二
の
カ
テ
ゴ

リ
ー
（
同
じ
よ
う
な
性
質
の
も
の
が
含
ま
れ
る
範
囲
）
に
分
け
、
さ
ら
に

そ
れ
ぞ
れ
の
内
容
か
ら
共
通
の
キ
ー
ワ
ー
ド
を
探
っ
て
グ
ル
ー
プ
化
し
た

形
で
掲
載
し
て
い
る
。
分
類
整
理
に
つ
い
て
は
、
テ
キ
ス
ト
入
力
を
担
当

し
た
研
究
ス
タ
ッ
フ
が
判
断
し
た
。
言
葉
遣
い
な
ど
は
、
原
文
の
ま
ま
テ

キ
ス
ト
化
す
る
よ
う
心
が
け
た
。
し
か
し
、
手
書
き
文
字
が
読
み
取
り
に

く
い
部
分
や
誤
字
と
思
わ
れ
る
箇
所
は
、
研
究
ス
タ
ッ
フ
が
解
釈
し
て
修

正
を
加
え
た
。

　

ア
ン
ケ
ー
ト
の
執
筆
者
情
報
等
の
表
記
は
、
氏
名
の
記
入
が
あ
っ
た
場

合
も
個
人
情
報
の
点
か
ら
氏
名
は
掲
載
せ
ず
、
以
下
の
よ
う
に
表
記
し
、

情
報
と
し
て
検
証
で
き
る
よ
う
に
工
夫
し
た
。

　

・
文
末
の
か
っ
こ
内
に
、
上
か
ら
順
に
（
在
住
地
、
ア
ン
ケ
ー
ト
を
回

収
し
た
二
〇
一
一
年
時
の
年
齢
、
性
別
）
と
記
し
た
。

　

・
仰
木
地
区
で
は
、
在
住
地
で
あ
る
字
に
よ
っ
て
風
習
に
違
い
が
あ
る

た
め
、
そ
の
比
較
に
も
な
る
よ
う
に
在
住
地
を
示
し
た
。
ま
た
、
年

齢
や
性
別
の
表
記
も
コ
メ
ン
ト
内
容
を
理
解
す
る
た
め
に
重
要
と
考

え
た
。

　

・
か
っ
こ
の
後
の
番
号
は
、
一
八
五
枚
の
ア
ン
ケ
ー
ト
番
号
で
あ
る
。

こ
の
番
号
に
よ
っ
て
原
本
の
ア
ン
ケ
ー
ト
資
料
を
辿
れ
る
よ
う
に
表

記
し
た
。（
写
真
１
・
２
）
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四-

二　
「
仰
木
ふ
る
さ
と
カ
ル
タ
」
の
活
用

　
「
仰
木
ふ
る
さ
と
カ
ル
タ
」
が
二
〇
一
三
年
四
月
に
完
成
し
、
そ
の
後
、

地
元
地
域
や
滋
賀
県
下
の
地
域
か
ら
の
依
頼
な
ど
に
よ
り
、「
仰
木
ふ
る

さ
と
カ
ル
タ
」
や
原
画
な
ど
を
活
用
す
る
活
動
が
ス
タ
ー
ト
し
た
。

二
〇
一
六
年
一
月
ま
で
に
活
動
し
た
内
容
を
年
度
ご
と
に
以
下
の
項
目
順

に
ま
と
め
た
。

　
　

１
、
展
示
・
販
売

　
　

２
、
カ
ル
タ
会

　
　

３
、
展
覧
会
・
展
示
会

　
　

４
、
研
究
活
動
発
表
・
講
演
会

　
　

５
、
授
業

四-

二-

一　

平
成
二
五
年
度
（
二
○
一
三
）

■
展
示
・
販
売

①
成
安
造
形
大
学
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
に
て
展
示
・
販
売　

　

４
月
28
日
、
５
月
18
日
、
６
月
９
日
、
７
月
28
日
、
９
月
８
日

　

主
催
・
会
場
：
成
安
造
形
大
学

②
仰
木
祭
り
に
て
展
示
・
販
売　

５
月
３
日　

　

会
場
：
大
津
市
立
仰
木
小
学
校
前

　

担
当
：
永
江
・
大
原
・
小
林
・
鈴
木
・
後
藤

■
カ
ル
タ
会

①
「
カ
ル
タ
お
披
露
目
・
カ
ル
タ
会
」　

５
月
18
日　

　

主
催
：
成
安
造
形
大
学
附
属
近
江
学
研
究
所

　

会
場
：
成
安
造
形
大
学

　

担
当
：
永
江
・
益
・
日
下
部
・
後
藤
・
小
林
・
鈴
木
・
長
野
・
宮
本

成
安
造
形
大
学
創
立
二
〇
周
年
記
念
「
セ
イ
ア
ン
・
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ

デ
ー
２
０
１
５
」
に
て
、「
仰
木
ふ
る
さ
と
カ
ル
タ
」
の
お
披
露
目
と

カ
ル
タ
会
を
開
催
し
た
。
制
作
に
関
わ
っ
た
学
生
が
参
加
し
、
卒
業
生

や
大
学
関
係
者
へ
カ
ル
タ
会
を
通
し
て
研
究
活
動
の
成
果
を
伝
え
た
。

（
写
真
３
）

写真1：「仰木ふるさと物語」（表紙）

写真2：「仰木ふるさと物語」（紙面）
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②
「
仰
木
ふ
る
さ
と
カ
ル
タ
大
会
」　

６
月
29
日

　

主
催
：
大
津
市
立
仰
木
の
里
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
・
仰
木
の
里
東
小
学
校
Ｐ

Ｔ
Ａ

　

会
場
：
大
津
市
立
仰
木
の
里
小
学
校
体
育
館

　

担
当
：
永
江
・
大
原
・
日
下
部
・
後
藤

仰
木
の
里
小
学
校
と
仰
木
の
里
東
小
学
校
各
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
依
頼
に
よ
り
、

「
子
ど
も
会
」
に
て
カ
ル
タ
大
会
を
行
っ
た
。「
仰
木
を
知
ろ
う
」
と

い
う
テ
ー
マ
で
、
前
半
一
時
間
は
、
仰
木
太
鼓
保
存
会
少
年
部
の
子
ど

も
た
ち
に
よ
る
「
仰
木
太
鼓
」
の
体
験
レ
ク
チ
ャ
ー
、
後
半
は
仰
木
の

暮
ら
し
を
学
ぶ
「
仰
木
ふ
る
さ
と
カ
ル
タ
大
会
」
を
実
施
。
カ
ル
タ
大

会
で
は
、
研
究
ス
タ
ッ
フ
で
当
時
空
間
デ
ザ
イ
ン
領
域
四
年
の
日
下
部

ま
こ
さ
ん
と
後
藤
美
子
さ
ん
が
司
会
進
行
や
カ
ル
タ
の
解
説
を
務
め
た
。

参
加
し
た
子
ど
も
た
ち
を
年
代
別
に
四
グ
ル
ー
プ
に
分
け
、
各
グ
ル
ー

プ
に
校
長
先
生
や
親
御
さ
ん
に
入
っ
て
も
ら
い
補
佐
い
た
だ
い
た
。（
写

真
４
・５
）

③
「
仰
木
ふ
る
さ
と
カ
ル
タ
大
会
」　

８
月
３
日

　

主
催
：
仰
木
ふ
れ
あ
い
夏
祭
り
実
行
委
員
会
・
成
安
造
形
大
学
附
属
近

江
学
研
究
所

　

会
場
：
大
津
市
立
仰
木
太
鼓
会
館

　

担
当
：
永
江
・
梅
下
・
鈴
木
・
日
下
部
・
益
・
小
林

仰
木
ふ
る
さ
と
カ
ル
タ
の
お
披
露
目
と
し
て
、
仰
木
ふ
れ
あ
い
夏
祭
り

に
て
「
仰
木
ふ
る
さ
と
カ
ル
タ
大
会
」
を
行
っ
た
。
会
場
と
な
る
仰
木

写真3：カルタのお披露目・カルタ会（セイアン・ホー
ムカミングデーにて）

写真4：仰木の里小PTA・里東小PTA子供会でのカルタ会

写真5：カルタの解説を行う学生スタッフ
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太
鼓
会
館
に
カ
ル
タ
の
制
作
過
程
や
、
完
成
し
た
カ
ル
タ
の
原
画
な
ど

を
展
示
す
る
ブ
ー
ス
も
設
営
し
た
。
カ
ル
タ
大
会
で
は
、
カ
ル
タ
の
制

作
に
ご
協
力
い
た
だ
い
た
仰
木
学
区
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
長
の
堀
井
さ

ん
に
カ
ル
タ
の
解
説
を
し
て
い
た
だ
い
た
。
三
ゲ
ー
ム
を
行
い
、
小
学

生
・
中
学
生
・
親
世
代
・
お
じ
い
さ
ん
お
ば
あ
さ
ん
た
ち
と
学
生
と
が

み
ん
な
で
カ
ル
タ
を
楽
し
ん
だ
。
カ
ル
タ
大
会
で
勝
っ
た
人
に
は
学
生

が
手
づ
く
り
し
た
カ
ル
タ
メ
ダ
ル
を
授
与
し
た
。（
写
真
６
・７
）

④
「
新
年
カ
ル
タ
会
」　

２
０
１
４
年
１
月
１
日
、
２
日

　

主
催
・
会
場
：
里
湯
昔
話�

雄
山
荘

大
津
市
雄
琴
の
温
泉
旅
館
「
里
湯
昔
話�

雄
山
荘
」
に
て
「
新
年
カ
ル

タ
会
」。
旅
館
か
ら
の
依
頼
に
よ
り
、
新
年
の
企
画
と
し
て
カ
ル
タ
会

を
実
施
。
研
究
ス
タ
ッ
フ
は
参
加
し
な
か
っ
た
が
、
ホ
テ
ル
内
に
カ
ル

タ
制
作
過
程
を
解
説
す
る
パ
ネ
ル
を
展
示
し
た
。
ま
た
、
カ
ル
タ
の
販

売
も
行
っ
た
。

■
展
覧
会
・
展
示
会

①
展
覧
会　
「
仰
木
ふ
る
さ
と
カ
ル
タ
原
画
展
〜
在
り
し
日
の
里
山
の
く

ら
し
」　

10
月
29
日
〜
12
月
１
日

　

主
催
：
成
安
造
形
大
学
附
属
近
江
学
研
究
所

　

会
場
：
成
安
造
形
大
学
【
キ
ャ
ン
パ
ス
が
美
術
館
】
Ｇ
棟
１
０
３
（
ラ

イ
ト
ギ
ャ
ラ
リ
ー
横
）

開
学
二
○
周
年
記
念
事
業　

二
○
一
三
秋
の
芸
術
月
間
Ｓ
Ｅ
Ｉ
Ａ
Ｎ�

Ａ
Ｒ
Ｔ
Ｓ�

Ａ
Ｔ
Ｔ
Ｅ
Ｎ
Ｔ
Ｉ
Ｏ
Ｎ�

Ｖ
Ｏ
Ｌ
．
５
「
Ｓ
ｉ
ｔ
ｅ
ｓ

−

ふ

う
こ
う
の
あ
り
か

−

」
の
展
示
と
し
て
、
研
究
活
動
「
仰
木
の
生
活
文

化
の
聞
き
取
り
調
査
、
及
び
、
仰
木
ふ
る
さ
と
カ
ル
タ
制
作
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
」
の
二
年
間
に
わ
た
る
調
査
・
研
究
活
動
の
成
果
を
ま
と
め
、
カ

ル
タ
原
画
や
仰
木
で
む
か
し
使
わ
れ
て
い
た
民
具
や
野
良
着
な
ど
と
共

に
展
示
し
た
。
ま
た
、
読
み
札
作
成
の
際
に
ご
協
力
い
た
だ
い
た
畦け

い

草そ
う

会か
い

（
仰
木
の
俳
句
の
会
）
の
山
村
修
三
さ
ん
と
飯
田
一
枝
さ
ん
に
カ
ル

タ
を
読
み
上
げ
て
い
た
だ
い
た
音
声
を
会
場
に
流
し
た
。
抑
揚
を
つ
け

カ
ル
タ
を
読
み
上
げ
る
声
に
つ
つ
ま
れ
た
会
場
で
、
五
感
で
味
わ
う
展

覧
会
を
意
図
し
た
。

展
示
協
力
：
仰
木
学
区
自
治
連
合
会
、
大
津
市
立
仰
木
小
学
校
、
仰

木
学
区
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

写真6：仰木ふれあい夏祭りにてカルタを一緒に作り
上げた老人クラブさんとのカルタ会

写真7：１番多く札を集めた人にプレゼントする学生
スタッフ手づくりの「カルタメダル」
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技
術
協
力
：
成
安
造
形
大
学�

情
報
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

　
　

音
源
録
音
・
編
集
・
オ
ー
サ
リ
ン
グ
：
五
十
嵐
亮
介

　
　
（
写
真
８
〜
15
）

写真8：仰木小学校から借用した道具は
手入れをして展示

写真11：カルタの読み札を高らかに読み上げる飯田一
枝さん

写真9：展示レイアウトを考える

写真10：会場に流す音声の録音を行う山村修三さん

写真13：展覧会レイアウト図

写真12：展覧会案内ＤＭ
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②
展
示
会　

仰
木
学
区
文
化
祭
「
仰
木
ふ
る
さ
と
カ
ル
タ
原
画
展
」

　

11
月
２
日
、
３
日

　

主
催
：
仰
木
学
区
文
化
協
会

　

会
場
：
大
津
市
立
仰
木
太
鼓
会
館

■
研
究
活
動
発
表
・
講
演
会

①
「
仰
木
人
権
教
育
研
究
会
」　

11
月
６
日

　

主
催
：
仰
木
人
権
教
育
研
究
会　

人
権
学
習
・
地
域
教
材
を
考
え
る
部

会

　

会
場
：
成
安
造
形
大
学　

Ｉ
棟
プ
レ
ゼ
ン
ル
ー
ム

　

担
当
：
加
藤
・
大
原

仰
木
人
権
教
育
研
究
会
は
、
仰
木
・
仰
木
の
里
学
区
の
幼
・
小
・
中
・

高
等
学
校
お
よ
び
本
学
の
教
職
員
が
会
員
で
、
地
域
の
教
育
教
材
に
つ

い
て
学
ぶ
講
座
を
年
に
一
度
実
施
さ
れ
て
い
る
。
担
当
の
仰
木
の
里
小

学
校
の
先
生
が
カ
ル
タ
に
関
心
を
持
た
れ
、
近
江
学
研
究
所
の
地
域
に

お
け
る
役
割
や
、
研
究
活
動
の
経
緯
・
完
成
し
た
カ
ル
タ
に
つ
い
て
発

表
し
、
展
覧
会
「
仰
木
ふ
る
さ
と
カ
ル
タ
原
画
展
〜
在
り
し
日
の
里
山

の
く
ら
し
」
の
見
学
を
行
っ
た
。

　

・
発
表　
「
近
江
学
研
究
所
の
活
動
に
つ
い
て
」
加
藤
賢
治　

　

・
発
表　
「
仰
木
ふ
る
さ
と
カ
ル
タ
が
で
き
る
ま
で
」
大
原
歩

　
（
写
真
16
・
17
）

写真14：展示風景

写真15：展示風景

写真16：人権教育研究会にて、カルタの完成に至る経緯
を発表

写真17：展覧会場の見学も行う
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②
「
仰
木
の
里
西
自
治
会　

交
流
会
」　

11
月
16
日

　

主
催
：
仰
木
の
里
西
自
治
会

　

会
場
：
成
安
造
形
大
学　

Ｉ
棟
プ
レ
ゼ
ン
ル
ー
ム

　

担
当
：
永
江
・
加
藤
・
大
原

仰
木
の
里
西
自
治
会
が
年
に
一
度
開
催
す
る
交
流
会
と
し
て
、
仰
木
の

暮
ら
し
を
学
び
た
い
と
依
頼
が
あ
り
、
展
覧
会
の
解
説
・
仰
木
ふ
る
さ

と
カ
ル
タ
会
・
仰
木
の
食
文
化
を
体
験
す
る
「
仰
木
の
納
豆
餅
づ
く
り

体
験
」
を
行
っ
た
。
納
豆
餅
づ
く
り
は
、
仰
木
ふ
れ
あ
い
青
空
市
に
協

力
を
お
願
い
し
西
村
ナ
ツ
エ
さ
ん
、
北
川
純
子
さ
ん
に
作
っ
て
い
た
だ

い
た
。
近
江
学
研
究
所
か
ら
は
、
カ
ル
タ
の
制
作
過
程
や
研
究
活
動
の

取
り
組
み
に
つ
い
て
解
説
を
行
っ
た
。（
写
真
18
・
19
）

③
平
成
25
年
度
新
採
職
員
フ
ォ
ロ
ー
コ
ー
ス
「
近
江
地
元
学
研
修
」

　

10
月
21
日
、
22
日

　

主
催
：
滋
賀
県
政
策
研
修
セ
ン
タ
ー

　

会
場
：
大
津
市
立
仰
木
太
鼓
会
館

滋
賀
県
の
新
採
用
職
員
対
象
の
「
近
江
地
元
学
研
修
」
の
研
修
先
と
し

て
仰
木
地
区
が
選
ば
れ
、
仰
木
学
区
老
人
ク
ラ
ブ
が
職
員
研
修
を
受
け

入
れ
た
。
二
日
間
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
中
で
、
仰
木
ふ
る
さ
と
カ
ル
タ
会

を
開
き
、
昔
の
仰
木
の
暮
ら
し
を
伝
え
る
ツ
ー
ル
と
し
て
活
用
さ
れ
た
。

■
授
業

①
仰
木
の
里
東
小
学
校　

総
合
的
な
学
習
「
タ
イ
ム
ス
リ
ッ
プ　

昔
の
く

ら
し
」　

２
０
１
４
年
２
月
５
日

　

主
催
：
大
津
市
立
仰
木
の
里
東
小
学
校　

三
年
生
担
当
教
員

　

会
場
：
大
津
市
立
仰
木
の
里
東
小
学
校

　

担
当
：
永
江
・
大
原
、
仰
木
地
区
か
ら
滝
川
幸
作
さ
ん
・
山
村
修
三
さ

ん
・
上
坂
澄
子
さ
ん
・
深
田
よ
し
乃
さ
ん

十
一
月
の
「
仰
木
人
権
教
育
研
究
会
」
に
参
加
し
た
仰
木
の
里
東
小
学

校
の
鈴
木
先
生
か
ら
、
担
当
学
年
の
授
業
に
活
用
し
た
い
と
依
頼
が

あ
っ
た
。
大
原
が
仰
木
の
方
た
ち
を
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
し
、
仰
木
の
里

東
小
学
校
三
年
生
対
象
の
総
合
的
な
学
習
の
一
環
の
授
業
の
特
別
講
師

と
し
て
参
加
。
仰
木
ふ
る
さ
と
カ
ル
タ
に
出
て
く
る
昔
の
暮
ら
し
に
つ

い
て
お
話
し
、
児
童
た
ち
が
事
前
に
ま
と
め
た
疑
問
や
質
問
に
答
え
た
。

（
写
真
20
〜
23
）

写真18：仰木の里西自治会から依頼にてカルタの解説
をおこなった

写真19：仰木独自の食文化、納豆餅づくりを教わる
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四-

二-

二　

平
成
二
六
年
度
（
二
○
一
四
）

■
展
示
・
販
売

①
成
安
造
形
大
学
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
に
て
展
示
・
販
売　

６
月
８
日

　

主
催
・
会
場
：
成
安
造
形
大
学

■
展
覧
会
・
展
示
会

①
展
示
会　

仰
木
ふ
れ
あ
い
夏
祭
り
「
仰
木
ふ
る
さ
と
カ
ル
タ　

原
画
展

示
」　

８
月
２
日

　

主
催
：
仰
木
ふ
れ
あ
い
夏
祭
り
実
行
委
員
会

　

会
場
：
仰
木
ふ
れ
あ
い
夏
祭
り
会
場　

大
津
市
立
仰
木
太
鼓
会
館

②
展
覧
会　
「
仰
木
ふ
る
さ
と
カ
ル
タ　

布
絵
本
」

　

７
月
１
日
〜
31
日　

会
場
：
滋
賀
銀
行
本
店
ロ
ビ
ー

　

８
月
２
日　
　
　
　

会
場
：
仰
木
ふ
れ
あ
い
夏
祭
り
会
場　

大
津
市
立

仰
木
太
鼓
会
館

　

９
月
４
日
〜
27
日　

会
場
：
成
安
造
形
大
学　

聚
英
館
一
階

　

主
催
：
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
「
布
絵
本
サ
ー
ク
ル
さ
え
ず
り
」

大
津
市
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
「
布
絵
本
サ
ー
ク
ル
さ
え
ず
り
」

（
昭
和
五
七
年
結
成
）
の
み
な
さ
ん
が
、「
仰
木
ふ
る
さ
と
カ
ル
タ
」

を
題
材
に
布
カ
ル
タ
の
作
品
を
制
作
。
二
○
一
三
年
七
月
〜
二
○
一
四

年
四
月
の
九
ヶ
月
を
か
け
て
完
成
し
、
二
○
一
四
年
七
月
「
滋
賀
銀
行

本
店
ロ
ビ
ー
」、
八
月
「
仰
木
ふ
れ
あ
い
夏
祭
り
」、
九
月
「
成
安
造
形

大
学
聚
英
館
１
階
ロ
ビ
ー
」
に
て
展
示
を
行
っ
た
。
手
芸
好
き
の
十
四

写真20：子どもたちから質問をうける山村修三さんと
深田よし乃さん

写真22：熱心に聞き取りをする子どもたち

写真21：昔のくらしについてお話をする滝川幸作さん
（中央）と上坂澄子さん（右）

写真23：授業の風景
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名
の
主
婦
の
お
母
さ
ん
た
ち
が
、

一
年
近
く
を
か
け
て
制
作
に
取
り

組
ん
だ
布
カ
ル
タ
は
、
様
々
な
布

を
パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
の
よ
う
に
立
体

的
に
継
ぎ
合
わ
せ
て
制
作
。
ひ
と

針
ひ
と
針
の
手
触
り
感
の
あ
る
作

品
は
、
表
情
豊
か
で
温
か
く
や
さ

し
い
風
合
い
が
感
じ
ら
れ
た
。（
写

真
24
〜
26
）

③
展
示
会　

仰
木
学
区
文
化
祭
「
仰
木
ふ
る
さ
と
カ
ル
タ
と
仰
木
ふ
る
さ

と
マ
ン
ダ
ラ
の
展
示
」　

11
月
１
日
〜
２
日

　

主
催
：
仰
木
学
区
文
化
協
会

　

会
場
：
大
津
市
立
仰
木
太
鼓
会
館�

④
展
示
会　

仰
木
の
里
学
区
文
化
祭
「
仰
木
ふ
る
さ
と
カ
ル
タ　

原
画

展
」　

11
月
８
日
〜
９
日

　

主
催
：
仰
木
の
里
学
区
文
化
協
会

　

会
場
：
仰
木
の
里
市
民
セ
ン
タ
ー

■
授
業

①
「
近
江
学
Ｂ　

地
域
を
知
る
こ
と
の
大
切
さ
を
学
ぶ
／
10
週
目　

仰
木

ふ
る
さ
と
カ
ル
タ
」　

６
月
12
日

　

主
催
・
会
場
：
成
安
造
形
大
学

　

担
当
：
永
江

本
学
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
で
近
江
学
研
究
所
が
担
当
す
る
授
業
「
近
江
学

Ｂ
」
に
お
い
て
、
チ
ェ
ー
ン
レ
ク
チ
ャ
ー
の
十
週
目
に
「
仰
木
ふ
る
さ

と
カ
ル
タ
の
取
り
組
み
」
に
つ
い
て
授
業
を
行
っ
た
。

②
北
大
津
高
等
学
校　

特
別
講
座
「
仰
木
の
生
活
文
化
に
つ
い
て
」

　

７
月
11
日

　

主
催
・
会
場
：
滋
賀
県
立
北
大
津
高
等
学
校　

国
際
文
化
コ
ー
ス

　

受
講
生
徒
数
：
約
四
○
名
／
グ
ル
ー
プ
テ
ー
ブ
ル
六
か
所（
六
〜
七
名
）

写真24：仰木ふるさとカルタの題材を布でつくった「布
カルタ」

写真26：８月２日仰木ふれあい夏祭りにてお披露目展示

写真25：題材により布を染めるところから手づくりで
行われている
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担
当
：
永
江
・
加
藤
・
大
原

北
大
津
高
校
国
際
文
化
コ
ー
ス
よ
り
依
頼
が
あ
り
、
国
際
文
化
コ
ー
ス

二
年
生
対
象
の
特
別
講
座
と
し
て
「
仰
木
ふ
る
さ
と
カ
ル
タ
」
を
用
い

て
仰
木
の
生
活
文
化
を
知
る
授
業
を
行
う
。「
近
江
の
里
山
の
歴
史
」（
加

藤
）
に
つ
い
て
話
し
た
後
、「
仰
木
ふ
る
さ
と
カ
ル
タ
」
の
制
作
経
緯

や
仰
木
の
暮
ら
し
の
豊
か
さ
に
つ
い
て
話
し
（
永
江
）、
カ
ル
タ
で
遊

び
な
が
ら
絵
札
の
解
説
を
行
っ
た
。（
写
真
27
・
28
）

③
仰
木
の
里
東
小
学
校　

総
合
的
な
学
習
「
タ
イ
ム
ス
リ
ッ
プ　

昔
の
く

ら
し
」　

２
０
１
５
年
２
月
３
日

　

主
催
：
大
津
市
立
仰
木
の
里
東
小
学
校　

三
年
生
担
当
教
員

　

会
場
：
大
津
市
立
仰
木
の
里
東
小
学
校

　

担
当
：
永
江
・
大
原
、
仰
木
地
区
か
ら
滝
川
幸
作
さ
ん
・
山
村
修
三
さ

ん
・
上
坂
澄
子
さ
ん
・
深
田
よ
し
乃
さ
ん

昨
年
度
に
引
き
続
き
、
仰
木
の
里
東
小
学
校
三
年
生
対
象
の
総
合
的
な

学
習
の
一
環
の
授
業
の
特
別
講
師
を
務
め
た
。

四-

二-

三　

平
成
二
七
年
度
（
二
○
一
五
）

■
展
示
・
販
売

①
成
安
造
形
大
学
「
セ
イ
ア
ン
・
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー
２
０
１
５
」
に

て
展
示
・
販
売　

５
月
17
日

　

主
催
・
会
場
：
成
安
造
形
大
学

■
カ
ル
タ
会

①
三
館
協
同
事
業
〈
伝
承
文
化
体
験
事
業
〉「
仰
木
カ
ル
タ
と
紙
ひ
こ
ー

き
」　

２
０
１
６
年
１
月
23
日

　

主
催
：
仰
木
の
里
公
民
館
・
仰
木
公
民
館
・
伊
香
立
公
民
館

　

会
場
：
仰
木
の
里
市
民
セ
ン
タ
ー
三
階

　

担
当
：
大
原

仰
木
の
里
公
民
館
・
仰
木
公
民
館
・
伊
香
立
公
民
館
の
三
公
民
館
の
協

同
事
業
。
仰
木
の
里
の
担
当
と
し
て
仰
木
の
里
文
化
振
興
会
が
企
画
し

た
。
約
三
○
名
の
子
ど
も
た
ち
が
参
加
し
、
仰
木
ふ
る
さ
と
カ
ル
タ
と

紙
飛
行
機
づ
く
り
を
楽
し
み
、
お
昼
ご
飯
と
し
て
地
元
で
と
れ
た
野
菜

の
豚
汁
や
お
に
ぎ
り
を
食
べ
た
。
仰
木
ふ
る
さ
と
カ
ル
タ
で
遊
ぶ
前
に
、

四
八
枚
の
カ
ル
タ
に
描
か
れ
て
い
る
題
材
に
つ
い
て
近
江
学
研
究
所

写真27：北大津高校の生徒たち、グループに分かれて
カルタで遊ぶ

写真28：カルタに描かれる絵札から昔の暮らしを学ぶ
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（
大
原
）
が
解
説
を
担
当
し
た
。
カ
ル
タ
会
に
使
わ
れ
た
カ
ル
タ
は
近

江
学
研
究
所
か
ら
貸
し
出
し
た
。

■
研
究
活
動
発
表
・
講
演
会

①
「
香
港
バ
プ
テ
ィ
ス
ト
大
学　

大
学
見
学
・
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
」

　

７
月
２
日

　

主
催
：
香
港
バ
プ
テ
ィ
ス
ト
大
学

　

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
：
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
Ｈ
Ｃ
Ｃ
グ
ル
ー
プ　

浅
野
智
子

　

会
場
：
成
安
造
形
大
学　

聚
英
ホ
ー
ル�

　

受
講
学
生
数
：
二
四
名　

受
講
講
師
数
：
二
名

　

発
表
：
大
原　
　

講
評
：
加
藤
・
大
原

香
港
バ
プ
テ
ィ
ス
ト
大
学
の
グ

リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
ツ
ア
ー
の

一
環
と
し
て
、
成
安
造
形
大
学

の
見
学
と
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
が

行
わ
れ
、
そ
の
中
で
「
仰
木
ふ

る
さ
と
カ
ル
タ
」
の
取
り
組
み

を
発
表
し
た
。
ま
た
、
学
生
に

よ
る
滋
賀
県
内
で
の
経
験
を「
俳

句
」
に
し
て
グ
ル
ー
プ
ご
と
に

発
表
を
行
い
、
講
評
を
近
江
学

研
究
所
で
担
当
し
た
。（
写
真

29
・
30
）

■
授
業

①
北
大
津
高
等
学
校　

特
別
講
座
「
仰
木
の
生
活
文
化
に
つ
い
て
」

　

７
月
10
日

　

主
催
・
会
場
：
滋
賀
県
立
北
大
津
高
等
学
校

　

受
講
生
徒
数
：
約
四
○
名
／
グ
ル
ー
プ
テ
ー
ブ
ル
六
か
所（
六
〜
七
名
）

　

担
当
：
永
江
・
加
藤
・
大
原

昨
年
度
に
引
き
続
き
、
北
大
津
高
校
国
際
文
化
コ
ー
ス
よ
り
依
頼
が
あ

り
、
二
年
生
対
象
の
特
別
講
座
の
講
師
を
務
め
た
。

②
教
員
免
許
状
更
新
講
習
「
地
域
の
文
化
と
芸
術　

−

フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー

ク
の
手
法

−

」 　

８
月
20
日

写真29：カルタの絵札から題材をよみとる学生たち

写真30：滋賀県でのフィールドワークの成果を俳句で発表
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主
催
：
成
安
造
形
大
学

　

会
場
：
成
安
造
形
大
学　

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

　

受
講
者
数
：
二
六
名

　

担
当
：
永
江
、
加
藤
、
大
原

今
年
度
（
二
○
一
五
年
度
）
か
ら
始
ま
っ
た
成
安
造
形
大
学
が
主
催
す

る
教
員
免
許
状
更
新
講
習
の
講
座
と
し
て
実
施
。
幼
、
小
、
中
、
高
校
、

特
別
支
援
学
校
、
教
育
委
員
会
な
ど
、
幅
広
い
教
員
が
受
講
。
講
座
内

容
は
「
学
校
と
地
域
の
関
係
が
薄
れ
つ
つ
あ
る
な
か
、
学
校
の
所
在
地

域
に
つ
い
て
、
人
々
の
生
活
に
根
付
い
た
文
化
と
伝
統
を
社
会
学
と
芸

術
の
観
点
か
ら
考
察
す
る
。
そ
の
事
例
の
一
つ
と
し
て
大
学
附
属
近
江

学
研
究
所
が
行
っ
た
地
域
調
査
の
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
を
例
に
と
り
、

実
践
と
手
法
、
活
用
法
を
報
告
し
て
教
育
現
場
で
の
応
用
に
つ
な
げ
る
。

ま
た
同
時
に
、
学
生
と
共
同
で
完
成
さ
せ
た
成
果
物
の
『
仰
木
ふ
る
さ

と
カ
ル
タ
』
を
紹
介
し
て
総
合
的
な
学
習
で
の
活
用
を
探
る
。」
と
い

う
も
の
。

③
仰
木
の
里
東
小
学
校　

総
合
的
な
学
習
「
タ
イ
ム
ス
リ
ッ
プ　

昔
の
く

ら
し
」　

２
０
１
６
年
２
月
２
日

　

主
催
：
大
津
市
立
仰
木
の
里
東
小
学
校　

三
年
生
担
当
教
員

　

会
場
：
大
津
市
立
仰
木
の
里
東
小
学
校

　

担
当
：
永
江
・
大
原
、
仰
木
地
区
か
ら
滝
川
幸
作
さ
ん
・
山
村
修
三
さ

ん
・
上
坂
澄
子
さ
ん
・
深
田
よ
し
乃
さ
ん

こ
の
授
業
に
関
わ
り
三
年
目
と
な
る
。
仰
木
の
里
東
小
学
校
三
年
生
対

象
の
総
合
的
な
学
習
の
一
環
の
授
業
の
特
別
講
師
を
務
め
た
。

四-

三　

そ
の
他

■
寄
稿　

２
０
１
３
年
２
月

大
津
市
立
仰
木
小
学
校　

創
立
百
四
十
周
年
記
念
誌　

発
刊　
「
仰
木

ふ
る
さ
と
カ
ル
タ
の
紹
介
」
寄
稿

執
筆
：
永
江
弘
之
・
大
原
歩

発
行
：
大
津
市
立
仰
木
小
学
校　

編
集
：
百
四
十
周
年
記
念
誌
編
集
委
員
会

大
津
市
立
仰
木
小
学
校
の
創
立
百
四
十
周
年
を
記
念
し
て
発
行
さ
れ
た

記
念
誌
に
制
作
経
緯
や
完
成
し
た
カ
ル
タ
の
絵
札
・
読
み
札
を
掲
載
す

る
。
校
長
先
生
は
じ
め
保
護
者
の
編
集
委
員
の
推
薦
が
あ
り
掲
載
さ
れ

る
こ
と
と
な
り
、
仰
木
地
区
で
の
カ
ル
タ
へ
の
関
心
の
高
さ
が
わ
か
る
。

（
写
真
31
）

写真31：仰木小学校140周年記念誌表紙
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第
五
章
　
仰
木
の
人
に
と
っ
て
の
本
研
究
活
動
と
は 

　
　
― 

人
に
内
在
す
る
思
い
出
の
活
か
し
方 

―
（
担
当
：
永
江
） �

　

こ
れ
ま
で
学
生
ス
タ
ッ
フ
に
対
す
る
教
育
的
な
側
面
を
主
に
見
て
き
た

が
、
本
研
究
活
動
に
参
加
し
ご
協
力
い
た
だ
い
た
仰
木
の
人
に
と
っ
て
、

ど
の
よ
う
な
影
響
や
変
化
が
あ
っ
た
か
考
察
し
て
み
る
。

五-

一　

語
り
手
と
聞
き
手
の
関
係
性

　

本
研
究
活
動
に
お
い
て
思
い
出
の
聞
き
取
り
調
査
を
進
め
て
い
て
、
あ

ら
た
め
て
強
く
感
じ
た
の
は
「
語
り
手
と
い
う
存
在
は
、
聞
き
手
な
し
に

は
存
在
し
得
な
い
。」
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　

老
人
ク
ラ
ブ
の
み
な
さ
ん
が
、
生
き
生
き
と
お
話
し
し
て
く
だ
さ
る
一

方
で
、「
こ
ん
な
話
で
い
い
ん
か
？　

わ
し
ら
は
、
こ
れ
が
普
通
や
か
ら

な
ぁ
。」「
息
子
に
も
孫
に
も
こ
ん
な
話
を
す
る
こ
と
な
い
わ
。
あ
ん
た
ら

は
一
生
懸
命
聞
い
て
く
れ
る
の
で
、
な
ん
や
い
っ
ぱ
い
思
い
出
す
わ
。」

と
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
た
の
が
大
変
印
象
深
い
。
我
々
研
究
ス
タ
ッ
フ
に

と
っ
て
、
こ
れ
ほ
ど
の
奥
深
さ
と
広
が
り
を
持
つ
「
仰
木
固
有
の
風
土
や

文
化
、
暮
ら
し
の
情
景
」
は
、
仰
木
の
方
々
に
と
っ
て
は
「
日
常
の
あ
り

き
た
り
な
も
の
」「
あ
っ
て
当
た
り
前
の
も
の
」
な
の
だ
。
そ
し
て
、
こ

の
膨
大
な
思
い
出
は
、
学
生
ス
タ
ッ
フ
や
研
究
員
と
い
う
聞
き
手
が
い
な

け
れ
ば
、
子
に
も
孫
に
も
誰
に
も
ほ
と
ん
ど
語
ら
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た

の
だ
。

　

文
章
も
（
絵
な
ど
も
）
読
者
が
い
な
け
れ
ば
何
も
伝
え
る
こ
と
が
で
き

な
い
が
、
筆
者
が
伝
え
る
意
志
が
あ
り
書
き
残
せ
ば
、
書
か
れ
た
時
か
ら

時
間
を
経
て
も
誰
か
が
興
味
を
持
っ
て
読
む
可
能
性
が
あ
る
。
一
方
で
、

語
り
は
、
語
り
手
と
聞
き
手
が
同
じ
時
空
を
共
有
し
な
け
れ
ば
成
立
し
な

い
。
録
音
で
一
人
語
り
を
残
す
と
い
う
方
法
も
あ
る
が
、
聞
き
手
が
共
感

や
信
頼
を
持
っ
て
語
り
手
の
話
を
聞
く
の
と
で
は
、
語
ら
れ
る
内
容
は

ま
っ
た
く
変
わ
っ
て
く
る
だ
ろ
う
。
た
と
え
相
づ
ち
だ
け
で
あ
っ
て
も
、

聞
き
手
と
語
り
手
の
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
相
互
作
用
に
よ
り
、
た
く
さ
ん
の

思
い
出
が
つ
む
が
れ
、
言
葉
や
エ
ピ
ソ
ー
ド
や
感
情
が
豊
か
に
語
ら
れ
る

こ
と
に
な
る
。
本
研
究
の
成
功
の
ポ
イ
ン
ト
は
、
語
り
手
と
聞
き
手
が
上

手
く
か
み
合
っ
た
状
況
を
つ
く
り
上
げ
た
こ
と
が
大
き
い
。

　

語
り
手
の
仰
木
の
お
じ
い
ち
ゃ
ん
や
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
に
と
っ
て
、
聞
き

手
が
地
域
外
の
仰
木
と
は
全
く
違
っ
た
環
境
で
育
っ
た
人
で
、
孫
の
世
代

の
学
生
た
ち
で
あ
っ
た
こ
と
が
実
は
重
要
だ
っ
た
の
だ
と
思
う
。
生
活
文

化
が
異
な
る
別
の
価
値
観
を
持
っ
た
外
の
目
だ
か
ら
こ
そ
、
そ
の
地
域
の

際
立
っ
た
個
性
や
魅
力
を
見
い
だ
せ
る
と
い
う
こ
と
。
こ
う
し
た
研
究
に

お
い
て
、学
生
の
純
粋
な
興
味
や
驚
き
、発
見
が
、地
域
の
人
の
「
慣
れ
」

を
刺
激
し
、
固
有
の
価
値
を
啓
く
大
き
な
力
に
な
る
と
感
じ
た
。（
写
真

32
・
33
）
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五-

二　

思
い
出
を
語
り
直
し
、
過
去
を
育
て
る

　

思
い
出
を
語
る
と
い
う
こ
と
は
、
過
去
の
出
来
事
や
事
実
を
単
純
に
そ

の
ま
ま
述
べ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
今
の
状
況
に
よ
っ
て
（
語
り
手
自

身
の
気
持
ち
や
誰
が
聞
き
手
か
な
ど
に
よ
っ
て
）
同
じ
エ
ピ
ソ
ー
ド
で
も

全
く
違
っ
た
語
り
が
展
開
さ
れ
る
だ
ろ
う
。
い
わ
ば
、
思
い
出
を
そ
の
都

度
語
り
直
し
、
語
り
を
通
し
て
思
い
出
を
も
う
一
度
体
験
し
直
す
と
い
う

感
じ
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
聞
き
手
に
語
っ
て
聞
か
せ
る
こ
と
を
通
し
て

語
り
手
自
身
に
と
っ
て
の
思
い
出
の
意
味
が
変
容
し
て
い
る
よ
う
に
思
え

る
。
楽
し
い
思
い
出
、
つ
ら
い
思
い
出
、
苦
し
い
、
悲
し
い
思
い
出
な
ど
、

そ
う
し
た
思
い
出
を
今
ど
ん
な
気
持
ち
で
語
る
か
、
ま
た
、
聞
き
手
が
ど

う
受
け
取
っ
て
く
れ
る
か
に
よ
っ
て
思
い
出
の
意
味
合
い
が
変
わ
り
、
つ

ら
い
話
が
笑
い
話
に
変
容
し
た
り
す
る
。「
思
い
出
す
」
と
い
う
こ
と
は
、

単
に
過
去
を
現
在
に
引
っ
ぱ
っ
て
く
る
こ
と
で
は
な
く
「
過
去
（
記
憶
や

思
い
出
）
を
育
て
る
」
と
い
う
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
な
活
動
で
あ
る
と
言
え

る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
過
去
を
振
り
返
り
、
過
去
を
語
る
こ
と
で
、

過
去
の
出
来
事
（
体
験
）
の
文
脈
が
変
化
し
新
た
な
意
味
を
持
つ
と
す
れ

ば
、
そ
れ
は
今
の
自
分
が
変
わ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
も
し
か
す
る
と

語
り
を
通
し
て
「
過
去
を
育
て
る
」
こ
と
は
、
そ
の
人
の
今
を
少
し
幸
せ

に
す
る
キ
ー
に
な
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

　
「
ふ
る
さ
と
カ
ル
タ
づ
く
り
」
は
、
前
述
の
創
造
的
な
サ
イ
ク
ル
を
効

果
的
に
生
み
出
し
「
過
去
を
育
て
る
」
と
い
う
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
な
仕
組

み
だ
と
思
う
。
ま
た
そ
の
活
用
は
、
個
人
や
地
域
や
世
代
を
越
え
て
思
い

出
を
つ
な
ぎ
な
お
し
、
地
域
や
土
地
の
「
記
憶
を
育
て
る
」
仕
組
み
。
人

と
人
を
つ
な
ぎ
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
を
再
生
し
、
未
来
に
つ
な
げ
て
い
く

仕
組
み
と
言
え
よ
う
。

結
び
（
担
当
：
永
江
） �

　

地
域
の
方
々
の
思
い
出
、
生
き
た
言
葉
を
手
が
か
り
に
生
活
文
化
を
浮

き
彫
り
に
し
、
そ
の
中
で
そ
の
土
地
な
ら
で
は
の
特
別
な
読
み
札
を
決
め

て
い
く
こ
と
か
ら
取
り
組
ん
だ
本
研
究
活
動
で
は
、「
地
域
に
入
り
、
地

域
を
学
び
、
地
域
の
方
々
と
共
に
生
き
生
き
と
活
動
す
る
こ
と
」
の
素
晴

ら
し
さ
や
難
し
さ
を
学
ぶ
大
き
な
機
会
と
な
っ
た
。

　

完
成
し
た
「
仰
木
ふ
る
さ
と
カ
ル
タ
」
に
対
し
て
や
当
時
の
研
究
活
動

写真32：聞き取りの様子

写真33：聞き取りの様子
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を
振
り
返
っ
て
、
仰
木
の
み
な
さ
ん
か
ら
は
い
ろ
い
ろ
な
反
応
が
聞
か
れ

た
。

　

一
番
気
に
な
っ
て
い
た
「
仰
木
ら
し
さ
」
に
つ
い
て
は
、
当
時
読
み
札

決
定
に
ご
協
力
い
た
だ
い
た
畦
草
会
の
会
長
さ
ん
か
ら
「
四
八
枚
の
読
み

札
に
つ
い
て
は
『
あ
ん
じ
ょ
う
言
う
て
く
れ
た
な
』
と
み
ん
な
言
っ
て
く

れ
る
。
仰
木
な
ら
で
は
の
カ
ル
タ
と
し
て
ほ
と
ん
ど
の
人
が
理
解
し
て
く

れ
た
。」
と
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
た
だ
け
た
。「
展
覧
会
用
に
読
み
札
の
読
み

上
げ
を
録
音
し
た
と
き
は
、
ど
ん
な
リ
ズ
ム
で
読
む
か
い
ろ
い
ろ
考
え

た
。」「
仰
木
の
人
は
何
で
も
『
晴
れ
が
ま
し
い
ん
で
』
と
控
え
め
で
積
極

性
が
足
ら
ん
よ
う
に
思
う
。
で
も
、
聞
き
取
り
の
時
は
孫
に
し
ゃ
べ
る
よ

う
な
感
じ
だ
っ
た
か
ら
か
み
ん
な
よ
う
し
ゃ
べ
っ
た
な
。
思
い
出
話
に
な

る
と
俳
句
の
会
で
も
一
句
に
対
し
て
み
ん
な
一
斉
に
し
ゃ
べ
る
。」
な
ど

当
時
を
振
り
返
っ
て
お
話
し
さ
れ
た
。
ま
た
、「
他
所
に
お
嫁
入
り
し
た

妹
た
ち
に
カ
ル
タ
を
買
っ
て
あ
げ
た
。
仰
木
で
育
っ
た
こ
と
が
な
つ
か
し

い
と
、
み
ん
な
喜
ん
で
く
れ
る
。」「
聞
き
取
り
資
料
を
見
返
し
て
、
み
な

さ
ん
が
こ
ん
な
に
た
く
さ
ん
書
い
て
く
れ
て
は
る
の
を
見
て
感
動
し
た
。」

「
う
れ
し
ゅ
う
て
、
何
回
も
読
み
返
し
と
っ
た
ら
覚
え
て
し
も
た
。」「
カ

ル
タ
を
見
て
る
と
、
読
み
札
以
外
に
も
仰
木
に
は
こ
ん
な
こ
と
や
あ
ん
な

こ
と
、
ま
だ
ま
だ
た
く
さ
ん
え
え
こ
と
が
あ
る
な
ぁ
と
思
う
。
例
え
ば
食

だ
け
で
も
四
八
枚
ま
だ
で
き
る
で
。」「
え
え
の
ん
作
っ
て
く
れ
た
。
仰
木

の
宝
も
の
や
な
ぁ
。」
な
ど
、
い
ろ
い
ろ
な
方
か
ら
お
声
を
い
た
だ
い
て
、

本
当
に
や
り
遂
げ
て
良
か
っ
た
と
思
え
た
。

　

し
か
し
、
本
研
究
活
動
や
「
仰
木
ふ
る
さ
と
カ
ル
タ
」
が
本
当
の
意
味

で
真
価
を
問
わ
れ
る
の
は
こ
れ
か
ら
な
の
だ
と
思
う
。
カ
ル
タ
が
家
庭
や

地
域
の
中
で
ど
う
活
か
さ
れ
て
「
仰
木
固
有
の
風
土
や
文
化
、
暮
ら
し
の

情
景
」
を
ど
う
次
世
代
に
つ
な
げ
て
い
く
の
か
、
世
代
を
越
え
た
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
結
ぶ
ツ
ー
ル
と
し
て
仰
木
や
そ
の
他
の
地
域
で
積
極
的

に
活
用
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
し
た
い
。
ま
た
、
本
研
究
活
動
に
携
わ
っ
た

学
生
ス
タ
ッ
フ
た
ち
は
今
、
全
員
が
本
学
を
卒
業
し
社
会
人
と
し
て
一
歩

を
踏
み
出
し
て
い
る
。
フ
ァ
ン
シ
ー
グ
ッ
ズ
の
デ
ザ
イ
ナ
ー
、
車
の
フ
ロ

ア
マ
ッ
ト
な
ど
の
デ
ザ
イ
ナ
ー
、
広
告
制
作
、
漫
画
家
の
ア
シ
ス
タ
ン
ト
、

地
産
地
消
の
間
伐
材
な
ど
を
利
用
し
た
木
製
家
具
の
工
房
、
建
築
設
計
事

務
所
、
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
を
拠
点
に
Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
活
動
を
サ
ポ
ー
ト
し

ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す
る
仕
事
、
タ
ウ
ン
誌
の
編
集
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
の

生
き
方
を
通
し
て
人
や
地
域
や
社
会
と
関
わ
っ
て
い
る
。
彼
ら
が
そ
れ
ぞ

れ
の
居
場
所
を
大
切
に
し
て
今
後
さ
ま
ざ
ま
な
形
で
活
躍
し
て
い
く
こ
と

も
ま
た
、
本
研
究
活
動
の
成
果
と
言
え
る
の
だ
と
思
う
。

�

謝　

辞

　

本
学
近
江
学
研
究
所
研
究
員
の
大
原
歩
氏
と
加
藤
賢
治
氏
が
、
本
研
究
の
共
同
研
究

者
で
あ
る
。
大
原
歩
研
究
員
は
、
学
生
の
頃
よ
り
仰
木
を
フ
ィ
ー
ル
ド
と
し
た
「
地
蔵

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
と
い
う
研
究
チ
ー
ム
で
活
動
し
、
仰
木
公
民
館
に
務
め
て
い
た
経
験

も
あ
り
、
本
研
究
に
お
い
て
大
学
と
仰
木
を
つ
な
ぐ
役
割
を
担
っ
て
い
た
だ
い
た
。
学

生
へ
の
指
導
、
研
究
活
動
の
サ
ポ
ー
ト
、
研
究
の
記
録
（
録
音
、
撮
影
）
等
、
本
研
究

を
推
進
す
る
上
で
欠
か
せ
な
い
存
在
で
あ
っ
た
。
加
藤
賢
治
研
究
員
は
、「
仰
木
・
堅
田

の
祭
礼
」
を
研
究
し
て
こ
ら
れ
、
特
に
上
仰
木
で
の
調
査
に
多
大
な
ご
助
力
を
い
た
だ
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い
た
。
ま
た
、
仰
木
在
住
の
た
く
さ
ん
の
方
々
の
ご
協
力
な
く
し
て
、
本
研
究
の
取
り

組
み
は
あ
り
得
な
い
。
聞
き
取
り
調
査
に
ご
出
席
い
た
だ
い
た
仰
木
学
区
老
人
ク
ラ
ブ

連
合
会
の
方
々
、
わ
ら
草
履
づ
く
り
や
納
豆
餅
、
手
づ
く
り
味
噌
な
ど
を
ご
指
導
い
た

だ
い
た
方
々
、読
み
札
を
一
緒
に
推
敲
し
て
く
だ
さ
っ
た
仰
木
の
俳
句
の
会
「
畦
草
会
」

の
方
々
な
ど
、
総
勢
五
十
名
以
上
に
及
ぶ
方
々
が
学
生
と
温
か
く
接
し
て
く
だ
さ
り
、

多
大
な
ご
協
力
を
い
た
だ
い
た
。
他
に
も
一
八
五
通
の
ア
ン
ケ
ー
ト
を
記
入
し
て
く
だ

さ
っ
た
方
々
や
仰
木
で
出
会
っ
た
多
く
の
方
々
に
、
ふ
る
さ
と
カ
ル
タ
へ
の
期
待
と
励

ま
し
の
応
援
を
た
く
さ
ん
い
た
だ
い
た
。
こ
こ
に
感
謝
の
意
を
表
す
る
。

調
査
・
制
作
協
力

仰
木
学
区
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
、
俳
句
の
会
「
畦
草
会
」、
仰
木
学
区
自
治
連
合
会
、
大

津
市
立
仰
木
小
学
校
、
大
津
市
立
仰
木
市
民
セ
ン
タ
ー
、
仰
木
ふ
れ
あ
い
夏
祭
り
実
行

委
員
会

�

学
生
ス
タ
ッ
フ
（
敬
称
略
）

梅
下
菜
々
美
、
益
友
花
子
、
兼
森
絢
子
、
日
下
部
ま
こ
、
小
池
由
華
、
後
藤
美
子
、
小

林
佳
紫
、
鈴
木
沙
季
、
関
戸
望
、
長
野
明
代
、
永
禮
尊
大
、
宮
本
暖
子　

以
上
十
二
名

が
学
生
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
研
究
を
支
え
た
。
あ
わ
せ
て
、
感
謝
の
意
を
表
す
る
。
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一
、
は
じ
め
に �

　

絵
馬
の
現
況
調
査
は
、
当
初
設
定
し
た
三
年
の
調
査
期
間
も
後
半
に
入

り
、
二
〇
一
五
年
度
で
区
切
り
を
迎
え
る
こ
と
に
な
る
の
だ
が
、
滋
賀
県

全
域
調
査
が
達
成
で
き
ず
に
ま
だ
未
調
査
地
域
が
残
る
状
況
で
あ
る
。
ま

た
、
調
査
途
中
に
日
吉
大
社
蔵
長
沢
芦
雪
筆
「
猿
図
」
絵
馬
と
出
会
い
、

詳
細
調
査
に
加
え
て
復
元
作
業
を
委
託
さ
れ
る
に
至
っ
た
。
芦
雪
研
究
の

資
料
と
し
て
学
術
的
に
貴
重
な
も
の
で
あ
る
が
、
署
名
落
款
と
願
主
名
を

残
す
だ
け
で
、
お
ぼ
ろ
げ
に
猿
で
あ
ろ
う
形
が
見
え
る
だ
け
の
絵
馬
で
あ

る
。
一
枚
の
絵
馬
を
徹
底
し
て
調
査
で
き
る
こ
と
は
貴
重
な
経
験
で
あ
る

が
、同
時
に
現
況
調
査
の
時
間
を
削
る
こ
と
に
な
っ
た
。
長
沢
芦
雪
筆「
猿

図
」
絵
馬
は
、
研
究
と
合
わ
せ
て
学
生
を
中
心
に
復
元
作
業
を
進
め
、
奉

納
当
初
の
姿
を
復
元
で
き
た
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
『
文
化
誌
「
近
江
学
」

第
８
号
』（
二
〇
一
六
年
一
月
発
行
）
に
復
元
模
写
の
詳
細
を
挙
げ
て
い

る
の
で
本
文
で
は
割
愛
す
る
。

　

二
〇
一
四
年
前
半
ま
で
の
調
査
報
告
は
『
成
安
造
形
大
学
附
属
近
江
学

研
究
所
紀
要
第
４
号
』（
二
〇
一
五
年
三
月
発
行
）
で
取
り
上
げ
て
い
る

の
で
、
今
回
は
そ
の
後
の
調
査
報
告
と
な
る
。
こ
れ
ま
で
に
引
き
続
き
大

••••••••••••••••••••••••••••••
Name�:
YOSHIMURA　Toshiaki

Title�:
Status�Survey�of�Omi’s�Emas:�Part�Two

Summary�:�
In�this,�the�last�year�of�the�status�survey�of�Omi’s�Emas,�I�will�
conclude�my�report�on� the�results�of� the�survey.�While� the�
original�target�was�a�survey�of�the�Emas�in�all�regions�of�Shiga�
Prefecture,�as� the�survey�progressed� it�became�clear� that� it�
would�not�be�possible� to�report�on�all�of� them�on� the�same�
scale.�Here,�rather�than�simply�presenting�a� list�of� facts�from�
the�Shiga�Prefecture�status�survey,� I�will�shed� light�on�some�
special� regional�characteristics�and�present� lesser-known�de-
tails�of�the�findings�of�the�Ema�survey.

••••••••••••••••••••••••••••••

「
近
江
の
絵
馬
」
現
況
調
査　

調
査
報
告 

２
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津
市
仰
木
以
北
、
高
島
市
、
長
浜
市
高
月
以
北
の
調
査
を
一
年
三
ヶ
月
か

け
て
行
っ
た
。
ち
ょ
う
ど
琵
琶
湖
西
岸
か
ら
湖
北
に
至
る
琵
琶
湖
を
半
周

す
る
調
査
区
域
と
な
っ
た
。
報
告
に
は
間
に
合
わ
な
い
が
草
津
市
、
近
江

八
幡
市
、
彦
根
市
な
ど
も
年
度
内
の
調
査
予
定
に
組
み
込
ん
で
い
る
。
大

津
市
の
石
山
寺
、
比
叡
山
延
暦
寺
、
ま
た
長
浜
市
の
竹
生
島
に
は
貴
重
な

絵
馬
が
存
在
す
る
こ
と
が
わ
か
っ
て
い
る
が
、
次
年
度
の
追
加
調
査
に
含

め
る
こ
と
で
慎
重
に
取
り
組
み
た
い
。

二
、
絵
馬
の
地
域
的
特
徴 �

　

先
に
述
べ
た
よ
う
に
非
常
に
広
範
囲
に
な
っ
て
い
て
、
地
域
文
化
の
違

い
か
ら
特
徴
を
一
括
し
て
述
べ
る
の
は
困
難
で
あ
る
。
行
政
区
画
と
は
や

や
異
な
る
が
、
文
化
的
相
違
面
か
ら
「
堅
田
・
旧
志
賀
町
」「
高
島
・
新
旭
・

安
曇
川
・
今
津
・
マ
キ
ノ
」「
朽
木
」「
西
浅
井
・
余
呉
・
木
之
本
・
高
月
」

に
大
別
し
て
概
要
を
述
べ
る
。

堅
田
・
旧
志
賀
町

　

大
津
市
堅
田
は
交
通
の
要
衝
で
あ
り
比
較
的
大
き
な
神
社
が
あ
る
に
も

か
か
わ
ら
ず
絵
馬
の
存
在
が
少
な
い
地
域
で
あ
る
。
大
津
市
真
野
の
神
田

神
社
の
絵
馬
堂
は
焼
失
。
大
津
市
伊
香
立
途
中
町
の
還
来
神
社
（
も
ど
ろ

き
）
の
絵
馬
は
確
認
で
き
て
い
な
い
。
旧
志
賀
町
地
域
も
未
確
認
で
あ
る
。

絵
馬
の
存
在
が
確
認
で
き
る
の
は
唯
一
、
若
狭
街
道
沿
い
の
葛
川
坊
村
息

障
明
王
院
で
あ
る
。
地
域
的
特
徴
は
明
ら
か
に
し
に
く
く
調
査
結
果
は
明

王
院
の
項
で
改
め
て
詳
細
を
述
べ
る
。

高
島
市　

新
旭
・
安
曇
川
・
今
津
・
マ
キ
ノ

　

堅
田
・
旧
志
賀
町
に
続
く
北
国
海
道
沿
い
の
地
域
で
あ
る
。
白
髭
神
社

な
ど
全
国
で
も
知
ら
れ
る
神
社
が
あ
り
、
社
寺
を
中
心
に
地
域
に
根
付
い

た
祭
事
が
多
く
み
ら
れ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
こ
の
地
域
も
絵
馬
は
あ
ま

り
な
い
。
た
だ
、
マ
キ
ノ
町
海
津
天
神
社
に
は
狩
野
山
楽
筆
「
繋
馬
図
」、

「
三
十
六
歌
仙
図
」、
新
旭
町
大
田
神
社
に
は
原
在
中
筆
「
曳
馬
図
」
な

ど
が
あ
り
、
京
都
の
錚
々
た
る
画
家
の
絵
馬
が
存
在
す
る
。
こ
れ
ら
の
絵

馬
は
地
域
の
信
仰
よ
り
も
、
そ
れ
ぞ
れ
の
社
寺
が
徳
川
家
や
京
都
の
社
寺

の
直
轄
で
あ
っ
た
な
ど
、
中
央
権
力
と
の
繋
が
り
が
あ
っ
た
こ
と
に
よ
り
、

絵
馬
が
奉
納
さ
れ
た
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

高
島
市　

朽
木

　

現
在
は
山
中
の
奥
深
い
地
域
に
見
え
る
が
、
過
去
に
は
京
都
、
若
狭
を

結
ぶ
若
狭
街
道
沿
い
の
街
道
筋
と
し
て
繁
栄
し
た
。
地
理
的
に
は
京
都
、

大
津
か
ら
は
程
遠
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
多
く
の
絵
馬
が
存
在
す
る
。
京
都

の
木
材
の
供
給
地
で
あ
り
、
長
ら
く
朽
木
氏
の
支
配
下
で
歴
史
的
に
も
独

自
性
を
保
っ
て
き
た
。
そ
の
た
め
独
特
の
「
し
こ
ぶ
ち
信
仰
」
な
ど
が
あ

り
、
信
仰
に
つ
い
て
は
古
式
の
し
き
た
り
を
保
っ
て
い
る
。
絵
馬
奉
納
は

比
較
的
近
年
ま
で
習
慣
と
し
て
残
っ
て
い
て
平
成
に
奉
献
さ
れ
た
絵
馬
も

見
る
こ
と
が
で
き
る
。
氏
子
に
よ
る
様
々
な
祈
願
や
成
就
に
関
わ
る
多
様

な
絵
馬
が
あ
り
、
天
変
地
異
を
含
め
時
節
折
々
の
奉
納
は
、
氏
神
信
仰
と
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た
、
調
査
し
た
も
の
の
絵
馬
が
無
い
、
も
し
く
は
近
年
の
懸
額
の
み
現
存

す
る
場
合
、
あ
る
い
は
写
真
、
刺
繍
の
よ
う
に
今
回
の
絵
画
的
要
素
に
限

定
し
た
調
査
と
し
て
は
対
処
し
に
く
い
も
の
に
つ
い
て
は
社
寺
名
の
み
取

り
上
げ
ま
と
め
た
。

大
津
市
葛
川
坊
村　

息
障
明
王
院
（
そ
く
し
ょ
う
み
ょ
う
お
う
い
ん
）

　

調
査
は
参
籠
行
事
も
い
れ
て
合
計
三
回
と
な
っ
た
。
最
終
二
〇
一
四
年

十
一
月
三
〇
日
に
延
暦
寺
お
よ
び
明
王
院
の
許
可
を
得
て
詳
細
調
査
と
写

真
撮
影
を
行
っ
た
。
明
王
院
は
安
曇
川
沿
い
の
若
狭
街
道
に
面
し
た
天
台

修
験
の
寺
院
で
あ
る
。
貞
観
元
年
（
八
五
九
）
開
山
と
伝
え
ら
れ
る
。
回

峰
行
と
葛
川
参
籠
で
知
ら
れ
、
七
月
に
は
「
太
鼓
廻
し
」
行
事
が
行
わ
れ

る
。
文
化
財
も
多
い
。
絵
馬
は
本
堂
外
陣
に
懸
け
ら
れ
て
い
て
、
状
態
の

良
い
も
の
が
十
三
点
存
在
す
る
。

　
「
宇
治
川
先
陣
争
い
図
」（
写
真
３
）
横
二
二
五
㎝
の
大
絵
馬
で
延
享
三

年
（
一
七
四
六
）
の
奉
納
年
、
願
主
の
中
村
某
が
読
み
取
れ
る
。
剥
落
が

進
ん
で
い
る
た
め
絵
師
名
に
つ
い
て
は
確
認
で
き
な
い
。
顔
、
目
の
表
情

や
馬
の
表
現
に
江
戸
中
期
の
絵
画
的
特
徴
が
見
ら
れ
る
。梶
原
景
季
、佐
々

木
高
綱
と
周
り
の
兵
が
多
数
描
か
れ
躍
動
感
に
あ
ふ
れ
る
絵
馬
で
あ
る
。

　
「
朝
比
奈
と
鬼
の
首
引
き
図
」（
写
真
４
）
絵
馬
で
よ
く
取
り
上
げ
ら
れ

る
題
材
。
横
一
ｍ
弱
。
保
存
状
態
が
よ
く
汚
れ
が
少
な
く
細
部
ま
で
奉
納

当
時
の
様
子
が
確
認
で
き
る
。
万
治
二
年
（
一
六
五
九
）
京
願
主
八
人
と

あ
る
。「
源
氏
物
語
図
（
明
石
）」（
写
真
５
）
横
一
五
一
㎝
。
額
に
は
飾

り
金
具
が
つ
き
贅
沢
な
絵
馬
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
が
、
状
態
は
良
く

絵
馬
奉
納
の
関
係
を
よ
く
伝
え
て
い
る
。

長
浜
市　

西
浅
井
・
余
呉
・
木
之
本
・
高
月

　

西
浅
井
町
に
は
菅
浦
の
須
賀
神
社
な
ど
、
鎮
守
社
と
し
て
特
徴
の
あ
る

神
社
が
あ
る
が
、
余
呉
町
も
含
め
て
絵
馬
は
確
認
で
き
な
い
。
北
国
海
道

沿
い
の
湖
西
堅
田
以
北
、
湖
北
の
西
浅
井
・
余
呉
地
域
は
絵
馬
が
ほ
と
ん

ど
確
認
で
き
な
い
。
発
句
等
の
懸
額
も
少
な
く
絵
馬
奉
納
の
習
慣
が
な

か
っ
た
か
、
早
く
に
な
く
な
っ
た
か
で
あ
ろ
う
。

　

木
之
本
・
高
月
地
域
は
神
仏
習
合
が
色
濃
く
残
り
、
観
音
信
仰
と
合
わ

せ
て
寺
院
に
絵
馬
が
多
く
残
さ
れ
て
い
る
。
北
国
街
道
沿
い
で
あ
り
遠
方

か
ら
の
参
詣
が
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
中
央
の
絵
師
に
よ
る
も
の
で
は
な
い

が
大
絵
馬
も
あ
り
、
寺
院
ま
た
は
京
都
の
寺
院
の
よ
う
に
宿
坊
に
絵
馬
が

奉
納
さ
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
現
在
も
檀
家
、
氏
子
に
よ
り
大
切
に
さ

れ
、
長
浜
城
歴
史
博
物
館
な
ど
で
精
緻
な
調
査
が
行
わ
れ
、
画
題
や
作
者

に
つ
い
て
明
ら
か
に
な
っ
て
い
る
。

三
、
調
査
社
寺
と
絵
馬
の
概
要 �

　

こ
こ
で
は
、
紀
要
第
４
号
に
あ
げ
た
調
査
に
続
け
て
行
っ
た
二
〇
一
四

年
九
月
以
降
の
調
査
社
寺
の
概
要
お
よ
び
、
絵
馬
数
が
多
い
、
あ
る
い
は

特
筆
す
べ
き
絵
馬
が
存
在
す
る
と
こ
ろ
に
つ
い
て
さ
ら
に
詳
細
を
述
べ
る
。

事
前
の
社
殿
状
況
調
査
や
電
話
に
よ
る
確
認
調
査
で
絵
馬
が
存
在
し
な
い

と
思
わ
れ
る
神
社
に
つ
い
て
は
詳
細
調
査
の
対
象
か
ら
外
し
て
い
る
。
ま
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な
い
。
文
字
は
判
読
で
き
な
い
。
画
風
、
絵
の
具
の
状
態
か
ら
宇
治
川
先

陣
争
い
と
さ
ほ
ど
変
わ
ら
な
い
江
戸
中
期
の
奉
納
で
あ
ろ
う
か
。

　
「
神
功
皇
后
図
」（
写
真
６
）
横
一
四
六
㎝
。
願
主
近
江
屋
某
が
判
読
で

き
る
も
の
の
他
の
文
字
は
確
認
で
き
な
い
。
同
様
に
江
戸
中
期
で
あ
ろ
う

か
。

　

他
に
安
政
二
年
（
一
八
五
五
）
奉
納
の
「
武
者
絵
」、
奉
納
年
不
明
一

対
の
「
弁
慶
・
牛
若
丸
図
」、寛
政
三
年
（
一
七
九
一
）
奉
納
「
馬
図
」、「
那

須
与
一
図
」「
旭
に
松
図
」、
朽
木
地
域
で
も
度
々
名
が
出
て
く
る
絵
師
白

鴎
池
田
光
筆
の
明
治
二
五
年
奉
納
「
西
王
母
図
」
な
ど
が
あ
る
。

写真1：明王院

写真2：記録写真撮影風景

写真4：朝比奈と鬼の首引き図／万治二年

写真6：神功皇后図／年代不明

写真3：宇治川先陣争い図／延享三年

写真5：源氏物語図（明石）／年代不明
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高
島
市
朽
木
中
牧　

大
宮
神
社

　

予
備
調
査
を
入
れ
て
二
回
の
調
査
を
行
う
。
山
間
地
な
が
ら
広
い
境
内

を
持
つ
。
本
殿
は
覆
屋
が
あ
り
摂
社
と
し
て
八
幡
神
社
、
遥
拝
所
常
神
社

（
若
狭
常
神
）
が
あ
る
。
宮
司
や
宮
管
理
、
宮
守
な
ど
役
に
よ
り
社
務
所

入
り
口
や
座
の
位
置
が
決
ま
っ
て
い
る
な
ど
、
信
仰
の
伝
統
が
継
承
さ
れ

て
い
る
。
朽
木
清
継
宮
司
の
立
ち
合
い
の
も
と
覆
屋
の
奥
ま
で
絵
馬
の
調

査
を
行
い
、
傷
み
打
ち
捨
て
ら
れ
た
小
絵
馬
な
ど
も
改
め
て
取
り
出
し
確

認
と
撮
影
が
で
き
た
。
氏
子
の
方
々
も
絵
馬
に
つ
い
て
は
さ
ほ
ど
関
心
事

で
は
な
か
っ
た
た
め
、
思
っ
た
以
上
に
絵
馬
が
あ
る
こ
と
や
剥
落
、
破
損

な
ど
状
態
が
悪
い
こ
と
に
気
付
き
、
保
存
の
必
要
性
を
感
じ
た
よ
う
で
あ

る
。

　

絵
馬
は
総
数
二
〇
点
。
中
型
の
大
絵
馬
が
本
殿
に
六
点
、
社
務
所
に
三

点
の
計
九
点
が
現
存
し
て
い
る
。
小
絵
馬
は
本
殿
、
摂
社
で
十
一
点
確
認

で
き
た
。

　

江
戸
期
と
し
て
は
、
文
化
（
一
八
〇
四
か
ら
一
八
一
八
）
の
元
号
の
あ

る
武
者
絵
「
真
田
十
勇
士
図
（
三
好
青
海
入
道
）」
横
七
六
㎝
、
文
久
元

年
（
一
八
六
一
）
に
あ
た
る
文
久
辛
酉
年
の
氏
子
中
奉
納
「
桜
井
の
別
れ

図
」
横
一
二
三
㎝
が
あ
る
。
と
も
に
剥
落
が
ひ
ど
く
状
態
は
良
く
な
い
。

社
務
所
内
に
は
弘
化
四
年
未（
一
八
四
七
）奉
納
の
武
者
絵「
巴
御
前
図
」

（
写
真
８
）、
天
保
十
三
壬
年
（
一
八
四
二
）
氏
子
中
奉
納
の
「
厳
島
神

社
境
内
図
」
が
あ
る
。
と
も
に
中
型
の
絵
馬
で
室
内
に
あ
る
た
め
本
殿
の

絵
馬
よ
り
状
態
は
い
い
。

　

本
殿
に
向
か
っ
て
右
に
生
杉
の
山
本
氏
奉
納
「
神
功
皇
后
と
武
内
宿
禰

図
」
横
六
八
㎝
、
左
に
明
治
三
六
年
「
尉
と
姥
図
」（
写
真
９
）
横
八
八

㎝
が
あ
る
。
神
功
皇
后
に
は
七
三
翁
白
鷗
池
田
光
重
の
絵
師
名
が
あ
る
。

尉
と
姥
に
は
絵
師
の
名
が
な
い
も
の
の
画
風
筆
跡
よ
り
同
じ
く
白
鷗
の
絵

写真7：大宮神社本殿　氏子の方々に話を聞く

写真8：巴御前図／弘化四年

写真9：尉と姥図　白鷗池田光重／明治三十 
六年
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高
島
市
朽
木
能
家　

山
神
神
社
（
さ
ん
じ
ん
じ
ん
じ
ゃ
）

　

予
備
調
査
を
入
れ
て
三
回
の
調
査
を
行
う
。
由
緒
等
不
明
だ
が
明
治
初

期
村
社
に
列
せ
ら
れ
て
い
る
。
本
殿
お
よ
び
覆
屋
は
比
較
的
新
し
い
。
絵

馬
は
拝
殿
と
寄
り
合
い
所
を
兼
ね
た
建
物
内
に
あ
る
の
だ
が
、
こ
の
建
物

が
建
築
と
し
て
貴
重
で
あ
る
。
ト
タ
ン
屋
根
で
覆
わ
れ
て
い
る
が
内
部
は

茅
葺
で
、
寄
り
合
い
の
間
は
囲
炉
裏
が
き
ら
れ
て
い
る
。
能
家
集
落
は
限

界
集
落
に
な
っ
て
お
り
、
別
途
聞
き
取
り
も
含
め
て
精
細
な
調
査
が
必
要

で
あ
る
。

　

絵
馬
数
四
四
点
。
絵
馬
は
小
絵
馬
が
大
半
で
あ
る
。
や
や
大
ぶ
り
の
も

の
も
あ
る
が
画
題
か
ら
小
絵
馬
に
あ
た
る
と
思
わ
れ
る
。
屋
内
と
は
い
え

雪
深
い
と
こ
ろ
で
も
あ
り
保
存
状
態
は
良
い
と
は
い
え
な
い
。
以
前
は

も
っ
と
あ
っ
た
が
盗
難
に
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
絵
馬
を
収
納
し

公
開
し
な
い
と
こ
ろ
も
増
え
て
い
る
が
、
奉
納
懸
額
の
意
味
か
ら
す
れ
ば

い
か
が
な
も
の
か
と
も
思
え
、
難
し
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。
絵
馬
の
状
態
を

こ
れ
以
上
劣
化
さ
せ
な
い
こ
と
と
、
開
放
さ
れ
た
状
態
で
の
盗
難
防
止
に

対
処
す
る
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。

　

拝
殿
内
の
四
面
に
計
三
二
点
の
絵
馬
が
掛
け
ら
れ
て
い
る
。
江
戸
末
期

寛
政
、
享
和
、
文
政
の
絵
馬
が
九
点
存
在
す
る
が
破
損
、
剥
落
で
形
を
と

ど
め
な
い
も
の
も
多
い
。
画
風
は
朽
木
、
葛
川
の
小
絵
馬
に
共
通
し
た
も

の
が
見
受
け
ら
れ
る
。
山
間
部
だ
が
江
戸
後
期
に
は
盛
ん
に
絵
馬
奉
納
が

な
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
残
り
は
明
治
か
ら
大
正
に
か
け
て
の
絵

馬
が
多
く
氏
子
奉
納
で
画
題
も
曳
馬
が
多
い
。
古
老
に
聞
く
と
、
大
正
時

期
は
馬
橇
で
木
材
の
搬
出
な
ど
を
行
っ
て
い
た
と
の
こ
と
で
、
生
活
に
つ

写真11：子供雪遊び図 写真10：天岩戸図　西川陽鶴／大正十年

で
あ
る
。
二
つ
の
絵

に
挟
ま
れ
て
大
正
十

年
酉
生
杉
西
川
某
奉

納
「
天
岩
戸
図
」（
写

真
10
）
横
五
八
㎝
が

あ
り
絵
師
西
川
陽
鶴

の
名
が
あ
る
。
明
治

か
ら
大
正
期
の
絵
馬

に
は
白
鷗
池
田
光

（
光
重
）
お
よ
び
そ
の
弟
子
と
思

わ
れ
る
西
川
陽
鶴
と
と
も
に
湖
西
、

安
曇
川
沿
い
に
多
く
存
在
す
る
。

　

小
絵
馬
に
は
歌
舞
伎
絵
、
参
詣

図
、
馬
図
、
武
者
絵
、
物
語
絵
、

吉
祥
図
な
ど
様
々
あ
る
が
、
珍
し

い
の
は
雪
遊
び
の
図
で
あ
る
。
何

の
祈
願
か
は
定
か
で
な
い
が
五
人

の
子
供
が
雪
だ
る
ま
を
作
っ
て
い

る
絵
で
ほ
ほ
え
ま
し
い
。
欧
州
で

は
雪
だ
る
ま
信
仰
が
あ
る
が
本
邦

で
は
確
認
で
き
な
い
。
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な
が
る
画
題
で
あ
っ
た
か
も
し
れ

な
い
。
大
正
期
の
絵
馬
は
大
半
が

西
川
陽
鶴
の
筆
に
よ
る
も
の
で
あ

る
。
同
じ
下
絵
を
繰
り
返
し
用
い

た
り
、
表
裏
反
転
し
て
用
い
て
い

る
な
ど
長
年
に
わ
た
り
描
き
続
け

た
陽
鶴
は
高
島
、
朽
木
の
絵
馬
師

で
あ
っ
た
だ
ろ
う
と
推
測
す
る
。

高
島
市
朽
木
野
尻　

山
神
社
（
山
神
神
社
）

　

天
正
年
間
に
社
殿
再
建
の
記
録
が
あ
り
十
六
世
紀
後
半
に
は
存
在
し
た

こ
と
が
う
か
が
わ
れ
る
。
朽
木
で
も
街
道
沿
い
の
神
社
で
あ
る
。
や
や
小

さ
め
の
拝
殿
が
あ
り
左
右
に
絵
馬
が
掛
け
ら
れ
て
い
る
。
非
常
に
丁
寧
に

懸
け
ら
れ
て
い
て
、
剥
落
風
化
し
た
絵
馬
も
今
の
と
こ
ろ
そ
れ
以
上
に
進

ま
ず
現
状
維
持
が
で
き
て
い
る
。
絵
馬
は
十
一
点
、
他
で
は
見
か
け
な
い

画
題
の
絵
馬
が
数
点
あ
る
。
明
治
二
六
癸
未
年
奉
納
「
新
田
四
朗
忠
常
猪

退
治
図
」
横
七
〇
㎝
、
白
鷗
の
筆
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
大
正
三
年
「
桃

持
ち
猿
図
」（
写
真
18
）悪
事
去
図
の
文
字
が
あ
る
。よ
ほ
ど
の
災
い
が
あ
っ

た
の
か
鋭
い
目
つ
き
の
猿
が
描
か
れ
て
い
る
。
大
正
二
年
関
根
、
越
智
両

氏
に
よ
る
奉
納
「
平
経
正
図
」（
写
真
19
）
は
謡
曲
竹
生
島
に
画
題
を
得

写真13：尉と姥図／文政十一年写真14：曳馬図／享和年

写真12：拝殿内の様子

写真16：曳馬図　西川陽鶴／大正十三年　大正九年と比
較して馬、手前の舎人が同じ左右対称である

写真15：曳馬図　西川陽鶴／大正九年
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て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

　

社
務
所
内
入
り
口
す
ぐ
の
壁
面
に
横
一
八
二
㎝
、
縦
一
五
一
㎝
の
家
型

大
絵
馬
が
懸
け
ら
れ
て
い
る
。
社
務
所
改
築
の
折
に
懸
け
直
し
た
と
い
う

こ
と
で
あ
る
。「
源
頼
政
鵺
（
ぬ
え
）
退
治
図
」（
写
真
20
・
22
・
23
）
で

あ
る
。
大
胆
な
構
図
と
人
物
の
動
き
、
具
足
や
衣
の
描
き
方
に
地
方
絵
師

に
は
な
い
力
量
が
あ
り
、
鵺
は
剥
落
が
ひ
ど
い
が
頼
政
と
猪
早
太
は
し
っ

か
り
残
っ
て
い
る
。
安
政
三
丙
辰
年
（
一
八
五
六
）
願
主
社
中
、
右
側
下

部
に
「
摂
陽
山
人　

公
泰
謹
画
之
」
の
墨
書
と
花
押
が
あ
る
。
絵
師
の
名

は
な
い
。

　

鵺
退
治
の
絵
の
多
く
は
な
ぜ
か
頼
政
が
左
に
描
か
れ
て
い
る
こ
と
が
多

い
が
、
こ
の
絵
馬
は
右
に
い
る
。
そ
の
特
徴
で
記
憶
を
頼
り
に
調
べ
な
お

写真19：平経正図／大正二年

写真17：山神社　拝殿とその後ろに本殿

写真18：桃持ち猿図／大正三年

す
と
、
京
都
府
八
幡
市
の
松
花
堂
美
術
館
蔵
、
応
挙
の
弟
子
駒
井
源
琦
に

よ
る
「
鵺
退
治
図
屏
風
」（
写
真
21
）
に
瓜
二
つ
で
あ
っ
た
。
源
琦
は
寛

政
九
年
（
一
七
九
七
）
に
亡
く
な
っ
て
い
る
か
ら
絵
馬
の
奉
納
年
と
合
わ

な
い
の
で
彼
の
作
品
で
は
な
い
。
摂
陽
山
人
以
下
の
文
字
で
あ
る
が
、
摂

陽
山
人
は
江
戸
末
期
の
文
筆
家
と
し
て
名
が
上
が
る
が
絵
師
と
し
て
の
記

録
は
な
い
。絵
馬
に
書
か
れ
た
摂
陽
山
人
が
同
一
人
物
で
あ
れ
ば
、「
公（
民

と
解
釈
）
や
す
ら
か
に
謹
ん
で
こ
れ
を
画
か
し
む
」
と
読
む
こ
と
で
、
摂

陽
山
人
が
世
の
安
泰
を
願
い
絵
馬
を
描
か
せ
た
と
解
釈
で
き
る
。
奉
納
の

前
々
年
、安
政
元
年
に
南
海
大
地
震
、翌
二
年
に
は
江
戸
大
地
震
が
起
こ
っ

て
い
る
。
こ
の
絵
馬
が
山
神
社
に
あ
る
理
由
は
分
か
ら
な
い
が
、
天
変
地

異
が
立
て
続
く
こ
と
に
、
怪
事
の
元
凶
が
鵺
と
い
う
話
と
か
ら
め
て
、
描

か
れ
て
か
ら
半
世
紀
ほ
ど
し
か
た
っ
て
い
な
く
広
く
そ
の
存
在
が
知
ら
れ

て
い
た
で
あ
ろ
う
源
琦
の
鵺
退
治
屏
風
の
絵
を
写
し
、
安
泰
祈
願
奉
納
さ

れ
た
も
の
で
は
な
い
か
と
解
釈
す
る
。
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高
島
市
新
旭
町
太
田　

大
田
神
社

　

農
村
部
の
集
落
の
中
に
あ
る
神
社
で
あ
る
。
由

緒
で
は
延
暦
年
間
に
創
立
と
な
っ
て
い
て
、
古
く

よ
り
山
科
の
曼
殊
院
と
の
繋
が
り
が
あ
っ
た
よ
う

で
あ
る
。
寛
政
十
二
年
曼
殊
院
門
跡
直
轄
と
な
っ

た
た
め
特
に
京
都
の
関
係
が
強
ま
っ
た
か
と
思
え

る
。
拝
殿
横
の
小
さ
な
絵
馬
殿
に
ガ
ラ
ス
ケ
ー
ス

に
入
っ
た
原
在
中
筆
文
政
十
年
丁
亥（
一
八
二
七
）

杉
浦
氏
奉
納
「
曳
馬
図
」（
写
真
24
）
が
あ
る
。

舎
人
の
表
現
に
様
式
性
を
感
じ
る
が
、
馬
の
表
現

や
唐
鞍
の
飾
り
も
細
部
に
ま
で
描
き
こ
ま
れ
た
優

れ
た
絵
馬
で
あ
る
。
奈
良
の
春
日
大
社
に
向
き
が

裏
返
し
だ
が
唐
鞍
や
飾
り
も
よ
く
似
た
表
現
の
天

文
二
二
年
（
一
五
五
三
）
奉
納
「
曳
馬
図
」
が
あ

る
。
参
考
に
し
た
と
は
言
え
な
い
も
の
の
、
絵
師

と
し
て
ど
こ
か
の
時
点
で
目
に
留
め
た
こ
と
が

あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。
他
に
文
政
十
一
年
戊
子

（
一
八
二
八
）洞
上
祖
關
画
金
釜
出
土
の「
二
十
四

孝
郭
巨
図
（
か
く
き
ょ
ず
）」（
写
真
25
）、
文
政

十
年
「
天
神
牛
図
」、
明
治
三
五
年
「
立
花
図
」

が
あ
る
。

　
（
注　

調
査
許
可
の
関
係
か
ら
絵
馬
の
採
寸
が

で
き
て
い
な
い
）

写真23：源頼政鵺退治図（一部）摂陽山人

写真21：駒井源琦筆　鵺退治図屏風／寛政九年

写真22：源頼政鵺退治図（一部）源頼政

写真20：源頼政鵺退治図／安政三年
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長
浜
市
木
之
本
町
木
之
本　

浄
信
寺

　

緩
や
か
な
石
畳
を
上
り
詰
め
た
と
こ
ろ
に
あ
る
木
之
本
地
蔵
尊
で
知
ら

れ
る
名
刹
で
あ
る
。
天
武
天
皇
四
年
建
立
の
寺
伝
を
持
つ
。
た
び
た
び
の

堂
宇
消
失
の
後
、
宝
暦
年
間
（
一
七
五
一
～
一
七
六
四
）
に
再
建
さ
れ
た
。

　

本
堂
（
地
蔵
堂
）
外
陣
壁
面
上
部
に
押
絵
、
彫
り
物
も
含
み
十
数
点
の

絵
馬
が
掛
け
ら
れ
て
い
る
。
お
お
む
ね
保
存
状
態
は
悪
く
な
い
が
、
寺
院

の
絵
馬
の
多
く
が
そ
う
で
あ
る
よ
う
に
一
部
に
煤
と
脂
汚
れ
が
あ
る
。
外

陣
左
に
天
保
十
己
亥
年
（
一
八
三
九
）
月
湖
山
人
筆
河
尻
光
貞
奉
納
武
者

絵
「
巴
御
前
図
」（
写
真
27
）
横
一
五
一
㎝
が
あ
る
。
扁
額
軌
範
に
祇
園

社
の
武
者
絵
「
八
幡
四
郎
」（
写
真
28
）
が
載
っ
て
い
る
が
、
巴
御
前
の

頭
部
を
差
し
替
え
た
だ
け
で
ほ
と
ん
ど
同
じ
で
あ
る
。
ま
た
、
馬
の
脚
は 写真25：二十四孝郭巨図／文政十年

写真24：原在中筆　曳馬図／文政十年

写真29：渡辺綱一条戻り橋図／天明六年 写真27：巴御前図／天保十年

写真28：扁額軌範の八幡四郎義家図 写真26：木之本浄信正面
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前
後
と
も
伸
び
切
り
躍
動
感
は
な
く
な
っ
て
い
る
。
一
番
大
き
な
絵
馬
は
、

天
明
六
丙
午
年
（
一
七�

八
六
）
月
岡
雪
鼎
門
人
橘
惟
成
筆
「
渡
辺
綱
一

条
戻
り
橋
図
」（
写
真
29
）
一
八
五
㎝
で
近
郷
の
七
人
に
よ
る
宿
坊
春
渓

庵
へ
の
奉
納
で
あ
る
が
、
金
箔
を
ふ
ん
だ
ん
に
使
い
額
縁
も
贅
沢
な
設
え

と
な
っ
て
い
る
。
他
に
天
保
年
間
「
参
詣
婦
女
図
」、
文
化
三
丙
寅
年

（
一
八
〇
六
）「
七
福
神
図
」、
明
治
三
一
年
（
一
八
九
八
）
雲
峰
筆
「
吉

祥
動
物
図
（
鳩
・
八
幡
神
）」、
武
者
絵
「
楠
正
成
桜
井
の
別
れ
図
」、「
武

者
絵
」、「
旭
図
」
な
ど
が
あ
る
。

長
浜
市
高
月
町
唐
川　

赤
後
寺
（
し
ゃ
く
ご
じ
）

　

湧
出
山
（
ゆ
る
ぎ
さ
ん
）
山
麓
の
日
吉
神
社
境
内
の
唐
喜
山
赤
後
寺
の

観
音
堂
に
絵
馬
が
あ
る
。

　

平
安
時
代
の
作
で
あ
る
重
要
文
化
財
千
手
観
音
と
聖
観
音
立
像
が
本
尊

で
あ
る
。
手
狭
な
堂
内
に
十
五
点
の
絵
馬
が
懸
け
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
多

く
は
江
戸
期
の
も
の
で
、
最
も
古
い
の
が
寛
文
元
年
（
一
六
六
一
）
京
都

五
兵
衛
、
久
三
郎
奉
納
「
渡
辺
綱
羅
城
門
鬼
退
治
図
」（
写
真
31
）
横

七
〇
㎝
。
非
常
に
傷
み
が
あ
る
が
絵
の
全
容
が
わ
か
る
程
度
に
残
っ
て
い

る
。
構
図
は
鬼
が
柱
に
絡
み
つ
き
綱
の
兜
を
掴
ん
で
い
る
典
型
で
あ
る
。

寛
文
十
二
年
（
一
六
七
二
）「
曳
馬
図
」（
写
真
32
）
一
二
四
㎝
。
金
箔
を

全
体
に
貼
っ
た
絵
馬
だ
が
中
央
よ
り
下
部
分
の
絵
具
の
痛
み
が
激
し
い
が
、

舎
人
の
表
情
は
よ
く
残
り
豊
か
で
あ
る
。
天
和
三
年
（
一
六
八
三
）
雪
舟

末
□
長
谷
川
等
真
筆
摂
刕
大
阪
住
大
橋
清
助
久
利
奉
納「
黄
石
公
張
良
図
」

一
八
二
㎝
。
傷
み
が
激
し
く
下
書
き
の
線
の
み
残
っ
て
い
る
の
が
大
半
。

た
だ
、
黄
石
公
と
張
良
の
顔
部
分
は
比
較
的
残
る
。
寛
政
六
寅
年

（
一
七
九
四
）
浅
井
郡
八
若
氏
奉
納
「
宇
治
川
の
先
陣
争
い
図
」（
写
真

33
）
横
九
二
㎝
。
中
型
の
絵
馬
で
あ
る
が
武
者
の
描
写
や
構
図
に
優
れ
る
。

奉
納
年
不
明
速
水
村
柴
田
氏
奉
納
「
武
者
図
（
寺
目
録
に
よ
る
）」
横

八
一
㎝
。
武
者
図
と
な
っ
て
い
る
が
、画
題
は
「
弓
弭
（
ゆ
は
ず
）
の
泉
」

（
写
真
34
）
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
源
頼
義
が
弓
の
端
、
弓
弭
で
岩
を
突

い
た
ら
水
が
湧
き
出
し
た
と
い
う
説
話
に
基
づ
く
も
の
で
、
そ
の
場
所
は

東
北
の
岩
手
町
に
あ
る
。
関
西
で
は
珍
し
い
画
題
で
あ
る
。
そ
の
他
繋
馬

や
役
者
絵
な
ど
特
徴
的
な
絵
馬
が
揃
っ
て
い
る
。

　
（
注　

絵
馬
の
寸
法
は
赤
後
寺
提
供
の
資
料
に
基
づ
き
セ
ン
チ
に
四
捨

五
入
し
て
記
載
し
て
い
る
）

写真30：日吉神社境内の赤後寺
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長
浜
市
高
月
町
高
月　

慈
眼
山
大
圓
寺
（
高
月
観
音
堂
）

　

国
宝
十
一
面
観
音
の
あ
る
向
源
寺
（
渡
岸
寺
）
の
南
側
に
位
置
す
る
。

延
暦
六
年
建
立
の
寺
伝
が
あ
る
。
賤
ヶ
岳
の
合
戦
で
焼
失
し
翌
天
正
十
二

年
再
建
。
観
音
霊
場
の
札
所
と
し
て
信
仰
を
集
め
る
。

　

観
音
堂
内
三
面
に
七
点
の
絵
馬
が
懸
け
ら
れ
て
い
る
。
寛
永
十
七
年

（
一
六
四
〇
）
紀
伊
國
住
人
岩
坪
信
直
祈
願
成
就
奉
納
「
繋
馬
図
」（
写

真
36
）。
背
景
に
金
箔
を
貼
っ
た
黒
馬
が
描
か
れ
て
い
る
。
装
飾
性
や
表

現
上
の
躍
動
感
は
な
い
が
落
ち
着
い
た
繋
馬
の
典
型
で
あ
る
。
元
文
四
己

未
年
（
一
七
三
九
）「
近
江
八
景
図
」
は
他
府
県
で
は
よ
く
あ
る
画
題
だ

が
県
内
で
懸
け
ら
れ
て
い
る
の
は
珍
し
い
。
宝
暦
庚
辰
年
（
宝
暦
十
年
・

一
七
六
〇
）
京
都
住
廣
部
才
治
秀
政
奉
納
「
渡
辺
綱
羅
城
門
図
（
大
圓
寺

説
明
書
）」
だ
が
説
明
の
画
題
間
違
い
で
あ
ろ
う
。「
燓
噲
門
破
り
図
（
は

ん
か
い
も
ん
や
ぶ
り
ず
）」（
写
真
37
）
が
正
し
い
。
中
国
式
の
門
、
武
人

燓
噲
が
盾
を
抱
え
て
門
を
開
こ
う
と
し
て
い
る
。
朝
比
奈
の
門
破
り
な
ど

と
中
国
故
事
が
合
体
し
て
作
ら
れ
た
話
で
、
そ
れ
ら
を
基
に
し
た
和
田
合

戦
女
舞
鶴
が
す
で
に
上
演
さ
れ
、
当
時
で
は
よ
く
知
ら
れ
た
説
話
で
あ
っ

た
。
人
物
表
現
様
式
か
ら
江
戸
初
期
の
絵
馬
で
あ
ろ
う
と
推
察
す
る
制
作

奉
納
年
不
明
「
大
名
行
列
図
」（
写
真
38
・
39
）
で
あ
る
が
、
絵
の
周
囲

の
文
様
が
気
が
か
り
で
あ
る
。
湖
東
の
百
済
寺
「
石
曳
図
」（
写
真
40
）

に
同
じ
模
様
が
絵
を
取
り
囲
む
よ
う
に
描
か
れ
て
い
る
。
絵
を
取
り
囲
む

よ
う
に
装
飾
さ
れ
た
文
様
は
特
殊
で
あ
る
。
石
曳
引
図
に
つ
い
て
は
奉
納

年
代
や
由
来
が
明
確
で
な
い
。
す
で
に
考
察
さ
れ
て
い
る
か
も
し
れ
な
い

が
、
こ
の
大
名
行
列
図
と
関
わ
り
が
あ
る
の
で
あ
れ
ば
、
両
絵
馬
の
制
作

写真33：宇治川先陣争い図／寛政六年 写真31：渡辺綱羅城門鬼退治図／寛文元年

写真32：曳馬図／寛文十二年写真34：弓弭の泉図／年代不明
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年
代
や
由
来
な
ど
解
き
明
か
す

糸
口
に
な
る
と
思
え
る
。

　

他
に
、
元
文
元
年
丙
辰
「
虎

渓
三
笑
図
」、文
政
七
年
（
一
八�

二
八
）「
黄
石
公
張
良
図
」、
元

治
元
年（
一
八
六
四
）「
参
詣
図
」

が
あ
る
。

（
注　

調
査
環
境
の
関
係
か
ら

絵
馬
の
採
寸
が
で
き
て
い
な
い
）

写真35：大圓寺観音堂内　鴨居の上に絵馬が懸けられている

写真36：繋馬図／寛永十一年

写真37：燓噲門破り図／宝暦十年

写真39：大名行列図縁取り文様（左上部）

写真38：大名行列図／年代不明

写真40：同じ文様が見られる百済寺石曳図（一部）
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長
浜
市
片
山　

片
山
神
社

　

琵
琶
湖
に
面
し
た
漁
村
の
高
台

に
あ
る
。「
馬
図
」「
天
岩
戸
図
」「
宇

治
川
の
先
陣
争
い
」「
楠
正
成
桜
井

の
別
れ
図
」（
写
真
41
）「
松
鷹
図
」

が
あ
る
が
奉
納
年
願
主
名
な
ど
読

み
取
れ
な
か
っ
た
。
ま
た
船
絵
馬

は
懸
額
さ
れ
て
い
な
い
。

そ
の
他
の
調
査
社
寺

大
津
市
真
野　
　
　
　

神
田
神
社　

宮
司
に
確
認
、
火
災
で
焼
失

大
津
市
伊
香
立　
　
　

還
来
神
社　

宮
司
に
確
認
、
情
報
が
あ
る
も
存
在

不
明

高
島
市
朽
木
桑
原　
　

蛭
子
神
社　

絵
馬
な
し

高
島
市
高
島　
　
　
　

玉
津
神
社　

昭
和
五
十
二
年
奉
納
吉
祥
図
（
朝
日

に
鶴
）

高
島
市
新
旭
日
町　
　

大
國
神
社　

現
代
の
干
支
絵
馬

高
島
市
新
旭
日
町　
　

健
速
神
社　

曳
馬
１
点

高
島
市
新
旭
日
町　
　

波
爾
布
神
社　

絵
馬
な
し

高
島
市
高
島
町　
　
　

水
尾
神
社　

絵
馬
な
し

高
島
市
安
曇
川
町　
　

箕
島
神
社　

馬
図
が
あ
る
も
収
蔵
さ
れ
て
い
る
た

め
調
査
で
き
ず

高
島
市
マ
キ
ノ
町　
　

唐
崎
神
社
（
川
裾
宮
）　

家
型
絵
馬
１
点

高
島
市
マ
キ
ノ
町　
　

海
津
天
神
社　

山
楽
の
絵
馬
等
す
べ
て
非
公
開
で

調
査
で
き
ず

長
浜
市
西
浅
井
町　
　

須
賀
神
社　

絵
馬
な
し

四
、
お
わ
り
に �

　

こ
の
報
告
は
近
江
学
研
究
所
小
嵜
善
通
研
究
員
、
大
原
歩
研
究
員
と
の

共
同
調
査
研
究
を
小
生
が
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。
調
査
に
あ
た
っ
て
は
、

高
島
市
教
育
委
員
会
文
化
財
課
参
事
の
山
本
晃
子
氏
、
宮
司
朽
木
清
継
氏

を
は
じ
め
各
神
社
の
宮
守
の
方
々
な
ど
、
多
く
の
関
係
者
に
貴
重
な
時
間

を
割
い
て
協
力
い
た
だ
い
た
。
お
礼
を
申
し
上
げ
る
。
調
査
す
る
こ
と
で

地
域
に
あ
る
絵
馬
に
つ
い
て
改
め
て
認
識
し
て
い
た
だ
き
、
少
な
く
と
も

現
状
で
の
保
存
が
進
め
ば
有
難
く
思
う
。
し
か
し
、
山
間
部
な
ど
氏
最
子

が
減
少
し
維
持
管
理
の
人
手
の
少
な
い
神
社
に
お
い
て
、
絵
馬
な
ど
民
俗

資
料
が
年
を
追
う
ご
と
に
傷
み
無
く
な
っ
て
い
く
の
は
残
念
な
こ
と
で
あ

る
。
こ
の
「
近
江
の
絵
馬
現
況
調
査
」
の
調
査
内
容
が
、
研
究
者
だ
け
で

な
く
一
般
の
方
々
が
民
俗
資
料
に
関
心
を
も
ち
、
地
域
文
化
と
し
て
継
承

さ
れ
て
い
く
一
助
と
な
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

写真41：楠正成桜井の別れ図／年代不明
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燓
嶒
門
破
り
（
は
ん
か
い
も
ん
や
ぶ
り
）

古
来
よ
り
尋
常
で
な
い
剛
力
が
活
躍
す
る
話
が
語
り
継
が
れ
て
い
る
。「
燓は
ん

嶒か
い

門
破
り
」

も
そ
の
豪
傑
譚
の
一
つ
で
、そ
れ
ら
は
歌
舞
伎
や
浄
瑠
璃
の
題
材
と
な
っ
た
。
漢
の
時
代
、

「
劉
邦
の
臣
下
で
あ
っ
た
燓
嶒
は
、
鴻
門
の
会
に
て
項
羽
に
見
え
、
危
機
に
あ
っ
た
主

君
劉
邦
を
助
け
る
た
め
に
門
扉
を
押
し
破
っ
て
敵
方
の
宴
席
に
乱
入
す
る
。
そ
れ
は

『
鴻こ
う

門も
ん

の
会か
い

燓は
ん

嶒か
い

門も
ん

破や
ぶ

り
』
と
し
て
特
に
武
者
絵
の
題
材
に
好
ん
で
採
ら
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
。（
近
世
期
の
画
像
資
料
に
見
る
門
破
り
図
像
の
受
容
と
展
開
よ
り
）」

二
十
四
孝
　
郭
巨
（
か
く
き
ょ
）

中
国
の
孝
行
に
ま
つ
わ
る
故
事
。
孝
行
に
優
れ
た
二
十
四
人
の
物
語
で
元
代
の
郭
居
敬

が
編
纂
。
そ
の
う
ち
の
一
つ
郭
巨
の
話
。

　
「
貧
乏
思
供
給　

埋
兒
願
母
存　

黄
金
天
所
賜　

光
彩
照
寒
門

郭
巨
は
河
内
と
い
ふ
所
の
人
な
り
。
家
貧ま
ど

し
う
し
て
母
を
養
へ
り
。
妻
一
の
子
を
産
み

て
三
歳
に
な
れ
り
。
郭
巨
が
老
母
、
彼
の
孫
を
い
つ
く
し
み
、
我
が
食
事
を
分
け
與
へ

け
り
。
或
時
、
郭
巨
妻
に
語
る
様
は
、
貧
し
け
れ
ば
母
の
食
事
さ
へ
心
に
不
足
と
思
ひ

し
に
、
其
内
を
分
け
て
孫
に
賜
は
れ
ば
乏
し
か
る
べ
し
、
是
偏
に
我
子
の
有
り
し
故
な
り
、

所
詮
汝
と
夫
婦
た
ら
ば
子
二ふ
た

度た
び

有
る
べ
し
、
母
は
二
度
有
る
べ
か
ら
ず
、
と
か
く
此
子

を
埋
み
て
母
を
能
く
養
い
た
く
思
ふ
な
り
と
夫
婦
云
ひ
け
れ
ば
、
妻
も
さ
す
が
に
悲
し

く
思
へ
ど
も
、
夫
の
命
に
違
は
ず
、
彼
の
三
歳
の
兒ち
ご

を
引
き
つ
れ
て
、
埋
み
に
行
き
侍
る
。

則
ち
郭
巨
涙
を
押
へ
て
、
す
こ
し
堀
り
た
れ
ば
、
黄お
う

金ご
ん

の
釜か
ま

を
掘
り
出
だ
せ
り
。
其
釜

に
不
思
議
の
文
字
す
わ
れ
り
。
其そ
の

文も
ん

に
曰
く
、
天
賜ふ
二
孝
子
郭
巨に
一
不
レ
得
レ
奪
ふ
こ
と
を
民

不
レ
得
レ
取
る
こ
と
を
と
云
々
。
此
心
は
天
道
よ
り
郭
巨
に
給
ふ
程
に
、
餘
人
取
る
べ
か
ら
ず

と
な
り
。
則
ち
其
釜
を
え
て
喜
び
、
兒ち
ご

を
も
埋
ま
ず
、
と
も
に
歸
り
、
母
に
い
よ
く
孝

行
を
つ
く
せ
る
と
な
り
。（「
御
伽
草
子　

二
十
四
孝
」岩
崎
文
庫
貴
重
本
叢
刊　

よ
り
）」

�
物
語
解
説

鵺
（
ぬ
え
）
退
治

　

平
家
物
語
第
四
巻
に
鵼
（
鵺
）
退
治
の
話
が
出
て
く
る
。「
東と
う

三
條
の
森
の
方
よ
り
、

黑
雲
一ひ
と

村む
ら

立た
ち

來き
た

（
つ
）
て
、
御
殿
の
上
に
靉た
な
び（
い
）
た
り
。
頼
政
吭き
つ

と
見
上あ

（
げ
）
た

れ
ば
、
雲
の
中
に
恠あ
や

（
し
）
き
物
の
姿
あ
り
。
射い

損そ
ん

ず
る
程
な
ら
ば
、
世
に
可シ
レ
有ル

と
も

不
レ
覺エ

。
さ
り
な
が
ら
矢
取
（
つ
）
て
番つ
が

ひ
、
南
無
八
幡
大
菩
薩
と
、
心
の
中
に
祈き

念ね
ん

し

て
、
能よ
つ

引ぴ

（
い
）
て
ひ
や
う
ど
放
つ
。
手て
こ

答た
え

し
て
、
は
た
と
中あ
た

る
。
得え

た
り
や
う
と
、

矢や
さ

叫け
び

を
こ
そ
し
て
ん
げ
れ
。
猪ゐ

の
早は
や

太た

つ
と
寄
（
り
）、
落
（
つ
）
る
處
を
取
（
つ
）
て

押お
さ

へ
、
柄つ
か

も
拳こ
ぶ
しも

透と
ほ

れ

く
と
、
續
つ
づ
け

様さ
ま

に
九
こ
こ
の

刀か
た
なぞ

刺
（
い
）
た
り
け
る
。
其
（
の
）
時

上
下
手て
ん
で々

に
火
を
燃と
ぼ

（
し
）
て
、
是
を
御
覧
じ
見
給
ふ
に
、
頭か
し
らは

猿
、
軀む
く
ろは

貍た
ぬ
き、

尾
は

蛇く
ち
な
は、

手
は
虎
の
如
（
く
）
に
て
、
鳴な

（
く
）
聲
鵼ぬ
え

に
ぞ
似
た
り
け
る
。
怖お
そ
ろし

な
ど
も
愚
お
ろ
か

な
り
。（「
平
家
物
語
」
校
注
梶
原
正
明
・
お
う
ふ
う　

よ
り
）」

宇
治
川
の
先
陣
争
い
（
う
ぢ
が
わ
の
せ
ん
じ
ん
あ
ら
そ
い
）

　

平
家
物
語
第
九
巻
宇
治
川
の
合
戦
場
面
に
こ
の
話
が
出
て
く
る
。
長
文
な
の
で
そ
の

一
部
を
紹
介
す
る
。「
爰こ
こ

に
平
等
院
の
艮
う
し
と
ら、

橘
た
ち
ば
なの

小こ

嶋じ
ま

が
崎
よ
り
、
武
者
二
騎
引ひ

（
つ
）

か
け
引
（
つ
）
か
け
出い
で

來き

た
り
。
一
騎
は
梶
原
源
太
景か
げ

季す
ゐ

、
一
騎
は
佐
々
木
の
四
郎
高た
か

綱つ
な

也
。
人ひ
と

目め

に
は
何な
に

と
も
見
え
ざ
り
け
れ
ど
も
、
内
々
先さ
き

に
心
を
懸
（
け
）
た
る
ら
ん
、

梶
原
は
佐
々
木
に
一
段だ
ん

計ば
か
りぞ

進
ん
だ
る
。
佐
々
木
、
如
何
に
梶
原
殿
、
此
（
の
）
河
は

西
國
一
の
大
河
ぞ
や
。
腹は
る

帯び

の
延の
（
び
）て
見（
え
）さ
う
ぞ
。
縮し
（
め
）給
へ
と
云（
ひ
）

け
れ
ば
、梶
原
さ
も
有
（
る
）
ら
ん
と
思
（
ひ
）
け
ん
、手た

綱づ
な

を
馬
の
ゆ
が
み
に
捨す

（
て
）、

左
右
の
鐙あ
ぶ
みを

踏ふ
み

透す
か

し
、腹は
る

帯び

を
解と

（
い
）
て
ぞ
縮し

（
め
）
た
り
け
る
。
佐
々
木
其
（
の
）

間
に
そ
こ
を
つ
と
馳は
せ

抜ぬ

（
い
）
て
、
河
へ
颯さ
つ

と
ぞ
打
入
（
れ
）
た
る
。
梶
原
、
被
レ
謀
た
ば
か
ラぬ

や
と
思
（
ひ
）
け
ん
、
軈や
が

て
續つ
づ

（
い
）
て
打
ち
入
（
れ
）
た
り
。（「
平
家
物
語
」
校
注

梶
原
正
明
・
お
う
ふ
う　

よ
り
）」



74［近江学研究］「近江の絵馬」現況調査　調査報告 ２
�

参
考
文
献

　

・
合
田
珉
和
・
北
川
春
成
縮
図　
「
扁
額
軌
範
」
全
五
巻　

吉
野
屋
大
谷
仁
兵
衛　

文

政
二
年

　

・
渡
辺
黄
鵠
著
・
渡
辺
対
岳
縮
図　
「
厳
島
絵
馬
鑑
」
全
五
巻　

天
保
三
年
刊　

嘉
永

元
年
後
印

　

・
臨
川
書
店　
「
新
修
京
都
叢
書
」
第
八
巻　

扁
額
軌
範
・
花
洛
絵
馬
評
判　

一
九�

九
四
年
第
２
刷

　

・
木
村
至
宏　
「
図
説
近
江
古
寺
紀
行
」　

河
出
出
版
社　

一
九
九
五
年

　

・
司
馬
遼
太
郎
・
白
洲
正
子
・
水
上
勉　
「
近
江
路
散
歩
」　

新
潮
社　

一
九
八
八
年

　

・
信
多
純
一　
「
祈
り
の
文
化
―
大
津
絵
模
様
・
絵
馬
模
様
―
」　

思
文
閣
出
版　

二�

〇
〇
九
年

　

・
須
藤
功　
「
大
絵
馬
も
の
が
た
り
５　

昔
話
と
伝
説
の
人
び
と
」　

農
山
漁
村
文
化

協
会　

二
〇
一
〇
年

　

・
大
津
市
歴
史
博
物
館　
「
庶
民
の
祈
り
―
近
江
の
絵
馬
」　

一
九
九
一
年

　

・
茨
木
県
立
歴
史
館　
「
祈
り
の
歴
史
と
民
俗　

絵
馬
」　

一
九
九
八
年

　

・
福
岡
県
立
美
術
館　
「
神
に
さ
さ
げ
た
祈
り
の
美　

絵
馬
」　

一
九
九
九
年

　

・
松
葉
涼
子　

立
命
館
文
学
第
６
３
０
号　

論
文
「
近
世
期
の
画
像
資
料
に
見
る
門

破
り
図
像
の
受
容
と
展
開
」　

二
〇
一
三
年

　

・
梶
原
正
昭　

校
注　
「
平
家
物
語
」　

お
う
ふ
う
（
桜
楓
社
）　

一
九
八
四
年

　

・
岩
崎
文
庫
貴
重
本
叢
刊　

近
世
編　

第
一
巻　
「
幸
若
舞
曲　

御
伽
草
子
」
貴
重
本

刊
行
会　

一
九
七
四
年
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近
江
（
滋
賀
県
）
の
地
の
水
探
求
は
か
れ
こ
れ
六
年
が
経
と
う
と
し
て

い
る
。
自
己
の
造
形
表
現
か
ら
始
ま
っ
た
近
江
の
水
研
究
は
ア
ー
テ
ィ
ス

ト
ス
テ
イ
ト
メ
ン
ト
（
作
家
の
作
品
制
作
に
お
け
る
ス
タ
ン
ス
や
作
品
コ

ン
セ
プ
ト
の
基
本
的
な
考
え
方
や
テ
ー
マ
）
を
よ
り
強
固
で
、
私
自
身
の

自
信
に
繫
が
る
重
要
な
ウ
ェ
イ
ト
を
占
め
て
き
て
い
る
と
あ
ら
た
め
て
感

じ
て
い
る
。
美
術
作
家
は
作
品
制
作
を
持
続
さ
せ
な
が
ら
、
新
た
な
リ
ア

リ
テ
ィ
（
現
実
感
）
を
見
つ
け
出
し
、
言
葉
や
文
章
で
そ
れ
を
残
す
事
よ

り
優
先
し
て
、
絵
で
あ
り
立
体
な
ど
の
作
品
と
し
て
表
現
す
る
こ
と
で
感

覚
や
考
え
を
確
認
し
た
い
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。
勿
論
文
字
や
言
葉

で
思
考
し
な
い
わ
け
で
は
な
い
。
作
品
が
仕
上
る
過
程
に
お
い
て
徐
々
に

整
理
さ
れ
、同
時
に
ぴ
っ
た
り
く
る
タ
イ
ト
ル
や
言
葉
、考
え
が
ま
と
ま
っ

て
き
た
と
こ
ろ
で
漸
く
文
章
化
さ
れ
て
く
る
。
そ
し
て
そ
れ
が
次
の
制
作

や
ア
イ
デ
ア
を
開
く
糸
口
に
な
っ
て
行
く
の
だ
と
信
じ
て
い
る
。

　

近
江
を
フ
ィ
ー
ル
ド
に
基
軸
に
し
た
様
々
な
学
び
に
お
い
て
も
水
源
を

調
べ
る
こ
と
は
町
や
村
の
成
り
立
ち
や
生
活
、
生
業
を
追
い
か
け
て
行
く

の
に
有
効
な
手
段
と
な
っ
て
い
る
の
に
気
付
い
て
き
た
。
二
〇
一
五
年
十 

二
月
に
元
金
沢
市
長
の
町
づ
く
り
に
関
す
る
講
演
に
携
わ
る
機
会
を
得
た
。

そ
の
際
に
事
前
に
金
沢
市
を
知
る
た
め
現
地
取
材
を
行
う
こ
と
が
で
き
た
。

•••••••••••••••••••••••••••••••
Name :
ISHIKAWA　Ryo

Title :
The Water of Omi ：Part Three

Summary : 
I began making artworks using water I collected from springs 
throughout Shiga Prefecture in 2010. This marked the start of 
what has become my ongoing investigation of the background 
and roots of the various springs of Shiga Prefecture, most of 
which have names that can be traced back to traditional stories, 
area names, and the like. The focus of my current research is on 
the life that sprang up around water sources and the cultures to 
which the water gave rise.
•••••••••••••••••••••••••••••••
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先
ず
は
じ
め
に
調
査
し
た
の
は
や
は
り
水
で
あ
る
。
武
家
の
歴
史
が
色
濃

い
城
下
町
を
形
成
す
る
二
つ
の
川
、
そ
し
て
城
下
に
潤
い
を
導
く
主
要
な

用
水
は
安
定
し
た
政
を
推
し
進
め
生
業
と
文
化
を
育
む
原
点
で
あ
る
。
そ

し
て
「
金
洗
い
の
沢
」
伝
説
を
物
語
る
湧
水
「
金
城
霊
澤
」
は
城
を
形
成

す
る
小
立
野
台
地
に
現
在
も
湧
き
出
て
お
り
、
金
沢
の
地
名
の
由
来
に

な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
私
が
幼
少
期
か
ら
学
生
時
代
ま
で
過
ご
し
た
京
都

伏
見
も
伏
流
水
の
伏
水
か
ら
由
来
し
て
い
る
と
聞
い
た
事
が
あ
る
。
ほ
ぼ

中
心
に
位
置
す
る
御
香
宮
は
今
も
「
御
香
水
」
が
湧
き
出
て
い
る
。
先
日
、

伏
見
を
訪
れ
驚
い
た
こ
と
に
「
伏
見
湧
水
マ
ッ
プ
」
が
観
光
向
け
に
発
行

さ
れ
て
お
り
、
金
沢
同
様
、
城
下
町
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
交
通
の
要
衝
、

高
台
へ
の
築
城
そ
し
て
裕
福
な
水
は
必
然
的
な
条
件
な
の
で
あ
る
に
違
い

な
い
。

　

近
江
の
水
研
究
は
自
己
の
表
現
か
ら
様
々
な
思
考
へ
と
広
が
る
可
能
性

と
な
っ
て
い
る
。
そ
れ
は
暮
し
や
生
業
、
を
み
る
こ
と
か
ら
近
代
の
生
活

が
忘
れ
て
き
た
知
恵
や
工
夫
、
地
縁
や
血
縁
の
重
要
性
を
呼
び
覚
ま
し
、

気
付
か
せ
る
学
び
に
な
っ
て
き
て
い
る
様
に
感
じ
て
い
る
。

一
、
音
の
水
、呼
び
名
の
水（
お
ん
の
み
ず
、よ
び
な
の
み
ず
）  

　

湧
水
は
名
称
の
無
い
、
命
名
さ
れ
る
に
至
っ
て
い
な
い
水
が
あ
る
。
も

と
も
と
水
場
に
名
称
を
つ
け
る
と
い
う
感
覚
が
な
い
時
代
（
今
日
は
す
ぐ

に
観
光
地
に
な
り
水
場
以
上
の
存
在
感
を
放
っ
て
い
る
も
の
も
あ
る
。）

か
ら
今
日
も
途
切
れ
る
事
無
く
湧
き
出
し
て
い
る
水
に
迫
り
た
い
。

　

水
場
を
発
見
す
る
と
一
番
に
気
に
な
る
の
が
名
称
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で

に
紹
介
し
て
き
た
よ
う
に
、
取
水
口
の
脇
に
表
札
が
立
っ
て
お
り
、
き
ち

ん
と
名
称
と
由
来
が
書
か
れ
て
い
る
も
の
、
中
に
は
自
然
石
に
筆
文
字
体

で
掘
り
こ
ま
れ
た
堂
々
た
る
も
の
、
一
〇
キ
ロ
先
か
ら
道
案
内
が
あ
る
も

の
な
ど
今
や
地
名
よ
り
も
有
名
な
存
在
に
な
っ
て
い
る
水
が
あ
る
。
水
場

の
名
前
を
知
る
こ
と
で
そ
の
周
辺
の
地
域
の
伝
承
や
歴
史
が
読
み
解
け
て

く
る
。
人
物
に
由
来
す
る
も
の
、
周
辺
の
植
物
に
関
係
す
る
こ
と
な
ど
、

そ
れ
が
水
の
存
在
価
値
や
威
力
み
た
い
な
も
の
を
表
現
し
て
い
る
と
言
っ

て
よ
い
と
考
え
て
い
る
。

　

し
か
し
ど
う
だ
ろ
う
か
、
当
時
の
水
場
（
湧
水
）
は
今
日
、
我
々
の
生

活
以
上
に
日
常
的
且
つ
必
要
不
可
欠
で
あ
っ
た
に
違
い
な
い
、
い
わ
ば
共

同
の
生
活
イ
ン
フ
ラ
で
あ
る
。
何
処
に
で
も
存
在
し
、
誰
と
な
く
周
辺
住

民
が
呼
び
名
で
或
は
音
で
覚
え
て
お
り
、
あ
え
て
文
字
に
書
き
起
す
程
で

も
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
ま
で
に
現
地
の
方
々
に
幾
度
と
名
称
と

文
字
を
聞
き
取
り
し
て
き
た
が
、
曖
昧
で
微
妙
な
名
称
や
平
仮
名
し
か
書

き
様
が
無
い
も
の
、
音
に
漢
字
を
当
て
て
あ
る
も
の
が
多
い
。
お
そ
ら
く

名
称
よ
り
も
暮
し
や
生
活
の
現
役
選
手
で
あ
り
、
当
た
り
前
過
ぎ
る
存
在

だ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
そ
の
代
表
的
と
も
言
え
る
水
を
紹
介
し
て
い
き
た

い
と
思
う
。

お
い
え
の
み
ず
（
大
江
の
水
、
大
江
の
泉
）

　

近
江
八
幡
市
の
中
心
市
街
地
の
北
に
八
幡
山
が
そ
び
え
て
い
る
。
そ
の

南
麓
に
街
を
象
徴
す
る
日
牟
禮
八
幡
宮
が
あ
る
。
そ
こ
か
ら
東
へ
、
山
裾
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に
さ
れ
北
之
庄
祭
礼
の
稚
児
を
初
め
参
加
者
の
清
め
と
し
て
用
い
ら

れ
て
い
る
。
そ
の
お
刷
毛
の
湯
釜
の
水
は
、
祭
礼
当
日
の
〇
時
に
稚

児
元
を
先
頭
に
北
之
庄
神
社
に
参
拝
し
、
こ
の
泉
ま
で
塩
で
道
中
を

清
め
桶
二
杯
の
若
水
を
汲
み
使
用
す
る
事
に
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、

北
之
庄
墓
地
（
三
昧
・
さ
ん
ま
い
と
呼
ば
れ
て
い
る
。）
で
使
用
す

る
水
は
こ
の
水
を
使
い
、
帰
る
時
は
こ
の
水
で
手
足
を
洗
い
、
穢
れ

を
落
と
す
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
湯
口
の
石
柵
で
囲
ま
れ
た

外
の
二
面
の
水
場
は
洗
濯
場
と
な
っ
て
お
り
、
上
段
が
濯
ぎ
場
と

な
っ
て
い
る
。
洗
濯
機
が
普
及
す
る
ま
で
洗
濯
場
と
し
て
特
に
夏
は

大
変
賑
わ
っ
た
。

　

と
記
さ
れ
て
い
る
。

　

廣
田
さ
ん
の
家
の
前
の
道
は
往
還
（
お
う
か
ん
）
と
呼
ば
れ
、
現
在
の

多
賀
町
三
叉
路
と
鍛
冶
屋
町
に
残
る
道
標
に
観
音
正
寺
・
長
命
寺
の
名
称

が
刻
ま
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
「
西
国
三
十
三
箇
所
札
所
巡
礼
の
道
で
賑

わ
っ
た
事
が
伺
え
る
主
要
な
道
（
長
命
寺
街
道
）
で
あ
ろ
う
。」
と
話
さ

れ
た
。
現
在
は
一
九
三
八
年
（
昭
和
十
三
年
）
に
開
通
し
た
県
道
26
号
が

数
百
メ
ー
ト
ル
東
を
走
り
そ
の
役
割
を
な
し
て
い
る
。
廣
田
さ
ん
は
初
見

の
私
に
対
し
て
、
熱
く
丁
寧
に
地
域
の
歴
史
を
当
時
の
住
民
の
立
場
に

立
っ
て
お
話
し
て
下
さ
っ
た
。
更
に
水
場
を
保
持
す
る
た
め
北
之
庄
と
そ

の
周
辺
、
自
治
体
の
間
で
様
々
な
論
争
の
歴
史
が
あ
り
、
今
日
に
至
っ
て

い
る
と
吐
露
さ
れ
た
。
史
実
や
正
史
に
残
ら
な
い
地
域
の
リ
ア
リ
テ
ィ
ー

を
記
録
し
受
継
ご
う
と
す
る
気
持
ち
に
心
う
た
れ
た
。
今
日
も
現
代
の

様
々
な
問
題
が
日
々
勃
発
し
て
い
る
。
中
で
も
宗
教
、
信
仰
、
文
化
の
違

に
少
し
進
む
と
北
之
庄
と
い
う
集
落
に
さ
し
あ
た
る
。
村
社
で
あ
る
北
之

庄
神
社
を
す
ぎ
る
と
更
に
道
は
狭
く
な
り
路
地
に
迷
い
込
ん
だ
感
じ
が
す

る
。
角
を
曲
が
っ
た
辺
に
道
標
が
あ
る
。
そ
こ
を
北
へ
足
を
進
め
る
と
左

手
山
側
に
赤
い
鳥
居
の
稲
荷
神
社
が
み
え
る
。
気
を
つ
け
な
が
ら
ゆ
っ
く

り
進
む
と
大
江
観
世
音
と
書
か
れ
た
提
灯
が
ぶ
ら
下
が
る
東
屋
に
出
会
う
。

ち
ょ
う
ど
そ
の
手
前
山
側
に
い
り
く
ん
だ
地
形
が
あ
り
そ
の
奥
が
水
場
で

あ
る
。
石
柱
で
手
前
側
と
奥
が
仕
切
ら
れ
、
見
る
か
ら
に
古
く
か
ら
地
域

の
方
々
が
大
事
に
受
継
が
れ
て
き
た
事
が
伺
え
る
。
表
札
は
無
く
、
霊
水

で
あ
る
断
り
が
さ
り
げ
な
く
知
ら
さ
れ
て
い
た
。
水
近
く
の
住
人
の
紹
介

で
北
之
庄
自
治
会
長
を
さ
れ
て
お
ら
れ
た
廣
田
平
治
（
ひ
ろ
た
へ
い
じ
）

さ
ん
に
お
話
を
聞
く
事
が
で
き
た
。
廣
田
さ
ん
の
祖
父
の
言
い
伝
え
や
現

在
も
持
続
さ
れ
て
い
る
祭
礼
行
事
、
地
域
に
伝
わ
る
こ
と
を
お
話
い
た
だ

い
た
。
先
ず
は
そ
の
名
称
か
ら
聞
く
と
「
お
い
え
の
み
ず
、
と
呼
ば
れ
て

い
ま
す
。」
理
由
お
そ
ら
く
、湧
出
量
が
多
く
周
囲
が
小
池
の
よ
う
に
な
っ

て
い
る
事
か
ら
転
じ
た
の
で
は
な
い
か
、
皆
が
迷
い
無
く
「
お
い
え
」
と

音
で
受
継
が
れ
て
来
た
事
か
ら
現
在
も
「
お
い
え
の
み
ず
」
と
伝
わ
っ
て

い
る
。
同
じ
く
観
音
さ
ん
も
お
稲
荷
さ
ん
も
「
お
い
え
（
大
江
）
の
〜
」

と
呼
ば
れ
て
い
る
そ
う
だ
。

　

以
下
廣
田
さ
ん
の
調
べ
を
抜
粋
す
る
と

近
江
蒲
生
郡
誌
に
よ
る
と
、
こ
の
泉
の
事
を
「
大
湯
・
朝
日
瀑
と
も

い
う
美
泉
、
岩
角
よ
り
湧
出
し
て
冬
暖
か
く
、
夏
冷
た
く
清
冷
に
徹

し
、
酒
を
醸
し
茶
を
品
し
製
糸
染
布
等
に
も
適
す
と
て
、
名
泉
の
称

古
よ
り
高
し
。」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
た
め
神
泉
と
し
て
大
切
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い
に
よ
る
対
立
は
簡
単
に
解
決
に

至
ら
な
い
。

　

隠
れ
た
歴
史
を
経
て
、
途
切
れ

る
事
無
く
絶
え
ず
湧
き
出
る
こ
の

呼
び
名
の
水
に
底
知
れ
ぬ
威
力
を

感
じ
た
。
普
段
は
車
で
足
早
に
通

り
す
ぎ
る
の
で
あ
る
が
、
往
還
沿

い
に
立
ち
並
ぶ
様
々
な
北
之
庄
史

を
感
じ
な
が
ら
こ
の
地
を
後
に
し

た
。

に
お
う
ど
（
鳰
戸
、
似
小
戸
、
仁
王
戸
）

　

東
近
江
市
五
個
荘
は
近
江
商
人
を
多
く
産
み
出
し
た
街
で
あ
る
。
旧
中

山
道
か
ら
び
わ
湖
方
向
へ
入
っ
た
町
並
み
は
屋
敷
が
多
く
建
ち
並
び
、
用

水
路
が
走
り
江
戸
期
の
様
子
を
今
日
に
伝
え
て
い
る
。
そ
の
合
間
に
は
森

が
散
在
し
、
寺
社
仏
閣
が
多
く
立
ち
並
ぶ
事
か
ら
信
仰
の
熱
い
場
所
で
あ

る
事
も
間
違
い
な
い
。
北
東
に
は
愛
知
川
が
流
れ
、
現
在
の
御
幸
橋
西
詰

辺
り
は
旅
人
の
往
来
で
賑
わ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
と
想
像
す
る
。
現
在
の
国

道
８
号
線
簗
瀬
の
交
差
点
よ
り
少
し
西
に
入
っ
た
と
こ
ろ
に
こ
の
辺
り
で

も
比
較
的
大
き
な
社
、
小
幡
神
社
が
あ
る
。
そ
の
前
に
コ
ボ
コ
ボ
と
音
を

立
て
て
水
が
流
れ
込
ん
で
い
る
池
が
あ
る
。
厳
密
に
言
う
と
西
隣
の
齢
仙

寺
境
内
か
ら
一
旦
石
垣
の
上
に
鎮
座
す
る
龍
を
経
由
し
、
そ
の
口
か
ら
池

に
向
か
っ
て
注
が
れ
て
い
る
。
齢
仙
寺
住
職
の
後
藤
慶
裕
（
ご
と
う
け
い

ゆ
う
）
さ
ん
に
お
話
を
聞
く
事
が
で
き
た
。
寺
の
歴
史
も
平
成
八
年
に
再

販
さ
れ
た
齢
仙
寺
三
百
年
史
が
あ
り
、
二
言
三
言
で
済
ま
さ
れ
な
い
程
の

濃
厚
な
も
の
で
あ
る
こ
と
を
抑
え
て
お
き
た
い
。
さ
て
こ
の「
に
お
う
ど
」

で
あ
る
が
愛
知
川
の
伏
流
水
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
山
門
前
に
あ
る

大
人
の
背
丈
程
あ
る
自
然
石
に
は
「
鳰
戸
霊
泉
」
と
篆
書
体
で
彫
り
込
ま

れ
て
い
る
。
鳰
は
滋
賀
県
の
鳥
で
び
わ
湖
を
象
徴
す
る
。
そ
の
井
戸
が
、

鳰
の
湖
の
扉
の
ご
と
く
砂
を
吹
き
上
げ
溢
れ
出
て
い
た
事
か
ら
今
日
に
そ

の
名
を
伝
え
て
い
る
。し
か
し
一
九
七
二
年
か
ら
始
ま
っ
た
治
水
事
業（
琵

琶
湖
総
合
開
発
）
に
よ
り
ほ
と
ん
ど
自
噴
能
力
が
な
く
な
っ
た
そ
う
だ
。

現
在
は
ポ
ン
プ
ア
ッ
プ
さ
れ
先
程
述
べ
た
龍
の
口
に
送
ら
れ
て
い
る
。

　

次
に
滋
賀
県
神
社
誌
、
小
幡
神
社
由
緒
を
み
る
と
、

石柵の手前は生活の水、奥は霊泉

取水口の穴に柄杓を持って行く筆者 観音堂の左側奥手に水場がある
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「
創
始
の
伝
承
は
さ
ま
ざ
ま
で
あ
る
が
、
何
れ
に
し
て
も
似
小
戸
と

た
た
え
る
霊
泉
の
四
時
滾
滾
と
絶
え
る
こ
と
の
な
い
聖
域
に
氏
神
の

宮
居
を
崇
祀
し
た
父
祖
の
深
い
祈
り
が
偲
ば
れ
る
。」

　

と
あ
る
。
更
に
、

「
境
内
西
南
宮
に
清
冽
な
る
泉
あ
り
「
似
小
戸
」
と
称
す
。
伊
邪
那

岐
命
が
禊
し
給
う
た
橘
の
小
戸
に
も
似
た
る
故
を
以
て
な
り
。
近
江

輿
地
志
略
七
十　

春
日
霊
水
春
日
神
社
の
界
内
に
あ
り
甚
だ
以
て
清

潔
の
水
な
り
。
琵
琶
湖
志
巻
十
五　

春
日
の
霊
水　

小
幡
村
に
在
り
、

小
幡
明
神
と
て
春
日
の
神
な
り
、
こ
の
社
内
に
あ
り
清
浄
の
霊
水
な

り
。
淡
海
国
木
間
攫
巻
六　

小
幡
大
明
神　

生
土
神
な
り　

祭
神
南

都
春
日
神
に
同
躰
な
り
、
名
水
当
社
の
境
内
に
あ
り
、
春
日
の
霊
水

と
云
い
至
っ
て
清
潔
の
水
な
り
と
。」

　

と
記
さ
れ
て
い
る
。
最
後
に
一
つ
、
後
藤
住
職
の
話
に
戻
る
が
、
齢
仙

寺
の
鬼
門
に
あ
た
る
毘
沙
門
堂
に
仁
王
像
の
一
部
が
置
か
れ
て
い
る
そ
う

だ
。
永
禄
年
間
の
信
長
上
洛
に
よ
る
兵
火
で
、
伽
羅
全
て
を
焼
失
し
て
し

ま
っ
た
と
伝
わ
っ
て
お
り
、
山
門
の
仁
王
像
の
一
部
が
焼
け
残
っ
て
い
る

と
の
こ
と
。
そ
の
「
仁
王
さ
ん
の
井
戸
、
仁
王
戸
」
と
伝
わ
る
話
も
あ
る

そ
う
だ
。
い
ず
れ
に
し
て
も
「
に
お
う
ど
」
と
地
域
の
人
々
が
呼
ん
で
い

た
事
は
間
違
い
な
い
。
齢
仙
寺
の
名
称
の
変
遷
も
興
味
深
い
。
明
暦
元
年

（
一
六
五
五
年
）
九
月
、
伽
羅
を
建
立
さ
れ
、
霊
像
の
あ
る
所
に
慈
雲
が

棚
引
い
て
い
た
こ
と
よ
り
霊
像
山
慈
雲
寺
と
称
し
、
後
に
門
前
に
泉
の
あ

る
と
こ
ろ
か
ら
慈
雲
山
霊
泉
寺
と
言
わ
れ
る
よ
う
に
な
る
。
享
保
年
間
に

寺
内
に
不
幸
が
重
な
っ
た
た
め
霊
泉
寺
（
霊
が
泉
の
ご
と
く
）
か
ら
齢
仙

寺
（
年
齢
が
仙
人
の
ご
と
く
）
と

改
称
さ
れ
、
現
在
に
至
っ
て
い
る

よ
う
で
あ
る
。

　

神
仏
に
ゆ
か
り
の
あ
る
地
で

人
々
の
往
来
が
有
り
、
様
々
な
物

資
や
情
報
が
行
き
交
う
こ
の
地
に

湧
き
い
ず
る
水
で
あ
る
か
ら
こ
そ
、

様
々
な
所
以
が
残
っ
て
い
る
。
亀

や
鯉
、
う
な
ぎ
が
一
緒
に
暮
ら
す

放
水
池
を
眺
め
な
が
ら
最
近
ま
で

水
を
汲
み
に
来
て
い
た
人
々
の
様

齢仙寺前に立つ鳰戸霊泉の石碑

石垣の龍の口より水を汲む

かつてはこの池から砂を吹き上げ湧き出ていた
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子
を
想
像
し
た
。

テ
ン
オ
ー
（
名
水 

天
皇
の
水
）

　

長
浜
市
高
月
町
は
美
し
い
用
水
が
流
れ
る
「
水
の
町
」
で
あ
る
。
左
手

に
水
瓶
を
持
つ
向
源
寺
の
国
宝
十
一
面
観
音
立
像
は
あ
ま
り
に
も
有
名
だ
。

そ
こ
か
ら
少
し
東
へ
北
国
脇
往
還
（
国
道
３
６
５
号
線
）
を
進
む
と
高
時

川
と
交
差
す
る
。
阿
弥
陀
橋
を
渡
り
直
ぐ
に
北
上
す
る
と
辺
り
は
田
園
地

帯
と
な
る
。
こ
こ
は
馬
上
と
書
い
て
「
ま
け
」
と
呼
ぶ
。
東
に
山
田
山
が

見
え
そ
の
谷
筋
め
ざ
し
て
更
に
山
裾
へ
と
続
く
道
を
行
く
と
名
水
へ
の
案

内
表
示
が
現
れ
る
。
私
は
数
回
訪
ね
て
い
る
が
い
つ
も
鬱
蒼
と
し
て
お
り

気
味
が
悪
い
。
し
か
し
「
名
水
天
皇
の
水
」
と
記
さ
れ
た
案
内
板
が
あ
る

こ
と
、
地
域
の
住
民
の
努
め
で
あ
ろ
う
か
掃
除
が
行
き
届
い
て
お
り
、
名

水
へ
の
導
き
は
明
快
だ
。
自
然
石
で
積
み
上
げ
た
水
路
を
数
メ
ー
ト
ル
た

ど
る
と
直
径
三
〇
セ
ン
チ
程
の
石
灰
岩
の
割
れ
目
を
発
見
で
き
る
。
そ
こ

が
水
源
だ
。
日
の
光
が
ほ
と
ん
ど
入
ら
な
い
こ
の
雰
囲
気
で
の
水
場
は
威

厳
を
感
じ
る
。
背
後
に
は
寺
跡
が
有
る
。
名
称
が
掘
ら
れ
た
立
派
な
石
碑

は
あ
る
が
由
緒
書
の
よ
う
な
も
の
は
な
い
。『
高
月
町
の
む
か
し
話
』（
高

月
町
教
育
委
員
会
編
）
に
よ
る
面
白
い
伝
承
を
見
付
け
た
の
で
紹
介
し
た

い
。

徳
川
時
代
の
始
め
の
頃
、
馬
上
の
伍
井
と
い
う
人
の
跡
取
り
息
子
が
、

原
因
の
わ
か
ら
な
い
病
気
に
か
か
り
ま
し
た
。
両
親
が
医
者
に
診
せ

る
な
ど
し
て
、
一
生
懸
命
看
病
を
し
ま
す
が
ど
ん
ど
ん
悪
く
な
る
ば

か
り
。
あ
る
夜
、
看
病
疲
れ
で
う
と
う
と
し
た
母
親
が
「
北
馬
上
在

の
谷
の
東
北
の
岩
の
間
か
ら
美
し
い
清
水
が
湧
き
出
て
い
ま
す
。
そ

の
水
を
、
夜
丑
の
刻
に
汲
ん
で
、
盃
に
二
、三
杯
飲
ま
せ
る
行
を
百

日
続
け
な
さ
い
。」
と
い
う
お
告
げ
を
聞
い
た
の
で
す
。
両
親
は
す

ぐ
お
告
げ
の
場
所
を
探
し
、
息
子
に
清
水
を
飲
ま
せ
続
け
ま
し
た
。

そ
し
て
百
日
目
…
。
目
の
前
に
仙
人
が
現
れ
、「
よ
く
ぞ
百
日
の
行

を
続
け
た
。
御
神
助
間
違
い
な
し
」
と
言
い
残
す
と
消
え
て
い
き
ま

し
た
。
す
る
と
不
思
議
な
こ
と
に
あ
れ
ほ
ど
重
か
っ
た
息
子
の
病
気

が
日
に
日
に
よ
く
な
っ
た
と
い
う
こ
と
で
す
。
そ
の
湧
き
出
る
場
所

を
「
テ
ン
オ
ー
」
と
い
い
ま
し
た
が
、
日
本
の
天
皇
の
名
を
借
り
て

「
天
皇
の
水
」
と
名
付
け
た
と
い
う
こ
と
で
す
。
以
来
、
人
々
の
臨

終
前
に
「
天
皇
の
水
」
を
与
え
る
と
、
極
楽
往
生
が
出
来
る
と
言
わ

れ
る
よ
う
に
な
り
、
年
寄
り
の
人
達
は
平
時
で
も
「
天
皇
の
水
」
を

汲
み
帰
り
、
生
涯
の
幸
せ
を
感
謝
し
な
が
ら
そ
の
水
を
賞
味
す
る
人

が
沢
山
あ
り
ま
す
。
こ
の
水
は
、
ど
ん
な
旱
魃
に
も
、
一
度
も
涸
れ

ず
、
天
皇
の
水
は
郷
人
か
ら
恵
み
の
水
と
し
て
、
尊
ば
れ
、
伝
わ
る

事
で
し
ょ
う
。（
部
分
的
に
編
集
）

　

と
あ
る
。
現
在
は
こ
の
よ
う
な
伝
承
と
石
碑
の
存
在
が
名
水
の
名
称
を

伝
え
て
い
る
が
、「
テ
ン
オ
ー
」
と
呼
ば
れ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ

の
辺
の
人
で
木
ノ
本
の
造
り
酒
屋
の
職
人
で
兼
業
農
家
の
人
に
話
を
聞
い

て
み
る
と
馬
上
周
辺
に
湧
水
は
あ
ち
こ
ち
に
有
る
と
の
こ
と
。「
い
つ
も

汲
ん
で
い
る
け
ど
、
名
前
の
こ
と
な
ど
意
識
し
た
こ
と
無
い
で
す
。」
と

即
答
さ
れ
た
。

　

こ
れ
ま
で
、「
近
江
の
水
を
め
ぐ
る
」
に
お
い
て
、
比
較
的
名
称
の
存
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二
、
帯
の
水
、
群
の
水
（
た
い
の
み
ず
、
ぐ
ん
の
み
ず
）  

　

地
域
一
帯
が
湧
水
群
で
あ
り
、
一
つ
ひ
と
つ
に
名
称
を
も
た
ず
、
地
域

の
く
ら
し
を
含
め
て
周
囲
が
ひ
と
つ
の
湧
水
帯
に
な
っ
て
い
る
も
の
を
と

り
あ
げ
て
い
き
た
い
。

　

針
江
地
区
や
伊
吹
山
麓
、
醒
ケ
井
付
近
、
安
土
常
楽
寺
な
ど
、
比
良
山

系
の
麓
に
至
っ
て
は
無
数
の
湧
水
が
群
を
成
し
て
い
る
。
そ
の
一
つ
ひ
と

つ
に
名
称
が
付
け
ら
れ
て
い
る
も
の
も
有
る
が
、
こ
こ
で
は
地
域
内
に
数

カ
所
の
水
場
が
存
在
し
総
称
と
し
て
呼
ば
れ
て
い
る
水
を
見
て
い
き
た
い
。

在
を
重
要
視
し
て
き
た
。
そ
の
理
由
に
唯
一
無
二
の
存
在
で
あ
る
こ
と
や

使
用
す
る
住
民
の
水
に
対
す
る
意
識
の
高
さ
や
信
仰
心
に
近
い
も
の
が
有

る
の
で
は
な
い
か
、
と
い
う
私
自
身
の
捉
え
方
で
こ
の
よ
う
に
考
え
て
き

た
わ
け
で
あ
る
。
し
か
し
今
回
と
り
上
げ
た
水
で
少
し
考
え
方
が
変
わ
っ

た
よ
う
に
思
う
。
そ
れ
は
名
称
が
つ
い
て
い
る
水
は
地
域
の
住
民
以
外
を

対
象
と
し
た
意
識
が
既
に
備
わ
っ
て
お
り
、
観
光
や
環
境
保
全
、
教
育
な

ど
の
観
点
か
ら
と
り
上
げ
ら
れ
「
近
代
社
会
に
お
い
て
の
位
置
付
け
」
と

い
う
印
象
が
強
い
。
そ
れ
が
悪
い
事
と
は
思
わ
な
い
が
、
地
域
住
民
が
伝

承
や
祭
礼
と
共
に
受
継
い
で
こ
ら
れ
た
水
は
他
な
ら
ぬ
水
で
あ
り
、
く
ら

し
そ
の
も
の
な
の
で
あ
る
。「
呼
び
名
や
音
」
で
自
然
に
残
っ
て
い
る
の

で
あ
っ
て
、
何
か
と
区
別
す
る
為
の
名
称
と
い
う
も
の
で
は
無
い
の
だ
と

感
じ
た
。

　

く
ら
し
と
一
体
化
し
て
い
る
水

に
、
名
称
な
ど
関
係
な
い
の
か
も

し
れ
な
い
。

山田山の西側麓へと続く道

名水への導きが明快

石段最後の割れ目より水を汲む
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浅
小
井
湧
水
（
あ
さ
ご
い
ゆ
う
す
い
）

　

県
道
２
号
大
津
能
登
川
長
浜
線
を
近
江
八
幡
市
内
か
ら
東
へ
安
土
方
面

に
行
く
途
中
、
浅
小
井
町
と
い
う
交
差
点
に
差
し
掛
か
る
。
そ
こ
を
び
わ

湖
方
面
に
入
る
と
浅
小
井
地
区
だ
。
西
の
入
口
付
近
に
東
屋
が
建
っ
て
お

り
、
中
を
覗
く
と
三
メ
ー
ト
ル
四
方
の
池
の
中
心
か
ら
水
が
湧
き
出
て
い

た
。
周
囲
は
石
段
と
ベ
ン
チ
が
用
意
さ
れ
湧
水
公
園
に
迎
え
入
れ
る
よ
う

な
雰
囲
気
だ
。
横
に
は
「
上
（
か
み
）
の
湧
水
公
園
」
と
表
示
さ
れ
た
石

碑
が
あ
り
「
あ
さ
ご
い
湧
水
マ
ッ
プ
」
が
描
か
れ
て
い
る
。
導
か
れ
る
様

に
集
落
へ
進
む
と
水
路
が
廻
ら
さ
れ
、
周
辺
に
は
植
木
や
花
が
植
え
ら
れ

気
持
ち
が
良
い
。
集
落
の
中
央
部
に
来
る
と
方
形
の
池
が
有
り
石
段
で
囲

わ
れ
て
い
る
。
鯉
や
鴨
が
飼
わ
れ
、二
本
の
噴
水
が
設
置
さ
れ「
リ
フ
レ
ッ

シ
ュ
浅
小
井 

湧
水
の
里
」
の
表
示
が
立
っ
て
い
る
。
地
区
で
長
年
ま
ち

づ
く
り
を
さ
れ
て
き
た
南
喜
蔵
（
み
な
み
き
ぞ
う
）
さ
ん
に
お
話
を
聞
く

事
が
出
来
た
。
愛
知
川
の
伏
流
水
に
よ
り
旧
蛇
砂
川
（
き
ゅ
う
へ
び
す
な

が
わ
）
の
河
川
敷
で
豊
富
な
地
下
水
に
恵
ま
れ
、
昭
和
三
〇
年
代
ま
で
船

だ
ま
り
と
し
て
掘
割
の
往
来
時
の
面
影
を
復
元
し
て
い
る
そ
う
だ
。
ふ
と

考
え
る
と
県
道
２
号
か
ら
入
っ
た
の
で
気
付
く
の
に
時
間
が
か
か
っ
た
の

か
、
ち
ょ
う
ど
こ
の
集
落
の
北
側
に
は
西
の
湖
が
あ
る
。
今
日
も
ヨ
シ
が

群
生
し
て
お
り
、
総
合
開
発
の
あ
お
り
か
ら
免
れ
た
地
域
で
あ
る
こ
と
が

想
像
で
き
る
。
更
に
東
へ
少
し
入
っ
た
と
こ
ろ
に
「
お
池
さ
ん
」
と
呼
ば

れ
る
湧
水
が
東
出
地
蔵
堂
の
横
に
あ
る
。
こ
こ
に
は
全
部
で
五
カ
所
の
湧

水
が
あ
り
、
地
域
と
一
緒
に
共
創
さ
れ
て
今
日
に
至
っ
て
い
る
こ
と
が
わ

か
る
。
再
び
中
央
部
に
戻
る
と
平
成
四
年
七
月
に
「
く
ら
し
に
根
づ
く
施

設
」
と
し
て
受
賞
し
た
建
設
省
の

「
手
づ
く
り
郷
土
賞
」
の
銘
板
入

り
石
碑
を
発
見
し
た
。
ま
ち
づ
く

り
計
画
は
一
旦
落
ち
着
い
て
い
る

よ
う
だ
。
南
さ
ん
は
「
自
然
に
水

辺
に
寄
り
添
っ
て
暮
ら
せ
る
こ
と

が
大
事
な
ん
や
。」
と
話
さ
れ
た

の
が
印
象
的
だ
っ
た
。
浅
く
小
さ

な
井
戸
が
多
く
吹
き
出
し
て
い
た

地
、
浅
小
井
湧
水
で
あ
る
。

東屋で水を汲む

お池さん

湧水の里
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軽
野
湧
水
（
か
る
の
ゆ
う
す
い
）

　

中
山
道
愛
知
川
宿
か
ら
県
道
28
号
へ
入
り
、
近
江
鉄
道
踏
切
、
新
幹
線

高
架
を
こ
え
、
東
へ
し
ば
ら
く
車
を
走
ら
せ
る
と
自
然
石
を
積
ん
だ
よ
う

な
常
夜
灯
が
見
え
る
。
香
之
庄
（
こ
の
し
ょ
う
）
交
差
点
を
左
折
、
県
道

２
１
８
号
を
北
上
し
、
宇
曽
川
を
渡
っ
た
あ
た
り
が
軽
野
地
区
で
あ
る
。

　

少
し
進
む
と
左
側
に
フ
ェ
ン
ス
が
見
え
る
。
近
づ
く
と
エ
メ
ラ
ル
ド
グ

リ
ー
ン
の
水
面
が
光
っ
て
い
る
。
興
奮
覚
め
や
ら
ず
覗
き
込
む
と
五
メ
ー

ト
ル
四
方
に
古
い
石
垣
が
組
ま
れ
、
水
深
三
メ
ー
ト
ル
は
あ
ろ
う
か
、
沢

山
の
魚
影
の
向
う
に
自
分
の
顔
が
映
っ
て
い
る
の
が
わ
か
る
。
す
っ
か
り

虜
に
な
っ
て
い
る
と
農
作
業
さ
れ
て
い
る
お
婆
さ
ん
に
お
会
い
し
た
。「
道

の
向
う
に
も
あ
る
で
！
」
と
案
内
さ
れ
る
と
同
じ
く
ら
い
の
水
場
が
現
れ

た
。
し
ば
ら
く
立
ち
尽
く
し
て
い
る
と
、「
夏
は
ひ
ゃ
っ
こ
い
で
冬
は
温

た
い
は
！
皆
こ
こ
ら
で
洗
い
物
な
ど
し
て
ま
す
ね
ん
。」
と
「
嫁
い
で
来

た
時
に
は
も
う
あ
っ
た
で
！
」
と
話
さ
れ
た
。
い
ろ
い
ろ
水
場
を
見
て
来

た
が
こ
ん
な
に
美
し
い
状
態
で
今
に
伝
え
て
い
る
水
場
は
稀
で
あ
る
。
集

落
を
散
策
し
て
い
る
と
軽
野
公
民
館
に
着
い
た
。
こ
こ
に
「
軽
野
地
区
湧

水
を
中
心
と
し
た
概
要
」
と
記
さ
れ
た
案
内
版
を
発
見
し
た
。
湧
水
分
布

図
と
大
正
二
年
の
御
池
改
修
事
で
石
垣
工
事
の
写
真
が
掲
載
さ
れ
て
い
た
。

読
む
と
鈴
鹿
山
系
の
伏
流
水
が
い
た
る
所
で
噴
出
し
て
お
り
、
大
小
合
わ

せ
て
約
二
〇
カ
所
に
も
及
ぶ
。「
壱
の
湧
」「
今
池
」「
御
池
」「
新
池
」「
藤

治
川
」
と
大
き
な
池
が
石
垣
に
大
木
の
梁
を
渡
し
人
力
で
整
備
さ
れ
た
事

が
記
さ
れ
て
い
た
。
集
落
内
の
家
庭
に
お
い
て
は
出
壷
や
川
端
と
し
て
取

り
込
み
生
活
の
糧
と
し
て
い
た
そ
う
だ
。
平
成
二
〇
年
七
月
に
は
「
か
る

公民館の案内版

出壺で遊ぶ子供たち

新池

藤治川にてお婆さん
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る
ほ
ど
そ
れ
で
「
川
合
」
か
、
と
納
得
し
た
。
高
時
川
の
川
筋
に
沿
い
、

谷
間
の
段
丘
に
並
ぶ
様
に
し
て
佇
む
集
落
は
お
そ
ら
く
用
水
に
不
便
し
た

の
で
あ
ろ
う
。
水
に
触
れ
て
み
る
と
金
気
が
混
じ
っ
て
い
る
よ
う
に
感
じ

た
。
杉
野
川
沿
い
の
岐
阜
県
へ
と
抜
け
る
道
沿
い
に
も
同
様
の
コ
ン
ク

リ
ー
ト
製
の
自
噴
井
を
い
く
つ
か
発
見
し
た
。
地
域
で
共
有
し
な
が
ら
活

用
し
て
き
た
水
で
あ
る
。

　

集
落
一
帯
が
湧
水
群
、
あ
る
い
は
同
じ
水
系
の
水
で
あ
り
総
称
と
し
て

呼
ば
れ
て
い
る
水
場
に
迫
っ
て
み
た
。
冒
頭
に
記
し
た
様
に
こ
の
手
の
湧

水
群
は
ま
だ
ま
だ
び
わ
湖
の
周
り
に
た
く
さ
ん
存
在
す
る
。
今
回
に
留
ま

ら
ず
注
目
し
て
行
き
た
い
「
帯
の
水
、
群
の
水
」
で
あ
る
。

の
湧
水
湿
原
景
観
保
全
会
」
を
立
ち
上
げ
湿
地
保
全
と
自
然
保
護
の
取
組

み
を
進
め
、
平
成
二
年
に
は
「
う
る
お
い
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り
事
業
」、

軽
野
地
区
を
「
わ
き
水
の
里
」
自
然
と
先
人
が
残
し
た
農
村
文
化
遺
産
と

し
て
見
つ
め
直
し
て
い
る
。
そ
の
軽
野
が
湧
水
と
共
生
す
る
意
を
示
す
案

内
板
は
平
成
二
三
年
三
月
に
設
置
さ
れ
る
。

　

水
を
介
し
今
日
に
至
っ
て
ま
ち
づ
く
り
を
展
開
、
持
続
す
る
大
物
の
湧

水
群
で
あ
る
事
は
間
違
い
な
い
。

川
合
の
自
噴
井
（
か
わ
い
の
じ
ふ
ん
い
）

　

長
浜
市
木
之
本
町
川
合
は
木
ノ
本
市
街
地
の
、
東
横
町
よ
り
東
へ
、
国

道
３
０
３
号
線
を
進
み
高
時
川
を
渡
る
と
交
差
点
に
差
し
掛
か
る
。
そ
こ

を
左
（
北
）
へ
県
道
２
８
５
号
線
を
進
む
と
こ
の
道
沿
い
が
川
合
の
集
落

で
あ
る
。
左
右
を
見
渡
し
な
が
ら
進
む
と
コ
ン
ク
リ
ー
ト
製
の
槽
が
家
の

軒
先
に
設
け
ら
れ
て
い
る
。
ご
近
所
同
士
、
共
同
で
使
用
さ
れ
て
い
る
の

で
あ
ろ
う
か
、
錦
鯉
が
飼
わ
れ
て
い
る
水
場
も
有
り
、
ゆ
っ
た
り
と
し
た

空
気
が
流
れ
て
い
る
。
も
う
少
し
行
く
と
Ｙ
字
路
に
な
っ
た
と
こ
ろ
に
円

筒
状
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
水
場
を
発
見
し
た
。
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
を
途
中
で

切
っ
た
よ
う
な
透
明
の
容
器
が
数
個
、
円
筒
の
途
中
か
ら
注
ぎ
口
が
出
て

お
り
、
そ
こ
か
ら
音
を
た
て
て
水
が
出
て
い
る
。
そ
の
水
を
受
け
止
め
る

鍋
が
置
か
れ
て
い
た
。
交
差
点
の
合
流
地
点
で
県
道
表
示
と
並
ぶ
様
に
あ

る
こ
と
が
何
と
も
滑
稽
で
あ
る
。
あ
ま
り
人
影
は
見
か
け
な
い
が
、
く
ら

し
を
感
じ
る
光
景
で
あ
る
。
合
流
点
を
左
に
少
し
行
く
と
先
程
渡
っ
た
高

時
川
の
源
流
が
北
西
方
面
か
ら
、
杉
野
川
が
北
か
ら
合
流
し
て
お
り
、
な

鍋に溜まった水を汲む

県道285号線と岐阜方面への道の合流点
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三
、
参
り
の
水
、頼
み
の
水（
ま
い
り
の
み
ず
、た
の
み
の
み
ず
）  

　
「
お
百
度
参
り
」
や
「
苦
し
い
時
の
神
頼
み
」
と
い
う
言
葉
を
こ
れ
ま

で
何
度
も
耳
に
し
た
。
私
自
身
は
前
者
の
よ
う
に
何
度
も
参
っ
た
記
憶
は

な
い
が
、
後
者
で
、
何
も
打
つ
手
が
無
く
な
っ
た
時
に
神
仏
の
前
で
何
度

も
手
を
合
わ
せ
た
記
憶
も
多
々
思
い
出
さ
れ
る
。

　

今
も
昔
も
庶
民
は
、
理
由
は
と
も
か
く
只
々
無
心
で
参
り
、
頼
み
事
を

し
て
辛
い
時
や
苦
し
い
時
を
乗
り
越
え
て
来
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

神
仏
い
ま
す
近
江
に
も
様
々
な
庶
民
の
拠
り
所
が
あ
る
が
今
も
昔
も
庶

民
の
味
方
で
あ
る
ご
利
益
の
御
神
水
に
迫
っ
て
み
た
い
。

長
濱
八
幡
宮
の
御
神
水
（
な
が
は
ま
は
ち
ま
ん
ぐ
う
の
ご
し
ん
す
い
）

　
Ｊ
Ｒ
長
浜
駅
か
ら
表
通
り
を
東
へ
市
役
所
前
の
交
差
点
を
左
折
し
、
二

筋
目
の
角
の
敷
地
に
広
が
る
場
が
長
濱
八
幡
宮
で
あ
る
。
表
通
り
に
面
し

て
い
な
い
の
で
こ
こ
か
ら
が
御
神
水
を
探
し
出
す
本
番
に
な
る
。
八
幡
宮

の
拝
殿
に
向
か
っ
て
左
側
に
建
物
と
放
生
池
が
有
る
。
そ
の
間
に
ち
ょ
う

ど
人
が
一
人
通
れ
る
程
度
の
小
道
が
あ
り
、
前
に
「
御
神
水
」
と
記
さ
れ

た
立
て
札
が
発
見
で
き
る
。
そ
の
奥
に
竹
筒
か
ら
勢
い
よ
く
流
れ
出
る
湧

水
が
御
神
水
だ
。
初
め
て
訪
れ
た
時
は
三
〇
分
程
境
内
を
ウ
ロ
ウ
ロ
し
、

見
付
け
た
時
に
は
あ
ま
り
に
も
水
場
の
空
間
の
狭
さ
に
そ
の
場
で
笑
っ
て

し
ま
っ
た
こ
と
を
思
い
出
し
た
。

　

立
て
札
に
は

「
千
古
の
境
内
を
巡
り
て
、
命
の
源
と
し
て
放
水
池
に
流
れ
込
む
当

宮
の
御
神
水
は
非
常
に
霊
験
あ
ら
た
か
で
、
早
朝
よ
り
汲
み
に
こ
ら

れ
る
方
は
後
を
立
た
ず
、
お
茶
や
御
飯
炊
き
に
用
い
ら
れ
健
康
に
過

ご
さ
れ
、
又
病
気
の
方
は
飲
用
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
そ
の
災
い
を
快

方
に
む
か
わ
せ
る
と
も
言
わ
れ
る

人
知
れ
ず 

清
々
し
く
も 

祖
の
心
か 

神
の
水
な
り
」

　

と
記
さ
れ
て
い
た
。
八
幡
宮
に
は
も
う
一
つ
不
思
議
な
水
場
が
有
る
。

私
が
御
神
水
を
探
し
当
て
る
前
に
間
違
え
て
認
識
し
た
銅
葺
き
の
立
派
な

東
屋
が
あ
り
周
囲
は
木
製
の
格
子
柵
で
覆
わ
れ
入
る
事
の
出
来
な
い
井
戸

が
有
る
。
そ
の
中
に
緑
色
の
釉
薬
が
施
さ
れ
た
陶
製
の
取
水
口
が
あ
り
、

常
時
一
定
の
水
が
チ
ョ
ロ
チ
ョ
ロ
と
流
れ
出
て
い
る
。
禰
宜
の
山
根
さ
ん

の
話
で
は
「
清
々
（
せ
い
せ
い
）
井
戸
」
と
呼
ば
れ
、
以
前
は
出
水
舎
で

県道285号線と岐阜方面への道の合流点
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あ
っ
た
が
、
は
だ
か
祭
の
時
、
若
衆
が
身
を
清
め
る
場
で
あ
り
、
長
浜
曳

山
祭
り
で
は
、
子
供
歌
舞
伎
役
者
の
健
康
と
く
じ
運
を
祈
願
し
て
水
ご
い

が
行
わ
れ
る
と
の
事
で
あ
る
。

建
部
大
社
の
御
神
水
（
た
け
べ
た
い
し
ゃ
の
ご
し
ん
す
い
）

　

言
わ
ず
と
知
れ
た
近
江
一
之
宮
、
建
部
大
社
に
も
湧
水
の
御
神
水
が
存

在
し
た
の
で
こ
こ
で
紹
介
し
た
い
。
旧
東
海
道
を
大
津
石
山
側
か
ら
歩
き
、

瀬
田
の
唐
橋
を
渡
っ
て
東
へ
、
神
領
の
交
差
点
を
直
進
す
る
と
建
部
大
社

の
石
碑
が
見
え
て
来
る
。
官
幣
大
社
の
文
字
に
コ
ン
ク
リ
ー
ト
が
埋
め
込

ま
れ
て
い
る
の
を
み
る
と
、
こ
の
社
の
大
き
さ
が
増
し
て
伝
わ
っ
て
く
る

の
は
私
だ
け
で
あ
ろ
う
か
。
向
か
っ
て
左
側
に
大
き
な
石
の
鳥
居
と
数
本

の
松
が
迎
え
入
れ
て
く
れ
た
。
日
本
武
尊
と
大
己
貴
命
（
お
お
む
な
ち
の

み
こ
と
）
を
お
祀
り
し
、
出
世
開
運
、
除
災
厄
除
、
商
売
繁
盛
、
縁
結
び
、

医
薬
醸
造
の
神
と
し
て
広
く
崇
敬
さ
れ
て
い
る
。
神
社
の
由
緒
は
尽
き
な

い
の
で
こ
こ
で
止
め
て
お
く
と
し
て
、
問
題
の
水
場
だ
。
二
之
鳥
居
か
ら

参
道
を
歩
い
て
神
門
へ
着
く
。
ひ
と
息
お
い
て
中
へ
入
る
と
目
前
に
拝
殿

が
有
る
右
側
に
三
本
杉
、
左
側
に
社
務
所
が
見
え
た
。
こ
の
辺
り
を
ウ
ロ

ウ
ロ
し
て
い
る
と
「
ポ
コ
ポ
コ
」
と
そ
れ
ら
し
き
音
が
聞
こ
え
て
き
た
。

木
陰
の
奥
ま
っ
た
と
こ
ろ
に
六
〇
セ
ン
チ
角
程
度
の
石
の
井
戸
を
発
見
。

そ
の
先
端
か
ら
水
が
常
時
溢
れ
出
て
お
り
、
井
桁
の
上
に
柄
杓
が
数
本
並

ん
で
い
た
。
石
に
は
御
神
水
と
彫
刻
さ
れ
て
い
る
。
禰
宜
の
大
宮
さ
ん
に

お
話
を
聞
く
と
、
ご
近
所
の
方
々
や
病
を
患
っ
て
お
ら
れ
る
方
が
汲
み
に

こ
ら
れ
る
そ
う
だ
。
水
源
の
こ
と
な
ど
も
う
少
し
聞
き
込
む
と
快
く
返
答

清々井戸（長濱八幡宮）

清々井戸の東屋（長濱八幡宮）

長濱八幡宮の御神水を汲む

放生池の脇に御神水の札がある
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日
吉
大
社
の
亀
井
霊
水
（
ひ
よ
し
た
い
し
ゃ
の
か
め
い
れ
い
す
い
）

　

大
津
市
坂
本
、
比
叡
山
の
麓
に
鎮
座
す
る
全
国
に
約
二
、〇
〇
〇
社
あ

る
日
吉
、
日
枝
、
山
王
神
社
の
総
本
社
で
あ
る
。
お
山
の
上
の
延
暦
寺
と

共
に
信
仰
を
今
に
伝
え
る
神
仏
習
合
の
極
み
と
言
っ
て
過
言
で
は
な
い
だ

ろ
う
。
日
吉
大
社
は
東
本
宮
と
西
本
宮
を
は
じ
め
と
す
る
山
王
七
社
が
ご

祭
神
と
し
て
祀
ら
れ
て
い
る
。
今
回
紹
介
す
る
「
亀
井
霊
水
」
は
地
主
神

で
あ
る
大
山
咋
神
（
お
お
や
ま
く
い
の
か
み
）
を
祀
る
東
本
宮
の
敷
地
内

に
湧
き
出
て
い
る
。
厳
密
に
は
樹
下
神
社
と
新
物
忌
神
社
の
間
に
石
柱
で

四
角
形
の
枠
で
囲
み
格
子
状
に
汲
ま
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
そ
の
内
部
は
六

角
形
の
井
戸
が
組
ま
れ
て
お
り
、
よ
く
見
る
と
、
水
が
揺
ら
め
き
湧
き
出

て
い
る
の
が
わ
か
る
。
境
内
の
景
色
を
写
し
な
が
ら
、
ご
利
益
の
気
持
ち

し
て
下
さ
っ
た
。
境
内
の
北
東
方
向
に
位
置
す
る
宝
物
殿
の
裏
側
に
実
は

溢
れ
ん
ば
か
り
の
水
が
今
も
湧
き
出
て
お
り
、
池
な
ど
に
分
水
さ
れ
て
い

る
と
の
事
、
湧
水
の
御
神
水
で
あ
る
。「
そ
の
ご
利
益
は
参
ら
れ
る
方
々

に
よ
っ
て
様
々
で
す
が
、
金
運
と
い
う
こ
と
で
い
か
が
で
し
ょ
う
か
」
と
。

祭
神
で
あ
る
日
本
武
尊
は
日
本
で
初
の
千
円
紙
幣
に
描
か
れ
、
ま
た
左
に

描
か
れ
た
社
殿
は
建
部
大
社
本
殿
が
採
用
さ
れ
た
。
昭
和
二
〇
年
八
月
に

発
行
さ
れ
、
最
も
多
く
の
刷
色
を
用
い
て
つ
く
ら
れ
た
そ
う
だ
。

　

近
江
国
府
が
お
か
れ
、
東
海
道
瀬
田
の
唐
橋
前
、
そ
し
て
生
命
の
源
で

あ
る
水
が
溢
れ
出
て
い
た
場
所
、
こ
の
よ
う
な
全
て
の
条
件
が
揃
う
と
こ

ろ
に
一
之
宮
が
お
か
れ
、
金
運
が
廻
っ
て
く
る
の
だ
と
。

社務所の脇にある建部大社の御神水

御神水の水を汲む筆者（建部大社）

拝殿の右、宝物殿の裏側に源泉がある。（建部大社）
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で
投
げ
入
れ
ら
れ
た
銀
色
の
円
が
キ
ラ
キ
ラ
光
っ
て
い
る
。

　

横
に
立
て
札
が
あ
っ
た
の
で
読
む
と

「
昔
、
こ
こ
は
池
が
あ
り
、
伝
教
太
師
参
拝
の
折
、
霊
亀
が
現
れ
た
。

占
い
に
よ
り
こ
こ
を
閼
伽
井
（
仏
様
に
捧
げ
る
水
を
汲
む
井
戸
）
と

な
し
、『
亀
井
』
と
名
付
け
ら
れ
た
。
最
名
水
也　
『
日
吉
山
王
權
現

知
新
記
』
よ
り
」

　

と
記
さ
れ
て
い
た
。
禰
宜
の
矢
頭
さ
ん
に
お
話
を
聞
く
と
、
大
物
忌
神

社
の
脇
か
ら
も
水
が
流
れ
て
お
り
同
じ
水
系
と
の
事
、
神
社
内
で
は
大
行

事
水
と
呼
ば
れ
て
い
る
そ
う
だ
。

　
「
お
山
に
染
込
ん
だ
水
が
湧
き
出
し
、
こ
こ
で
神
仏
に
捧
げ
る
水
を
飲

水
で
き
る
こ
と
が
ご
利
益
な
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
」
と
話
さ
れ
た
事

が
印
象
的
で
し
た
。

　

日
吉
大
社
に
は
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な
い
が
、
も
う
一
つ
重
要
な
謎
の

湧
水
が
有
る
よ
う
だ
。
し
っ
か
り
調
べ
て
後
述
し
た
い
。

　

今
も
昔
も
庶
民
に
と
っ
て
現
世
利
益
の
象
徴
の
よ
う
な
、
水
を
と
り
あ

げ
た
。
中
で
も
「
御
神
水
」
は
近
江
に
は
ま
だ
ま
だ
無
数
に
有
る
事
は
言

う
ま
で
も
な
い
。
そ
こ
で
我
に
帰
っ
て
考
え
て
み
た
。
絵
馬
に
願
い
事
を

具
体
的
に
記
す
事
や
、
御
札
に
祈
願
を
記
す
事
は
他
力
で
は
な
い
自
力
で

世
の
中
に
訴
え
か
け
て
い
る
様
に
感
じ
る
の
だ
。
古
人
が
自
分
の
願
い
や

思
い
を
書
き
記
す
事
に
よ
っ
て
、
世
に
訴
え
る
事
が
出
来
る
唯
一
の
手
段

で
あ
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
？
ご
利
益
の
印
と
な
る
水
と
交
換
す
る

（
或
は
飲
水
す
る
）
こ
と
で
何
と
か
自
分
の
気
持
ち
を
鎮
め
て
い
た
の
で

は
な
い
だ
ろ
う
か
、
と
さ
え
感
じ

る
の
で
あ
る
。

　

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
方
法

が
多
様
化
し
た
現
在
、
本
当
に

我
々
の
抱
え
て
い
る
願
い
や
思
い

が
き
ち
ん
と
表
現
さ
れ
、
相
手
や

世
間
に
伝
わ
っ
て
い
る
の
で
あ
ろ

う
か
。「
参
り
の
水
、
頼
み
の
水
」

を
企
て
な
が
ら
も
う
一
度
自
問
し

て
み
た
。

六角形の井戸

亀井霊水に繋がる大行事水で水を汲む

亀井霊水と大行事水
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四
、
伝
の
水
、
宝
の
水
（
で
ん
の
み
ず
、
ほ
う
の
み
ず
）  

　

数
多
く
の
伝
承
や
地
域
の
宝
と
な
っ
て
い
る
水
を
見
て
き
た
。
先
述
し

た
神
社
の
御
神
水
に
続
き
、
近
江
に
は
数
多
く
の
寺
院
が
存
在
す
る
。
仏

教
母
山
の
存
在
と
太
湖
の
関
係
は
今
日
の
近
江
に
恩
恵
を
も
た
ら
し
て
い

る
事
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
日
本
文
化
の
繁
栄
の
起
源
は
こ
の
地
で
栄
え

た
信
仰
と
流
通
に
よ
っ
て
育
ま
れ
た
く
ら
し
に
あ
る
と
言
え
よ
う
。
そ
の

聖
地
は
伝
承
と
信
仰
の
対
象
で
あ
り
地
域
の
宝
と
し
て
支
え
て
き
た
原
点

の
水
に
迫
っ
て
み
る
。

弁
慶
水
（
べ
ん
け
い
す
い
）
比
叡
山
延
暦
寺

　

比
叡
山
東
塔
に
あ
る
法
華
総
持
院
か
ら
北
西
方
向
に
坂
道
を
進
む
と
、

老
杉
の
間
か
ら
東
屋
が
見
え
て
く
る
。
普
段
は
鍵
が
か
け
ら
れ
て
い
る
が
、

お
寺
の
許
可
を
取
っ
て
中
を
見
せ
て
い
た
だ
き
、
儀
礼
に
習
っ
て
汲
水
し

た
こ
と
が
あ
る
。
中
は
湧
水
が
周
り
の
土
を
崩
し
て
埋
ま
っ
て
し
ま
わ
な

い
様
、
石
柱
で
井
桁
に
組
ま
れ
て
お
り
、
の
ぞ
く
と
水
面
に
顔
が
映
っ
た
。

付
近
に
は
天
台
寺
門
宗
の
開
祖
、
智
証
の
住
坊
で
あ
り
比
叡
山
で
最
古
の

仏
像
と
さ
れ
る
千
手
観
音
像
が
祀
ら
れ
て
い
た
千
手
堂
と
も
呼
ば
れ
た
山

王
院
が
あ
る
。
こ
こ
は
大
比
叡
の
尾
根
か
ら
下
っ
た
窪
地
に
位
置
し
て
お

り
、
ち
ょ
う
ど
平
坦
な
地
形
が
始
ま
る
場
所
で
あ
る
。
お
そ
ら
く
水
が
溜

ま
り
易
く
、
豊
富
な
水
が
湧
出
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
過
酷
な
環
境
の

山
に
お
い
て
厳
し
い
修
行
に
耐
え
、
仏
に
供
え
る
水
が
確
保
で
き
る
事
か

ら
聖
地
と
し
て
こ
の
地
を
選
択
し
た
に
ち
が
い
な
い
と
想
像
し
た
。「
千

手
水
」「
千
寿
水
」「
弁
慶
水
」
な
ど
多
く
の
異
称
を
持
つ
閼
伽
水
で
あ
る

が
、
そ
れ
ら
の
由
来
を
「
山
門
堂
社
由
緒
記
」
か
ら
み
て
み
る
と
、

山
王
院
千
手
大
士
の
閼
伽
水
な
り
。（
千
手
水
）
寛
平
法
皇
、
か
つ

て
こ
の
水
を
掬
（
く
）
み
勅
し
て
千
手
水
（
又
は
千
寿
水
）
と
号
す
。

（
千
寿
水
）
武
蔵
坊
弁
慶
、
一
千
日
夜
に
勇
力
を
大
士
に
祈
り
、
こ

の
水
を
用
っ
て
浴
身
す
。（
弁
慶
水
）
平
相
国
清
盛
、
熱
病
の
時
こ

の
千
手
水
を
以
っ
て
浴
す
。

　

と
記
さ
れ
て
い
る
。
住
職
の
武
円
超
（
た
け
え
ん
ち
ょ
う
）
さ
ん
に
お

話
を
聞
く
事
が
出
来
た
。
比
叡
山
の
お
水
は
こ
の
弁
慶
水
が
優
先
で
使
用

さ
れ
る
大
切
な
水
で
あ
る
と
話
さ
れ
た
。
お
山
の
生
活
を
支
え
る
命
の
水
、

仏
に
供
え
る
閼
伽
水
と
し
て
当
然
の
如
く
、
密
教
の
教
え
よ
り
阿
闍
梨
か

ら
そ
の
資
格
を
得
る
為
の
儀
式
で

あ
る
伝
法
灌
頂
（
で
ん
ぽ
う
か
ん

じ
ょ
う
）
に
お
い
て
こ
の
水
が
注

が
れ
る
重
要
な
水
で
あ
る
と
お
話

し
さ
れ
た
。
こ
の
辺
は
針
葉
樹
が

生
い
茂
る
事
よ
り
水
が
溜
ま
り
に

く
い
筈
だ
が
不
思
議
で
あ
る
と
も

付
け
加
え
ら
れ
た
。

　

最
後
に
「
こ
の
場
所
に
水
が
出

て
い
な
け
れ
ば
延
暦
寺
の
存
在
も
、

今
日
の
我
々
の
存
在
も
な
か
っ
た

の
で
は
」
と
話
さ
れ
た
の
が
印
象

弁慶水を汲水していただく
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辺
は
ま
っ
す
ぐ
に
延
び
る
杉
が
生
い
茂
っ
て
お
り
、
山
門
が
迎
え
て
く

れ
る
。
水
場
は
そ
の
山
門
の
右
手
山
側
に
あ
る
。
初
め
て
訪
れ
た

二
〇
一
〇
年
の
冬
は
豪
雪
に
見
舞
わ
れ
辺
り
一
面
雪
に
覆
わ
れ
て
い
た
が
、

湧
水
ポ
イ
ン
ト
は
周
囲
の
雪
を
溶
か
し
、「
こ
こ
ぞ
！
」
と
言
わ
ん
ば
か

り
か
直
ぐ
に
発
見
す
る
事
が
出
来
た
。
そ
の
手
前
に
は
地
元
の
方
が
立
て

た
の
で
あ
ろ
う
か
、「
み
ん
な
の
塩
谷
の
水
」
と
書
か
れ
た
表
札
が
立
っ

て
い
る
。
見
上
げ
る
と
側
に
赤
い
前
掛
け
を
し
た
観
音
さ
ま
が
吹
雪
に
耐

え
て
い
た
。
水
は
勢
い
良
く
流
れ
て
い
た
こ
と
を
覚
え
て
い
る
。
そ
の
後

何
度
か
訪
問
し
て
い
る
が
、
い
つ
も
杉
の
木
漏
れ
日
を
浴
び
、
苔
む
し
た

中
の
水
場
は
美
し
い
。

　

応
永
十
三
年
（
一
四
〇
六
）
如
仲
禅
師
（
に
ょ
ち
ゅ
う
ぜ
ん
じ
）
に
よ

る
開
山
。 

山
号
は
、
こ
の
地
が
中
国
五
台
山
に
似
た
景
勝
地
で
、
谷
水

に
塩
分
が
あ
り
修
業
に
便
利
で
あ
っ
た
。
洞
寿
と
い
う
名
の
由
来
は
、
遷

洞
長
寿
「
幽
仙
に
移
っ
て
長
生
き
す
る
」
か
ら
と
伝
わ
る
。
住
職
の
竹
内

昭
道
（
た
け
う
ち
し
ょ
う
ど
う
）
さ
ん
に
お
話
を
伺
う
と
、
寺
に
二
つ
の

宝
物
が
伝
わ
っ
て
い
る
と
い
う
。
ひ
と
つ
は
如
仲
が
退
治
し
た
龍
が
、
枕

元
に
現
れ
置
い
て
い
っ
た
玉
と
伝
わ
る
「
龍
の
玉
」、
ひ
と
つ
は
白
山
権

現
の
お
告
げ
が
あ
り
、
一
夜
に
し
て
湧
い
た
と
い
う
塩
泉
の
「
塩
之
華
」

で
あ
る
。
こ
れ
は
「
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
く
ら
い
の
大
き
さ
で
珊
瑚
礁
の
よ
う

な
感
じ
だ
」
と
、
塩
谷
と
い
う
名
が
地
名
と
な
り
、
山
号
と
な
り
、
そ
の

水
は
現
在
も
正
月
の
若
水
、
閼
伽
水
と
し
て
供
え
ら
れ
て
い
る
と
最
後
に

話
さ
れ
た
。

的
だ
っ
た
。
こ
の
他
、
お
山
の
中
に
は
無
動
寺
谷
に
「
閼
伽
井
」
横
川
中

堂
の
側
に
「
如
法
水
・
に
ょ
ほ
う
す
い
」
横
川
の
道
元
禅
師
得
度
の
遺
跡

に
「
独
股
水
・
と
っ
こ
す
い
」
が
あ
る
。

塩
谷
の
水
（
し
お
た
に
の
み
ず
）
塩
谷
山
洞
寿
院
（
え
ん
こ
く
ざ
ん
と
う

じ
ゅ
い
ん
）

　

国
道
３
６
５
号
を
北
上
、
余
呉
支
所
前
の
交
差
点
を
東
へ
途
中
一
時
、

北
国
街
道
と
交
わ
り
な
が
ら
北
陸
自
動
車
道
を
く
ぐ
る
と
県
道
２
８
４
号

に
な
る
。
高
時
川
と
合
流
、
丹
生
川
と
名
前
を
変
え
さ
ら
に
北
上
す
る
と

菅
並
の
集
落
に
入
る
。
そ
の
最
深
部
に
六
所
神
社
が
現
れ
る
。
分
か
れ
て

妙
理
川
に
沿
い
少
し
谷
を
あ
が
っ
た
と
こ
ろ
に
曹
洞
宗
の
古
刹
、
塩
谷
山

洞
寿
院
護
国
禅
寺
が
あ
る
。

石で組まれている弁慶水

杉の木の根元にある弁慶水
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善
水
（
ぜ
ん
す
い
）
岩
根
山
善
水
寺

　
Ｊ
Ｒ
草
津
線
甲
西
駅
よ
り
市
街
地
を
越
え
る
と
野
洲
川
に
出
る
目
前
に

東
西
に
細
長
い
山
容
が
見
え
る
岩
根
山
十
二
坊
と
呼
ば
れ
る
こ
の
地
は
か

つ
て
仏
教
修
行
の
道
場
し
て
栄
え
て
い
た
様
で
あ
る
。
甲
西
大
橋
を
渡
っ

て
道
な
り
に
車
を
走
ら
せ
案
内
に
導
か
れ
て
進
む
と
山
の
中
腹
に
善
水
寺

が
現
れ
る
。
或
は
岩
根
の
集
落
か
ら
山
を
登
っ
て
お
寺
に
入
る
事
も
出
来

る
。

　

こ
の
寺
を
訪
れ
た
人
は
こ
の
湧
水
の
こ
と
を
知
ら
ず
し
て
山
を
下
り
る

人
は
い
な
い
で
あ
ろ
う
。
本
堂
の
東
側
に
百
伝
（
も
も
つ
て
）
の
池
が
あ

り
そ
の
奥
に
湧
水
が
あ
る
。
ま
え
に
は
立
派
な
石
碑
が
あ
り
所
以
が
示
さ

れ
て
い
る
。

　
「
善
水
」
と
は
、
医
王
善
逝
の
御
香
水
（
い
お
う
ぜ
ん
ぜ
い
の
お
こ
う

ず
い
）
と
呼
ば
れ
、
医
王
と
は
薬
師
、
善
逝
と
は
如
来
の
意
味
が
あ
り
、

傳
教
大
師
は
百
伝
の
池
水
を
も
っ
て
薬
師
如
来
の
宝
前
に
て
医
王
善
逝
の

秘
法
を
修
す
る
事
七
日
間
、
桓
武
天
皇
の
病
気
平
癒
を
祈
念
さ
れ
、
忽
ち

の
内
に
快
癒
さ
れ
た
こ
と
か
ら
「
善
水
寺
」
の
号
を
賜
っ
た
も
の
で
あ
る
。

す
な
わ
ち
、
善
水
と
は
百
伝
の
池
水
を
元
水
と
し
て
、
本
尊
薬
師
如
来
の

宝
前
に
て
医
王
善
逝
の
秘
法
に
て
祈
願
し
た
水
の
こ
と
で
あ
る
。
と
、
こ

こ
ま
で
が
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
話
。

　

住
職
の
梅
中
堯
弘
（
う
め
な
か
ぎ
ょ
う
こ
う
）
さ
ん
に
お
話
を
伺
う
こ

と
が
で
き
た
。
言
い
伝
え
で
は
、
こ
の
辺
は
水
が
少
な
く
雨
乞
い
の
た
め

最
澄
が
周
囲
を
見
て
お
ら
れ
た
。
す
る
と
光
が
さ
す
場
所
が
あ
り
、
そ
の

場
に
行
く
と
水
面
に
梶
の
葉
が
浮
い
て
い
た
。
不
思
議
に
思
っ
て
葉
を
め

塩谷の水を汲む

山門の側にある塩谷の水

聖観音の奥にある塩谷の水
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く
る
と
経
文
が
表
れ
「
是
好
良
薬
今
留
在
此
（
ぜ
こ
う
ろ
う
や
く
こ
ん
る

ざ
い
し
）と
あ
っ
た
。
ま
た
水
面
の
池
よ
り
一
寸
八
分
程
の
閻
浮
壇
金（
え

ん
ぶ
だ
ん
ご
ん
）
の
薬
師
仏
が
現
れ
、
七
日
間
の
雨
乞
祈
祷
の
末
、
大
雨

を
も
た
ら
し
た
と
の
こ
と
。
ま
た
地
域
伝
承
で
は
本
堂
の
北
側
に
山
の

ピ
ー
ク
が
あ
り
、
そ
こ
に
医
王
山
の
壺
が
あ
る
そ
う
だ
。
も
う
一
つ
、
雷

岩
と
呼
ば
れ
る
岩
が
あ
り
二
手
に
分
か
れ
て
そ
こ
で
「
雨
乞
い
の
唄
」
を

歌
う
風
習
が
以
前
あ
っ
た
と
聞
く
。
そ
の
詩
を
覚
え
て
い
る
方
が
亡
く
な

ら
れ
て
し
ま
い
、
非
常
に
残
念
だ
と
お
話
し
さ
れ
た
。

　

繰
り
返
す
が
山
号
に
な
る
ほ
ど
、
こ
の
水
も
ま
た
、
お
寺
に
と
っ
て
、

地
域
に
と
っ
て
も
非
常
に
大
事
な
水
で
あ
る
事
が
わ
か
る
。
こ
の
地
に
お

い
て
も
水
が
あ
っ
て
の
今
日
ま
で
営
み
な
の
か
も
し
れ
な
い
。

　

名
水
百
選
に
並
ぶ
、
い
や
そ
れ
以
上
の
様
々
な
時
代
や
職
種
の
人
々
に

関
係
を
も
た
ら
し
た
超
横
綱
ク
ラ
ス
の
水
に
迫
っ
て
み
た
。
湖
北
、
湖
西
、

湖
南
と
三
カ
所
と
り
あ
げ
た
が
近
江
に
は
数
え
き
れ
な
い
程
の
伝
承
を

持
っ
た
水
と
地
域
の
宝
物
の
よ
う
な
存
在
と
し
て
水
が
あ
る
。
以
前
、
人

物
と
伝
説
と
い
う
観
点
で
も
と
り
あ
げ
た
が
、
個
別
的
な
意
味
合
い
が
強

か
っ
た
。
対
し
て
今
回
は
寺
の
山
内
に
あ
る
事
か
ら
、
時
代
を
超
え
た
普

遍
的
な
意
味
合
い
の
強
い
水
を
対
象
と
し
た
。
自
然
か
ら
の
恩
恵
を
受
け
、

そ
の
事
か
ら
始
ま
る
様
々
な
営
み
や
育
み
が
日
本
人
特
有
の
自
然
観
で
あ

り
宗
教
観
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
私
は
美
術
家
で
あ
る
が
、
近
年
こ
こ

に
焦
点
を
あ
て
て
行
く
事
が
テ
ー
マ
に
な
っ
て
い
る
。

善水を汲む

百伝（ももつて）の池の奥に善水がある

善水の由緒書
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追
記  

　

二
〇
一
二
年
十
二
月
よ
り
滋
賀
県
文
化
振
興
事
業
団
が
発
行
す
る
「
湖

国
と
文
化
」
に
＂
近
江
の
水
を
め
ぐ
る
＂
と
題
し
て
近
江
の
湧
水
を
写
真

と
文
で
紹
介
す
る
機
会
を
あ
た
え
ら
れ
た
。
現
在
ま
で
十
三
回
の
連
載
が

継
続
さ
れ
て
お
り
、
十
回
か
ら
十
三
回
の
四
回
分
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
文
章
を

可
能
な
限
り
残
し
、
近
江
学
研
究
紀
要
と
し
て
再
編
集
し
た
。
紀
要
の
冒

頭
は
二
〇
一
六
年
一
月
現
在
に
お
け
る
私
自
身
の
現
況
報
告
か
ら
始
め
、

次
に
地
域
の
人
々
が
音
で
覚
え
て
、
呼
び
名
で
通
じ
て
い
る
「
音
の
水
、

呼
び
の
水
」、
湧
水
一
つ
ひ
と
つ
に
呼
称
は
な
い
が
地
域
一
帯
と
湧
水
群

が
一
体
と
な
っ
て
い
る
「
帯
の
水
、
群
の
水
」、
神
社
の
境
内
に
あ
り
湧

水
そ
の
も
の
が
庶
民
の
信
仰
の
対
象
で
あ
る
「
参
り
の
水
、
頼
み
の
水
」、

寺
院
の
山
内
に
あ
り
仏
に
授
け
る
閼
伽
の
水
や
地
域
の
宝
物
の
よ
う
な
存

在
と
な
っ
て
い
る
「
伝
の
水
、
宝
の
水
」
に
焦
点
を
あ
て
た
。

　

冒
頭
に
も
記
し
た
が
近
江
に
お
け
る
水
研
究
は
自
己
の
造
形
表
現
か
ら

出
発
し
た
。
生
命
体
に
必
要
不
可
欠
な
水
、
そ
れ
を
「
全
体
の
水
」
と
し

て
一
先
ず
捉
え
、
近
江
に
お
い
て
は
地
域
に
あ
る
特
徴
的
な
性
質
を
も
つ

唯
一
無
二
の
存
在
と
し
て
の
「
固
有
の
水
」
と
し
て
捉
え
、
言
語
化
し
て

き
た
。
毎
回
共
通
す
る
テ
ー
マ
を
儲
け
、
三
〜
四
カ
所
の
共
通
点
を
あ
げ

て
き
た
が
、
単
な
る
場
所
や
周
辺
地
域
、
水
場
の
紹
介
で
は
事
足
ら
な
く

な
っ
て
き
た
様
に
感
じ
て
い
る
。

　

我
々
は
様
々
な
豊
か
さ
を
こ
こ
数
年
の
あ
い
だ
で
獲
得
し
て
し
ま
っ
た

様
に
思
う
。
そ
れ
は
人
間
が
「
生
き
た
い
。
生
き
延
び
た
い
」
と
い
う
欲

望
を
持
つ
限
り
い
つ
の
時
代
も
尽
き
な
い
も
の
で
あ
ろ
う
。
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
は
今
日
、
人
と
人
を
繋
ぎ
止
め
る
ツ
ー
ル
と
し
て
全
く
手
放
す
事

の
出
来
な
い
も
の
に
成
り
上
が
っ
て
し
ま
っ
た
。
個
々
が
別
々
の
時
間
、

場
所
を
過
ご
し
な
が
ら
情
報
を
共
有
で
き
る
代
物
で
あ
る
…
。

　

話
は
少
し
飛
躍
す
る
が
桶
に
残
る
水
が
ど
の
程
度
残
っ
て
い
る
か
を
生

活
し
な
が
ら
計
っ
て
い
る
時
代
が
あ
っ
た
筈
だ
。
そ
の
水
の
汲
み
時
が
い

つ
か
暗
黙
の
了
解
で
通
じ
合
う
事
が
出
来
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

我
々
は
そ
の
よ
う
な
勘
を
働
か
す
こ
と
が
出
来
な
く
な
っ
て
き
て
い
る
様

な
気
が
す
る
。
不
自
由
さ
の
中
か
ら
想
像
、
創
造
す
る
力
が
働
き
、
様
々

な
感
覚
の
セ
ン
サ
ー
が
働
い
た
の
で
あ
ろ
う
。

　

水
研
究
に
取
組
み
、
現
場
リ
サ
ー
チ
や
聞
取
り
を
し
て
い
る
と
、
く
ら

し
の
知
恵
や
工
夫
が
随
所
に
見
受
け
ら
れ
る
。
水
場
周
辺
の
仕
組
み
や
簡

単
な
道
具
な
ど
が
そ
の
ヒ
ン
ト
を
伝
え
て
い
る
。
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は
じ
め
に �

　

大
津
市
北
部
地
域
の
真
野
地
区
は
、
比
叡
山
系
か
ら
流
れ
出
る
真
野
川

を
中
心
と
す
る
豊
か
な
農
村
地
域
で
あ
る
が
、
滋
賀
県
南
部
の
他
の
地
域

と
同
じ
く
、
戦
後
の
高
度
経
済
成
長
の
流
れ
で
、
京
都
、
大
阪
の
ベ
ッ
ド

タ
ウ
ン
と
し
て
急
速
に
新
興
住
宅
が
増
加
し
て
き
た
地
域
で
も
あ
る
。
そ

の
ピ
ー
ク
は
過
ぎ
た
が
、
特
に
昭
和
の
終
わ
り
か
ら
平
成
に
か
け
て
は
、

大
型
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
店
や
マ
ン
シ
ョ
ン
が
次
々
と
立
ち
並
ん
だ
。
そ
の
真

野
地
区
の
中
で
今
回
取
材
し
た
旧
字
の
中
村
地
区
は
、
比
較
的
近
代
化
の

流
れ
を
直
接
受
け
ず
、
真
野
神
田
神
社
の
氏
子
と
し
て
、
ま
た
、
法
界
寺

の
檀
家
と
し
て
古
く
か
ら
伝
わ
る
風
習
を
守
り
続
け
て
い
る
。

　

中
村
地
区
は
現
在
の
行
政
区
で
は
ほ
ぼ
真
野
一
丁
目
、
二
丁
目
、
三
丁

目
に
あ
た
り
、
集
落
の
各
戸
は
、
自
治
会
と
は
別
に
、
中
村
会
と
い
う
組

織
に
属
し
、
神
田
神
社
の
祭
礼
、
法
界
寺
の
宗
教
行
事
、
愛
宕
講
、
行
者

講
な
ど
の
年
中
行
事
に
関
わ
る
の
で
あ
る
。

　

そ
の
中
で
も
、
こ
の
地
域
は
、
神
社
の
氏
子
と
し
て
よ
り
も
、
旦
那
寺

で
あ
る
法
界
寺
（
浄
土
宗
）
と
の
関
係
が
深
く
、
盆
行
事
と
し
て
の
「
施

餓
鬼
」
や
「
六
斎
念
仏
」
な
ど
の
行
事
に
お
い
て
他
の
地
域
に
見
ら
れ
ぬ

特
徴
が
あ
る
。

•••••••••••••••••••••••••••••••
Name�:
KATO�Kenji

Title�:
The�Rokusai�Nenbutsu�of�Mano�Hokai-ji:�An�Overview�of�the�role�
played�by�Nenbutsu-ko�in�uniting�a�community　

Summary�:�
The�Rokusai�Nenbutsu� (chant)� practiced� in� the� area� of�Mano�
in�Otsu,�Shiga,� is� the�cornerstone�of� the�Nenbutsu-ko� (monthly�
gathering�of�devotees�of�Amitadha)� that�unites�the�people�of� the�
village�of�Nakamura.� In�this�paper�I�will�examine�this�regionally�
intertwined�community,�which� is�a�valuable�element� in�modern�
society;�report�on�its�current�status;�and�outline�points�for�further�
consideration.
•••••••••••••••••••••••••••••••
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仏
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特
に
六
斎
念
仏
は
、
盆
行
事
が
行
わ
れ
る
八
月
に
開
催
さ
れ
る
。
か
つ

て
は
全
戸
を
巻
き
込
ん
だ
年
行
事
と
し
て
、
深
い
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
築
い

て
き
た
。
今
回
は
、
こ
の
調
査
を
通
じ
て
、
現
代
に
お
け
る
宗
教
行
事
の

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
、
そ
の
重
要
性
と
問
題
点
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
。

一
、
真
野
法
界
寺
と
六
斎
念
仏 �

（
ア
）
真
野
法
界
寺

　

浄
土
宗
慈
光
山
法
界
寺
（
大
津
市
真
野
三
丁
目
）
は
、
大
本
山
清
浄
華

院
の
末
寺
と
し
て
慶
長
二
年
（
一
五
九
七
）
に
開
創
さ
れ
た
と
当
寺
に
伝

わ
る
。
過
去
帳
に
よ
る
と
開
山
は
、
真
野
出
身
の
有
力
者
、
桂
昌
院
桂
林

昌
公
大
和
尚
で
あ
る
と
さ
れ
て

い
る
。

　

真
野
地
域
は
農
地
が
市
街
化

さ
れ
、
年
々
都
市
化
が
進
む
中
、

法
界
寺
で
は
旧
来
か
ら
の
檀
家

約
七
〇
数
戸
、
三
名
の
檀
家
総

代
が
当
寺
の
運
営
の
中
心
を

担
っ
て
い
る
。
日
常
的
に
は
各

檀
家
の
戸
主
が
念
仏
講
を
組
織

し
、
春
秋
の
彼
岸
法
要
や
盂
蘭

盆
会
法
要
、
十
夜
法
要
な
ど
主

体
的
に
年
中
行
事
が
行
わ
れ
る
。

写真１：毎年８月14日に行われる真野法界寺の六斎念
仏（平成26年の８月に筆者が撮影）
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と
太
鼓
を
な
ら
し
な
が
ら
衆
生
救
済
を
目
的
と
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
江

戸
時
代
に
は
盆
踊
り
と
結
び
つ
き
、
江
戸
後
期
に
な
る
と
、
見
世
物
的
な

曲
芸
が
行
わ
れ
る
な
ど
、
芸
能
化
し
て
い
っ
た
。
演
じ
ら
れ
る
曲
目
も
、

発
願
、
回
向
歌
、
弥
陀
願
唱
、
念
仏
、
結
願
と
い
う
純
仏
教
的
な
も
の
か

ら
、
能
楽
や
浄
瑠
璃
、
歌
舞
伎
か
ら
取
材
し
た
楽
曲
が
演
じ
ら
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
。

　

京
都
で
は
、
昭
和
五
二
年
に
京
都
六
斎
念
仏
保
存
団
体
連
合
会
が
発
足

し
、
昭
和
五
八
年
に
は
「
京
都
の
六
斎
念
仏
」
と
し
て
国
重
要
無
形
文
化

財
に
指
定
さ
れ
た
。
現
在
も
十
四
団
体
が
所
属
し
て
、
芸
能
の
保
存
と
後

継
者
の
育
成
に
務
め
て
い
る
。

　

京
都
の
六
斎
念
仏
は
獅
子
舞
や
猿
回
し
な
ど
が
登
場
す
る
な
ど
、
宗
教

的
と
い
う
よ
り
も
む
し
ろ
非
常
に
芸
能
的
な
要
素
が
濃
い
が
、
真
野
地
域

に
伝
わ
る
も
の
は
、
純
粋
な
仏
教
行
事
と
し
て
寺
の
檀
徒
が
盆
や
彼
岸
の

時
期
に
行
っ
て
い
る
。
真
野
地
区
は
四
つ
の
集
落（
中
村
、沢
、北
村
、浜
）

に
分
か
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
、
中
村
の
法
界
寺
（
浄
土
宗
鎮
西
派
）、
沢
の
浄

国
寺
（
浄
土
宗
禅
林
寺
派
）、
北
村
の
願
生
寺
（
浄
土
宗
禅
林
寺
派
）、
浜

の
正
源
寺
（
浄
土
真
宗
本
願
寺
派
）
と
旦
那
寺
が
存
在
す
る
。
こ
の
う
ち

六
斎
念
仏
を
行
っ
て
い
る
の
は
、
法
界
寺
と
浄
国
寺
で
あ
る
が
、
先
述
し

た
よ
う
に
六
斎
念
仏
の
総
本
山
と
い
わ
れ
た
干
菜
山
光
福
寺
が
知
恩
院
を

本
山
と
す
る
浄
土
宗
鎮
西
派
で
あ
る
こ
と
を
思
う
と
、
京
都
か
ら
こ
の
地

域
に
は
じ
め
て
六
斎
念
仏
が
入
っ
た
の
は
法
界
寺
で
あ
る
と
考
え
る
の
が

自
然
で
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。

　

ま
た
、
京
都
を
は
じ
め
他
地
域
（
福
井
県
若
狭
地
方
、
和
歌
山
県
紀
北

　

そ
し
て
、
そ
れ
ら
の
行
事
の
中
で
も
中
心
的
な
も
の
が
「
六
斎
念
仏
」

と
呼
ば
れ
る
念
仏
踊
り
で
あ
る
。

（
イ
）
六
斎
念
仏
と
は

　

六
斎
念
仏
と
は
、
本
来
、
六
斎
日
（
仏
教
で
い
う
精
進
の
日
で
毎
月
八

日
、
十
四
日
、
十
五
日
、
二
三
日
、
二
九
日
、
三
〇
日
を
指
す
）
に
念
仏

を
唱
え
る
こ
と
を
い
う
。
そ
の
起
こ
り
に
は
諸
説
が
あ
る
が
、
現
在
伝
わ

る
も
の
に
は
空
也
堂
（
紫
雲
山
光
勝
寺
極
楽
院
）
系
と
干
菜
山
光
福
寺
系

と
い
う
二
つ
の
流
れ
が
あ
る
。
空
也
堂
系
に
は
そ
の
起
源
に
関
し
て
、
平

安
時
代
に
市
聖
（
い
ち
の
ひ
じ
り
）
と
呼
ば
れ
た
空
也
上
人
（
九
〇
三
〜

九
七
二
）
が
、
松
尾
明
神
か
ら
鉦
（
か
ね
）
と
太
鼓
を
授
け
ら
れ
て
衆
生

救
済
の
た
め
念
仏
踊
り
を
は
じ
め
、
民
衆
に
念
仏
を
布
教
し
た
と
い
う
伝

承
が
つ
た
わ
る
。
一
方
の
干
菜
山
光
福
寺
系
で
は
、
浄
土
宗
西
山
派
の
道

空
が
、
十
三
世
紀
の
半
ば
に
京
都
烏
丸
の
常
行
院
で
民
衆
に
念
仏
を
広
め

る
た
め
歓
喜
念
仏
踊
り
を
は
じ
め
、
文
永
二
年
（
一
二
六
五
）
に
は
亀
山

天
皇
か
ら
「
六
斎
念
仏
」
の
号
を
賜
わ
っ
た
。
干
菜
山
光
福
寺
（
現
在　

京
都
市
出
町
柳
）
は
、
別
名
干
菜
寺
と
も
呼
ば
れ
、
寺
伝
に
よ
る
と
豊
臣

秀
吉
が
鷹
狩
り
の
際
、
当
寺
を
訪
れ
、
当
時
の
住
職
が
秀
吉
に
干
菜
（
大

根
や
蕪
の
葉
を
干
し
た
も
の
）
を
献
上
し
た
と
こ
ろ
大
い
に
喜
ば
れ
、
以

後
干
菜
山
光
福
寺
の
名
を
拝
命
し
た
と
い
う
。
江
戸
時
代
に
は
光
福
寺
は

諸
国
に
お
け
る
六
斎
念
仏
の
総
本
山
と
い
わ
れ
、
寛
永
十
四
年
（
一
六
三�

七
）
か
ら
浄
土
宗
鎮
西
派
本
山
知
恩
院
の
支
配
下
と
な
っ
た
。

　

本
来
の
六
斎
念
仏
は
『
金
光
明
六
斎
精
進
功
徳
経
』
に
基
づ
い
て
、
鉦
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の
高
野
山
麓
か
ら
紀
ノ
川
流
域
、
奈
良
県
吉
野
川
流
域
、
奈
良
盆
地
、
山

梨
県
、
大
阪
府
兵
庫
県
旧
摂
津
地
域
な
ど
に
六
斎
念
仏
が
見
ら
れ
る
。
滋

賀
県
内
は
朽
木
古
屋
、
栗
原
な
ど
に
見
ら
れ
る
）
の
六
斎
念
仏
は
、
民
俗

芸
能
と
し
て
の
色
彩
が
濃
く
、
多
く
は
保
存
会
が
組
織
さ
れ
、
各
地
で
継

承
さ
れ
て
い
る
が
、
一
方
で
「
講
」
と
い
う
宗
教
行
事
の
一
環
と
し
て
古

く
か
ら
地
域
の
住
民
が
受
け
継
い
で
い
る
も
の
も
あ
る
。
法
界
寺
の
六
斎

念
仏
は
後
者
の
か
た
ち
を
と
る
貴
重
な
行
事
で
あ
る
と
い
え
る
。

　
二
、
法
界
寺
の
六
斎
念
仏 �

（
ア
）
組
織

　

真
野
法
界
寺
の
六
斎
念
仏
は
、
真
野
の
旧
字
で
あ
る
中
村
集
落
に
あ
る

念
仏
講
の
講
員
に
よ
っ
て
継
承
さ
れ
て
い
る
。
真
野
中
村
地
区
は
現
在
の

行
政
区
画
で
い
う
と
真
野
一
丁
目
か
ら
三
丁
目
ま
で
が
範
囲
と
な
る
が
、

新
興
住
宅
が
大
半
を
占
め
、
全
約
二
〇
〇
戸
の
う
ち
、
旧
集
落
は
お
お
よ

そ
八
〇
戸
で
、
こ
の
旧
集
落
の
住
民
は
ほ
と
ん
ど
が
兼
業
農
家
で
あ
る
。

そ
し
て
、
氏
神
（
神
田
神
社
）
や
旦
那
寺
（
法
界
寺
）、
そ
し
て
山
林
を

共
有
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、「
中
村
会
」
を
組
織
し
て
、
山
林
の
管
理
や

農
作
業
、
神
仏
に
関
わ
る
行
事
、
愛
宕
講
、
行
者
講
、
念
仏
講
な
ど
の
講

中
の
運
営
を
行
っ
て
い
る
。

　

念
仏
講
の
講
員
は
中
村
会
の
構
成
員
（
各
戸
か
ら
男
性
一
名
以
上
で
現

在
91
名
）
が
ほ
ぼ
そ
れ
に
あ
た
り
、
そ
の
内
で
、
十
五
、
六
名
が
六
斎
念

仏
を
継
承
し
て
い
る
。
毎
年
、
八
月
十
四
日
の
お
盆
、
八
月
二
三
日
の
地

蔵
盆
に
法
界
寺
と
旧
集
落
を
舞
台
と
し
て
六
斎
念
仏
が
行
わ
れ
る
。

　

平
成
一
〇
年
に
「
真
野
の
六
斎
念
仏
」
と
し
て
滋
賀
県
選
択
無
形
民
俗

文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
る
。

（
イ
）
法
界
寺
の
六
斎
念
仏
の
現
状

　

か
つ
て
は
、
小
学
校
高
学
年
か
ら
鉦
、
太
鼓
を
習
い
は
じ
め
た
が
、
少

子
化
も
あ
り
現
在
、
子
ど
も
た
ち
が
練
習
す
る
風
景
を
見
る
こ
と
は
希
で

あ
る
。

　

例
年
八
月
六
日
か
ら
法
界
寺
で
練
習
が
始
ま
る
。

　

十
四
日
が
六
斎
念
仏
の
本
番
で
あ
り
、
鉦
担
当
の
二
名
と
太
鼓
を
担
当

す
る
四
名
の
合
計
六
名
が
一
つ
の
チ
ー
ム
で
、
か
つ
て
は
二
チ
ー
ム
に
別

れ
て
檀
家
回
り
が
で
き
た
そ
う
で
あ
る
が
、
現
在
は
ベ
テ
ラ
ン
の
チ
ー
ム

が
中
心
に
檀
家
を
回
り
、
そ
の
他
の
人
々
は
随
行
す
る
。

　

十
四
日
の
当
日
の
夕
刻
十
八
時
、
十
五
、六
名
の
講
員
が
、
浴
衣
姿
、

団
扇
持
参
で
法
界
寺
本
堂
に
集
合
。
本
堂
外
陣
で
太
鼓
を
持
つ
四
人
が
二

人
ず
つ
向
か
い
合
い
、
本
堂
内
陣
に
向
か
っ
て
左
手
の
太
鼓
の
二
人
に
後

ろ
に
鉦
の
担
当
の
二
人
が
付
く
。
本
堂
内
陣
に
向
か
っ
て
左
奥
の
鉦
の
担

当
者
は
「
ト
ウ
ジ
ャ
」
と
呼
ば
れ
て
、
こ
の
チ
ー
ム
の
リ
ー
ダ
ー
に
あ
た

る
。
本
堂
内
陣
前
の
真
中
の
太
鼓
担
当
は「
カ
シ
ラ
」あ
る
い
は「
カ
タ
」

と
呼
ば
れ
る
一
番
太
鼓
、
そ
の
向
い
側
が
「
オ
オ
バ
イ
」
と
呼
ば
れ
る
二

番
太
鼓
、そ
の
左
手
が
三
番
太
鼓
、そ
の
向
い
側
が
四
番
太
鼓
で
あ
る
（
図

１
参
照
）。
他
の
講
員
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
後
ろ
に
付
い
て
団
扇
で
鉦
と
太

鼓
の
担
当
者
を
扇
ぐ
。
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「
ト
ウ
ジ
ャ
」
の
発
声
に
よ
り
「
セ
イ
シ
ュ
シ
ャ
ノ
コ
ウ
ミ
ョ
ウ
ハ
、

ネ
ン
ズ
ル
ト
コ
ロ
ヲ
テ
ラ
シ
タ
マ
ウ
…
…
ナ
ン
マ
イ
ダ
ブ
、
ナ
ン
マ
イ
ダ

ブ
」
と
の
発
願
経
か
ら
は
じ
ま
り
、
太
鼓
と
鉦
が
「
ろ
っ
こ
」「
お
し
わ

た
し
」
と
い
う
二
種
類
の
節
回
し
を
奏
で
、
六
斎
の
讃
が
唱
え
ら
れ
る
。

六
斎
念
仏
は
約
十
五
分
で
終
了
。

　

そ
の
後
、
鉦
、
太
鼓
の
担
当
が
交
代
し
、
再
び
六
斎
念
仏
が
は
じ
ま
っ

た
。
こ
の
チ
ー
ム
の
念
仏
が
終
了
す
る
と
、
十
九
時
前
、
本
堂
を
出
て
、

薄
暗
く
な
っ
た
観
音
堂
の
前
で
、
三
チ
ー
ム
目
が
六
斎
念
仏
を
奉
納
し
た
。

　

三
度
の
六
斎
念
仏
が
終
了
し
た
十
九
時
過
ぎ
か
ら
、
法
界
寺
を
出
て
檀

家
回
り
が
は
じ
ま
る
。
六
斎
念
仏
の
檀
家
回
り
は
本
来
、
中
村
地
区
の
法

界
寺
の
檀
家
全
て
の
家
を
回
り
、
新
盆
の
家
で
は
仏
間
で
六
斎
念
仏
を
行

い
、
そ
れ
以
外
の
家
で
は
玄
関
先
で
略
式
の
念
仏
を
唱
え
た
と
い
う
が
、

現
在
は
新
盆
を
迎
え
た
檀
家
の
み
を
訪
ね
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

　

昭
和
五
〇
年
代
後
半
頃
に
、
六
斎
念
仏
を
厚
く
興
隆
す
る
方
が
お
ら
れ
、

子
ど
も
た
ち
も
た
く
さ
ん
集
ま
っ
て
、
行
列
を
つ
く
っ
て
盛
大
に
檀
家
回

り
が
行
わ
れ
た
時
期
も
あ
っ
た
と
い
う
。

　

取
材
し
た
平
成
二
六
年
の
お
盆
の
檀
家
回
り
は
七
戸
を
回
っ
て
終
了
し

た
。
そ
れ
で
も
午
後
九
時
を
ま
わ
っ
て
い
た
。

図１　真野法界寺の六斎念仏

オオバイ
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写真２：江戸期文政年間につくられたという太鼓

写真３：鉦（かね）

写真４：本堂内陣前で六斎念仏がはじまる

写真５：太鼓の節回しがはじまる　奥の内陣にご本尊
の阿弥陀如来立像

写真６：第２グループによる六斎念仏　本堂内陣前を
少しずらして行う

写真７：本堂前で第３グループによる六斎念仏　奥が
法界寺観音堂

写真８：檀家回り　新盆の家の前

写真９：檀家回り　新盆の家の仏間で六斎念仏
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三
、
六
斎
念
仏
の
真
野
中
村
に
お
け
る
役
割
と
課
題 

　
　（
む
す
び
に
変
え
て
） �

　

真
野
中
村
地
区
の
中
で
も
、
旧
集
落
で
組
織
さ
れ
る
中
村
会
は
、
こ
の

六
斎
念
仏
を
行
う
念
仏
講
の
他
に
も
、
伊
勢
講
、
愛
宕
講
、
汁
講
な
ど
、

複
数
の
講
が
存
在
し
、
集
落
の
年
中
行
事
と
し
て
運
営
し
て
い
る
。
ま
た
、

十
人
衆
と
呼
ば
れ
る
い
わ
ゆ
る
長
老
格
の
集
団
が
存
在
し
、
そ
こ
に
入
る

た
め
の
「
入
供
（
い
り
く
）」
と
い
う
儀
式
も
残
っ
て
い
る
と
い
う
。

　

こ
の
中
村
集
落
は
、
冒
頭
で
も
紹
介
し
た
が
、
Ｊ
Ｒ
堅
田
駅
か
ら
山
手

に
一
〇
分
程
度
歩
い
た
と
こ
ろ
に
あ
り
、
新
興
住
宅
や
マ
ン
シ
ョ
ン
に
隣

接
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
神
や
仏
の
存
在
が
薄
れ
て
い
る
現
代
の
生
活
の

す
ぐ
隣
に
、
こ
の
よ
う
に
深
い
信
仰
と
自
然
に
包
ま
れ
て
暮
ら
す
集
落
が

あ
る
と
い
う
こ
と
は
驚
き
で
あ
る
。

　

都
市
化
し
た
現
代
の
暮
ら
し
は
、
社
会
の
新
し
い
仕
組
み
に
よ
っ
て
集

団
が
分
断
さ
れ
孤
立
化
し
て
い
る
。
隣
人
に
頼
ら
な
く
と
も
生
活
が
で
き

る
と
い
う
煩
わ
し
さ
が
無
い
反
面
、
地
縁
的
な
横
の
つ
な
が
り
が
希
薄
で
、

家
族
が
孤
立
し
、
地
域
教
育
や
福
祉
問
題
等
も
現
代
社
会
の
弊
害
と
し
て

指
摘
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
災
害
時
な
ど
に
そ
の
つ
な
が
り
の
弱
さ
が
露

呈
し
、
地
縁
的
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
必
要
性
が
各
地
で
訴
え
ら
れ
て
い
る

の
で
あ
る
。

　

そ
う
い
う
意
味
で
こ
の
中
村
会
は
、非
常
に
深
い
地
縁
・
血
縁
的
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
を
形
成
し
て
い
る
と
い
え
る
。
年
間
を
通
じ
て
定
期
的
に
行
わ
れ

る
講
の
行
事
や
、
六
斎
念
仏
は
、
神
仏
を
核
と
し
な
が
ら
世
代
を
超
え
て

写真10：檀家回り　新盆の家の玄関先

写真11：行列の先頭を行く法界寺の提灯

写真12：檀家回り　新盆の家２軒目の仏間にて　第２
グループが担当
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地
域
の
人
々
を
繋
い
で
い
る
理
想
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
で
あ
る
と
言
え
る
。

　

し
か
し
、
少
子
高
齢
化
と
い
う
現
実
を
迎
え
て
い
る
中
村
会
で
は
、
各

行
事
の
省
略
や
簡
素
化
も
進
ん
で
い
る
よ
う
で
あ
る
。
実
際
に
難
し
い
節

回
し
の
鉦
と
太
鼓
を
扱
う
六
斎
念
仏
の
継
承
者
不
足
は
、
大
き
な
地
域
の

悩
み
と
な
っ
て
い
る
。
新
興
住
宅
地
と
の
交
流
は
深
ま
り
つ
つ
あ
る
よ
う

だ
が
、
信
仰
上
の
問
題
や
、
山
林
等
の
共
有
財
産
が
あ
る
た
め
、
安
易
に

旧
集
落
の
集
団
に
入
る
こ
と
は
で
き
な
い
現
実
が
あ
る
。

　

た
だ
、
六
斎
念
仏
の
継
承
に
つ
い
て
は
、
宗
教
行
事
で
あ
る
と
と
も
に

無
形
文
化
財
で
あ
る
と
い
う
側
面
を
も
っ
て
い
る
た
め
、
伝
統
芸
能
の
継

承
と
い
う
意
味
で
は
、
広
く
担
い
手
を
募
っ
て
も
良
い
の
で
は
な
い
か
と

い
う
動
き
も
あ
る
よ
う
で
あ
る
。

　

地
域
の
人
々
が
、
そ
の
地
域
の
自
然
や
業
も
含
め
て
良
さ
を
認
識
し
、

今
に
残
さ
れ
た
貴
重
な
仕
組
み
を
継
承
し
て
く
こ
と
は
大
変
重
要
で
あ
る
。

人
口
減
少
社
会
を
控
え
て
、
次
代
を
担
う
子
ど
も
た
ち
や
若
い
人
た
ち
が
、

も
っ
と
地
域
に
眼
を
向
け
る
よ
う
な
新
た
な
価
値
観
を
見
つ
け
出
す
こ
と

が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

　

六
斎
念
仏
は
、
中
村
地
区
に
と
っ
て
、
先
人
が
伝
え
残
し
て
き
た
貴
重

な
宝
で
あ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
な
古
き
良
き
慣
習
を
現
代
に
活
か
す
智
慧
が

今
必
要
と
さ
れ
て
い
る
。

�

謝
辞
：

　

今
回
の
調
査
で
は
、
真
野
中
村
会
の
瀬
津
春
夫
様
、
森
秀
俊
様
、
真
野
法
界
寺
の
安

藤
隆
文
住
職
様
、
そ
の
他
、
真
野
中
村
集
落
の
皆
様
に
多
大
な
ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。
貴
重
な
伝
統
文
化
を
継
承
す
る
た
め
、
ま
た
、
地
縁
的
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
持
続

す
る
た
め
に
努
力
さ
れ
て
い
る
皆
さ
ん
の
姿
を
見
聞
す
る
貴
重
な
機
会
を
い
た
だ
き
ま

し
た
こ
と
に
、
紙
面
を
お
借
り
し
て
厚
く
御
礼
申
し
あ
げ
ま
す
。
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